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1　会長あいさつ

令和７年度の活動に寄せて

世田谷区自立支援協議会

会長　鈴木  敏彦
（淑徳大学）

　世田谷区自立支援協議会は、 「障害者 （障害児を含む） が安心して地域で自立した生

活を継続することのできる社会の実現を目指し、 地域における障害者等への支援体制の

整備を推進する」 （世田谷区自立支援協議会設置要綱第１条） ことを目的として、 平成

１９年１０月に設置されました。 また、 自立支援協議会は、 平成２８年４月から、 障害者差

別解消に基づく障害者差別解消支援地域協議会としても位置付けられています。

　世田谷区自立支援協議会は、 全体会議である 「本会」 のほか、 地域別 ・ 課題別の取

り組みを促すための５つの 「エリア協議会」 （世田谷エリア協議会、 北沢エリア協議会、

玉川エリア協議会、 烏山エリア協議会、 砧エリア協議会） と３つの 「部会」 （地域移行部

会、 虐待防止 ・差別解消 ・権利擁護部会、 子ども部会） を有しています。

　このような活動を区民の方々への周知と共生社会をめざす気運の醸成等を目的としてシ

ンポジウムを毎年開催しております。 令和７年度は、 『地域は財 （たから） ～障害当事者

の暮らしを考える せたがやの地域共生社会の実践～』 と題し、１１月に開催いたしました。

基調講演は、 朝日雅也氏 （埼玉県立大学） にご登壇いただき、 地域共生社会を実現す

るための考え方から向き合い方、 そして誰もが地域共生社会実現の当事者であることを

参加者間で共有しました。 実際の取り組みとして５つのエリア自立支援協議会からの報告

や障害のある方３名にご登壇いただき、 日常生活の報告やご意見をいただきました。 さら

に 「暮らしやすい地域を皆で考えよう」 をテーマに参加者がいくつもの輪になってグルー

プトークを行い、 笑顔の多い、 全員参加の時間となりました。

　現在、 世田谷区では、 令和９年度からの次期せたがやインクルージョンプラン～障害施

策推進計画～の策定に取り組んでいます。 これは、 障害関係の３つの法律 （障害者基

本法、 障害者総合支援法、 児童福祉法） に基づくもので、 「世田谷区障害理解の促進と

地域共生社会の実現をめざす条例」 を基礎とし、 自分らしい生活を選択できる地域共生

社会の実現を目的とする計画になります。 この計画策定に向けて自立支援協議会として

意見提起書を区に提出いたしました。 意見提起書の作成にあたっては、 個別の支援に係

る課題や地域における課題をエリア協議会や部会で検討し、 さらに運営会議、 本会で意

見交換を行い、 集約しました。 この意見がどのように反映され実現されていくのか注視す

るとともに、 実現が難しい場合は地域の課題として受け止め、 継続して協議していく必要

があります。

　世田谷区自立支援協議会では引き続き、 障害当事者の方々とともに多様な機関 ・ 組織

や人々と連携を図りながら、 世田谷ならではの共生社会の実現に貢献してまいります。
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2 会議体構成及び活動イメージ
（１） 会議体構成

関係機関 区 民

相相   談談   支支   援援 
行政、相談支援事業者、サービス提供事業者など

解決できない問題について、課題を抽出・整理し、解決に向けて協議します

エエエエエエ   リリリリリリ   アアアアアア   自自自自自自   立立立立立立   支支支支支支   援援援援援援   協協協協協協   議議議議議議   会会会会会会   
世世田田谷谷 

エリア

自立支援

協議会

北北 沢沢 

エリア

自立支援

協議会

玉玉 川川 

エリア

自立支援

協議会

砧砧 

エリア

自立支援

協議会

烏烏 山山 

エリア

自立支援

協議会

地 域 移 行 部 会

虐 待 防 止 ・ 差 別 解 消 ・ 権 利 擁 護 部 会

※それぞれのエリア協議会・部会に「運営会議」を設置しています

世世世世世世田田田田田田谷谷谷谷谷谷区区区区区区自自自自自自立立立立立立支支支支支支援援援援援援協協協協協協議議議議議議会会会会会会運運運運運運営営営営営営会会会会会会議議議議議議   

提案・報告

協議結果の反映

協議会の運営を円滑に行うため月１回開催しています

提案・報告

協議結果の反映

世世世世世世田田田田田田谷谷谷谷谷谷区区区区区区自自自自自自立立立立立立支支支支支支援援援援援援協協協協協協議議議議議議会会会会会会   

子 ど も 部 会

２ 会議体構成及び活動イメージ
（（１１）） 会会議議体体構構成成 

部部部部部部   
   

会会会会会会   
   

2　会議体構成及び活動イメージ

(1)・会議体構成
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(2)・世田谷区自立支援協議会活動イメージ図

  

（（２２））  世世田田谷谷区区自自立立支支援援協協議議会会活活動動イイメメーージジ図図  

  

各各エエリリアア協協議議会会                                            部部    会会      

  

                              ①①連連携携強強化化      

                                ②②ネネッットトワワーーククづづくくりり  

③③地地域域資資源源のの確確認認・・創創造造  

地地域域のの課課題題のの抽抽出出、、整整理理    部部会会テテーーママのの課課題題抽抽出出、、整整理理  

                                   

  

エエリリアア協協議議会会、、部部会会活活動動にによよるる各各テテーーママににつついいててのの課課題題のの明明確確化化  

 

 

                             

運運営営会会議議へへ提提案案・・報報告告 

協協議議結結果果のの反反映映   

                      

各各エエリリアア、、部部会会のの活活動動報報告告  

各各エエリリアア、、部部会会のの課課題題報報告告  

課課題題解解決決のの取取りり組組みみのの提提案案  

  

  

運運営営会会議議                                                      提提案案                                                                                                                                                                                                                                 

 

                                                                 

運運営営会会議議（（全全体体会会議議））ににてて協協議議会会にに諮諮るる協協議議事事項項及及びび報報告告事事項項のの検検討討・・確確認認  

 

 代代表表会会議議：：協協議議会会ででのの協協議議事事項項のの整整理理・・調調整整  

  広広報報活活動動  

情情報報収収集集、、提提供供                                                                      エエリリアア協協議議会会、、部部会会へへのの  

人人材材育育成成                                協協議議課課題題提提案案                                  協協議議結結果果のの反反映映  

ワワーーキキンンググググルルーーププ運運営営  

 

 

 

全全区区協協議議会会 

  

運運営営会会議議よよりり提提案案さされれたた課課題題のの協協議議                                協協議議結結果果のの反反映映  
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3　構成員名簿

（１） 世田谷区自立支援協議会　委員構成　　令和８年３月３１日現在

選　出　母　体 所　　属 氏　　名

1
学識経験者

淑徳大学　副学長
高等教育研究開発センター　教授
地域共生センター長

鈴木　敏彦

2 立教大学 コミュニティ福祉研究所　研究員 丸山　　晃

3 相
談
支
援
事
業
者

指定一般相談支援事業者 地域生活支援センターMOTA 山梨　武夫

4
指定特定相談支援事業者

自立生活センターHANDS世田谷　事務局長 鈴木　範夫

5 相談支援センターポピー　理事長 中川邦仁丈

6 障害児相談支援事業者 重症心身障害児療育相談センター 等々力寿純

7 地域活動支援センター 地域生活支援センターMOTA 杉山真生子

8 サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

生活介護 すまいる梅丘　施設長 上保　恭子

9 就労移行 障害者就労支援センター  すきっぷ　施設長 西村　周治

10
児童発達支援、
放課後デイサービス 特定非営利活動法人　にじのこ　理事長 土屋　　仁

11 高次脳機能障害相談 ケアセンター  ふらっと 川邊　　循

12 居宅介護 世田谷ホームヘルプサービス　所長 永嶋　千秋

13 障害者福祉団体連絡協議会 世田谷さくら会 野村　武夫

14 当事者 世田谷ミニキャブ区民の会 荻野　陽一

15 家族 世田谷区手をつなぐ親の会　副会長 阪田　　純

16
障害者就労関係者

東京商工会議所　事務局長 近野　孝行

17 ハローワーク渋谷　雇用開発部長 藤原　　力

18 世田谷区立保健センター 世田谷区立保健センター　専門相談課長 太田　一郎

19
教育関係者

光明学園　校長 島添　　聡

20 青鳥特別支援学校　PTA会長 花澤　雪乃

21

保健医療関係者

世田谷区医師会   理事 吉川　尚男

22 玉川医師会　理事 髙橋　　樹

23 世田谷区歯科医師会　理事 田中　克佳

24 玉川歯科医師会　理事 濱　健太郎

25 世田谷薬剤師会　副会長 八木　　亮

26 玉川砧薬剤師会　理事 橋元　晶子

27 訪問看護ステーションきたざわ苑　所長 鈴木さおり

28 都立松沢病院　ソーシャルワーカー 谷田部成徳

29 国立研究開発法人 国立成育医療研究センター 木暮　紀子
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選　出　母　体 所　　属 氏　　名

30
弁護士、社協構成員

弁護士 松本　俊一

31 世田谷区社会福祉協議会　権利擁護課長 堀　　伸治

32 民生委員代表者 世田谷区民生委員児童委員協議会　副会長 石井　優子

33

自立支援協議会エリア・
部会代表者

世田谷エリア自立支援協議会　会長 大野　圭介

34 北沢エリア自立支援協議会　会長 大野　一徳

35 玉川エリア自立支援協議会　会長 高橋　明良

36 砧エリア自立支援協議会　会長 多田　あい

37 烏山エリア自立支援協議会　会長 片岡　　学

38 自立支援協議会 地域移行部会　部会長 松浦　　聖

39
自立支援協議会 虐待防止・差別解消・
権利擁護部会　部会長 松本　俊一

40 自立支援協議会 子ども部会　部会長 河合　高鋭

41

障害者関係所管部長

北沢総合支所　保健福祉センター　所長 嶋津　武則

42 障害福祉部長 杉中　寛之

43 世田谷保健所長 向山　晴子

オブザーバー

玉川総合支所保健福祉センター
保健福祉課長 伊藤美和子

北沢総合支所保健福祉センター
生活支援課長事務取扱
（北沢総合支所保健福祉センター所長）

嶋津　武則

北沢総合支所保健福祉センター
健康づくり課長
（世田谷保健所北沢保健相談課長兼務）

菊島　　進

世田谷保健所健康推進課長 真鍋　太一

障害福祉部障害保健福祉課長 石川　　誠

障害福祉部障害者地域生活課長 堂馬　孝之
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（２） 令和７年度　世田谷区自立支援協議会エリア協議会 ・専門部会運営会議員名簿

①

世

田

谷

エ

リ

ア

自

立

支

援

協

議

会

会　長 大野　圭介 社会福祉法人藍 ファクトリー藍
徳永　宣行 株式会社ナイスケア ナイスケア世田谷相談支援センター

山内　里沙 社会福祉法人世田谷区社会福祉協議会 地域社協課
世田谷地域社協事務所

岡田　貴子 社会福祉法人全国重症心身障害児 ( 者 ) を守る会
重症心身障害児療育相談センター

一刎　貴典 社会福祉法人武蔵野会 世田谷区立駒沢生活実習所

湯浅　順子 医療法人社団風鳴会 世田谷区障害者就労支援センター
しごとねっと

河野　由香 社会福祉法人こうれいきょう 池尻あんしんすこやかセンター
齊藤　司朗 株式会社 N・フィールド 訪問看護ステーション デューン世田谷

事務局 山内　　聡 ぽーとせたがや
小山　　歩 ぽーとせたがや
髙橋　由茄 ぽーとせたがや
田中　千絵 世田谷総合支所　保健福祉課障害支援担当
井川　俊祐 世田谷総合支所　保健福祉課障害支援担当

②

北

沢

エ

リ

ア

自

立

支

援

協

議

会

会　長 大野　一徳 社会福祉法人せたがや樫の木会 「まもりやま工房」
副会長 松浦　茂尚 山下商店街理事
副会長 都　　宏之 デジタルテンパ代表
副会長 神原　こず恵 特定非営利活動法人せたがや白梅「相談支援事業所しらうめ」

村井　やよい 身体障害者相談員
千田　尚也 （株）日本エルダリーケアサービス「おおきなき明大前」
笹森　紀代 一般社団法人東京総合福祉・指定相談支援事業所
小松　美穂 特定非営利活動法人自立の家「相談支援センターかりんとう」
岡田　裕也 労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団
宮武　園子 特定非営利活動法人子育て支援グループ amigo
高橋　祐馬 障害者支援施設 梅ヶ丘
神谷　明星 障害者支援施設 梅ヶ丘
高木　大輔 NPO 法人「ウッドペッカーの森」
宮崎　保乃 北沢地域社会福祉協議会事務所（松沢地区）
小原　聖斗 北沢地域社会福祉協議会事務所（梅丘地区）
佐藤　彩子 松原あんしんすこやかセンター
大内　裕美子 松原あんしんすこやかセンター
金井　温子 松原あんしんすこやかセンター
島　　達哉 保健センター専門相談課 高次脳機能障害担当係長
重田　朗子 民生児童委員 北沢地域会長
吉村　　実 民生児童委員 北沢地域会長
相沢　達也 株式会社東京在宅サービス
生駒　裕人 株式会社ほっとナビ「ほっとナビ訪問看護ステーション」
渡邉　優芽 株式会社ほっとナビ「ほっとナビ訪問看護ステーション」
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世田谷区自立支援協議会エリア協議会 ・専門部会運営会議員名簿　（つづき）

②

北

沢

エ

リ

ア

自

立

支

援

協

議

会

森本　将央 株式会社ほっとナビ「ほっとナビ訪問看護ステーション」
白川　智章 特定非営利活動法人 さらプロジェクト「さら就労塾 @ ぽれぽれ」
宮本　　優 特定非営利活動法人 わんぱくクラブ育成会（認定 NPO 法人）
岡野　宏成 株式会社ライフデザイン「シモキタステーション」
上保　恭子 労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団
堀井　久美子 株式会社アカリエ「A－ Smile 下北沢」
青山　みずき 株式会社アカリエ「A－ Smile 下北沢」
鈴木　恵実 株式会社 Melodinest「音楽療養 toocoda」
山本　純一郎 居場所カフェ コモリナ
森　　和美 特定非営利活動法人せたがや相談支援ネットワーク
木下　攝子 特定非営利活動法人せたがや相談支援ネットワーク
持田　理乃 特定非営利活動法人せたがや相談支援ネットワーク
寺本　梨沙 特定非営利活動法人せたがや相談支援ネットワーク
百瀬　　凜 精神科特化型訪問看護ステーション haru style 世田谷
古川　克己 Medical Consulting Seal 株式会社「ウェルホーム志木」
後藤　珠希 基幹相談支援センター
柳井　夢子 基幹相談支援センター

事務局 内田　潤一 北沢総合支所　保健福祉課課長
林　　英治 北沢総合支所　保健福祉課障害支援担当係長
谷田部　雅美 北沢総合支所　保健福祉課障害支援担当係長
岡村　佳代子 北沢総合支所　保健福祉課障害支援担当副係長
杉山　真生子 ぽーときたざわ
小泉　真生子 ぽーときたざわ
谷口　友香 ぽーときたざわ
望月　　学 ぽーときたざわ

③

玉

川

エ

リ

ア

自

立

支

援

協

議

会

会長 高橋　明良 さわやかはーとあーす世田谷
石野　正子 玉川福祉作業所（本園・分場）
細田　隼矢 岡本福祉作業ホーム玉堤分場
前田　竜太 奥沢福祉園
高橋　信行 九品仏生活実習所
須ヶ間　佳代子 はるの相談室
長谷川　芳江 身体障害者自立体験ホームなかまっち
小池　宗和 玉川地域民生委員・児童委員協議会
田坂　知樹 相談支援ツナカン
河本　信一 玉川地域社会福祉協議会事務所
竹田　幸代 就労移行支援事業所 Do-will
和田　淳彦 発達障害者就労支援センター ゆに
佐伯　正和 ヒューマン・ケア
義野　貴之 わんぱくクラブ駒沢



8

世田谷区自立支援協議会エリア協議会 ・専門部会運営会議員名簿　（つづき）

③

玉

川

エ

リ

ア

自

立

支

援

協

議

会

上田　まゆら 相談支援事業所青い鳥
手塚　由美 輝水会
石丸　優弥 就労移行支援事業所グディ
田原　雄二 そうだんや用賀
岩城　ひとみ すたじおごろん二子玉川
森　　聡子 パパゲーノ Work & Recovery 用賀
江塚　樹乃 デライト尾山台
林　　大輔 デライト尾山台

事務局 小宮　栄一郎 ぽーとたまがわ
原　ひろみ ぽーとたまがわ
富田　亜希子 ぽーとたまがわ
齋藤　幸夫 ぽーとたまがわ
濱尾　範子 玉川総合支所　保健福祉課障害支援担当係長
小泉　拓也 玉川総合支所　保健福祉課障害支援担当副係長

④

砧

エ

リ

ア

自

立

支

援

協

議

会

会長 多田　あい 世田谷区立障害者就労支援センターすきっぷ
副会長 田中　正則 世田谷区立砧工房

荒井　広祐 友愛デイサービスセンター
小川　麻紀 国立成育医療研究センター
梅田　亜希 砧地域社会福祉協議会事務所
坂下　幸生 おおらか学園
鈴木　雄介 まつばらけやき相談支援センター
多田　健一郎 相談支援センターおかもと
田村　百代 相談支援センターあい
中根　順子 サポートセンターきぬた
布施　麻紀子 プレイ＆リズム希望丘
山本　健一 砧あんしんすこやかセンター
山本　吉輝 グループホームめぐり
渡邊　朗史 世田谷更生館

事務局 並木　美紀 砧総合支所　保健福祉課長
佐藤 　雅一 砧総合支所　保健福祉障害支援担当係長
川島　理英子 砧総合支所　保健福祉障害支援担当係長
川浪　菜々恵 砧総合支所　保健福祉障害支援担当副係長
長見　亮太 ぽーときぬた
石原　かおる ぽーときぬた
虎谷　シノブ ぽーときぬた

会長 片岡　　学 相談支援事業所 マーベラス
小出　昭子 烏山ボランティアビューロー
鵜飼　裕之 障害福祉事業所ここから
藤田　　文 にじのこ幼児グループ

⑤

烏
山

エ
リ
ア
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世田谷区自立支援協議会エリア協議会 ・専門部会運営会議員名簿　（つづき）

⑤

烏

山

エ

リ

ア

自

立

支

援

協

議

会

柳井　夢子 基幹相談支援センター
三溝　園子 昭和大学付属烏山病院
野々村　武志 世田谷区立烏山福祉作業所
升也　壮一 うるおいの里
安藤　由美子 さくらハウス
冨金原　浩樹 給田福祉園
矢野　　香 北烏山なごみ保育園
越川　則行 コイノニアかみきた
小林　暁子 烏山地域社会福祉協議会
槇田　麻衣子 訪問看護ステーションデューン烏山
西　　宏隆 東京都立松沢病院
吉野　厚子 おはな

事務局 白木　裕二 烏山総合支所　保健福祉課長
宰若　由起 烏山総合支所　保健福祉課地域支援担当
福田　雄亮 烏山総合支所　保健福祉障害支援担当係長
早坂　理奈子 烏山総合支所　保健福祉障害支援担当係長
小長井　真希 烏山総合支所　保健福祉障害支援担当
宮内　宏子 ぽーとからすやま
岡部　弘明 ぽーとからすやま
鈴木　一由 ぽーとからすやま
小林　　亮 ぽーとからすやま

⑥

地

域

移

行

部

会

部会長 松浦　　聖 team shien m.a
南大路　直子 team shien m.a
川口　宏一 社会福祉法人めぐはうす
伊藤　貴祥 社会福祉法人めぐはうす
椚　　時子 都立中部総合精神保健福祉センター
西尾　彰子 都立中部総合精神保健福祉センター
鈴木　一江 地域生活支援センター MOTA
萱中　喜代美 サポートセンターきぬた
落合　　歩 相談支援事業所梅ヶ丘
志記　祥代 team shien m.a
後藤　珠希 世田谷区基幹相談支援センター
白川　智章 さら就労塾＠ぽれぽれ／下北沢
守屋　歩美 社会福祉法人武蔵野会
加藤　　薫 社会福祉法人武蔵野会

事務局 西中　伸太郎 障害福祉部　障害保健福祉課障害福祉担当
小澤　康子 障害福祉部　障害保健福祉課障害福祉担当
吉澤　なつみ 障害福祉部　障害保健福祉課障害福祉担当
小田　麻理恵 障害福祉部　障害保健福祉課障害福祉担当
皆川　沙織 世田谷保健所　健康推進課
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世田谷区自立支援協議会エリア協議会 ・専門部会運営会議員名簿　（つづき）

⑦

虐

待

防

止

・

差

別

解

消

・

権

利

擁

護

部

会

部会長 松本　俊一 蒼樹法律事務所 弁護士
鈴木　敏彦 淑徳大学　副学長
西村　周治 区立障害者就労支援センター すきっぷ
堀　　伸治 世田谷区社会福祉協議会　権利擁護支援課
薬師丸　和浩 東京リハビリテーションセンター世田谷
中川　邦仁丈 せたがや相談支援ネットワーク 相談支援センターポピー
山形　重人 自立生活センター HANDS 世田谷
野々村　武志 烏山福祉作業所
近藤　麻知子 烏山ホームヘルプサービス
阪田　　純 世田谷区手をつなぐ親の会
林　　勅介 世田谷区手をつなぐ親の会
太田　一郎 世田谷区保健センター　専門相談課
早川　明伸 人権擁護委員
齋藤　太雅 世田谷警察署　生活安全課防犯係
立山　寛信 北沢警察署　生活安全課防犯係
𠮷田　浩卓 玉川警察署　生活安全課防犯係
木下　忠介 成城警察署　生活安全課防犯係
須田　健志 障害福祉部　障害施策推進課
堂馬　孝之 障害福祉部　障害者地域生活課
石川　　誠 障害福祉部　障害保健福祉課
伊藤　美和子 玉川総合支所保健福祉センター　保健福祉課

菊島　　進 北沢総合支所保健福祉センター　健康づくり課
（世田谷保健所　北沢保健相談課）

嶋津　武則 北沢総合支所保健福祉センター
濵田　隆行 玉川総合支所保健福祉センター　子ども家庭支援課
真鍋　太一 世田谷保健所　健康推進課

事務局 早川　　毅 障害福祉部　障害施策推進課
近藤　　豊 障害福祉部　障害施策推進課
木村　優芽 障害福祉部　障害施策推進課

⑧

子

ど

も

部

会

部会長 河合　高鋭 鶴見大学短期大学部保育科
吉川　尚美 吉川小児科
鎌田　建太郎 相談支援ウイング
田坂　知樹 相談支援ツナカン
山口　由希 相談支援事業所ゆかり
渡邊　博子 相談室こうめ
石崎　ゆかり ぷらみんぽーと
石山　恭子 子育て支援グループ amigo
三池　八寿子 基幹相談支援センター
深野　理早 もうひとつのおうち下馬
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世田谷区自立支援協議会エリア協議会 ・専門部会運営会議員名簿　（つづき）

⑧

子

ど

も

部

会

坂根　陽子 障害福祉部　障害者地域生活課
濵田　隆行 玉川総合支所保健福祉センター　子ども家庭支援課課長
伊藤　美和子 玉川総合支所保健福祉センター　保健福祉課課長
須田　健志 障害福祉部　障害施策推進課課長

事務局 早川　　毅 障害福祉部　障害施策推進課
近藤　　豊 障害福祉部　障害施策推進課
髙杉　美来 障害福祉部　障害施策推進課

⑨
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

部会長 髙橋　由茄 世田谷エリア（ぽーとせたがや）
村井　やよい 北沢エリア（世田谷区重症心身障害児（者）を守る会）
和田　淳彦 玉川エリア（障害者就労支援センターゆに）
山本　吉輝 砧エリア（グループホームめぐり）
鵜飼　裕之 烏山エリア（北烏山障害者福祉施設ここから）
南大路　直子 地域移行部会（team shien m.a）
守屋　歩美 地域移行部会（ぽーとからすやま）
加藤　　薫 地域移行部会（ぽーとからすやま）
中川　邦仁丈 虐待防止・差別解消・権利擁護部会（相談支援センターポピー）

事務局 障害施策推進課
基幹相談支援センター
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4　活動内容

［1］令和７年度 世田谷区自立支援協議会年間開催状況

月

世田谷区
自立支援協議会 各エリア協議会・地域移行部会

シンポジウム
実行委員会

本会 運営
会議 世田谷 北沢 玉川 砧 烏山 地域

移行

虐待防止
・

差別解消
・

権利擁護

子ども

4 月 24 日 24 日 22 日 24 日 28 日 23 日

5 月 9 日 20 日
22 日 22 日 27 日 22 日 26 日 23 日

6 月 13 日 26 日 26 日 24 日 20 日 23 日 4 日

7 月 25 日 11 日 24 日 24 日 22 日 24 日 28 日 23 日 28 日 4 日 2 日

8 月 28 日 28 日 21 日 25 日

9 月 12 日 24 日
25 日 25 日 18 日

20 日 25 日 22 日 26 日 3 日

10 月 10 日 15 日
23 日 23 日 28 日 23 日 27 日 22 日 24 日 1 日

11 月 14 日 15 日
27 日

3 日
27 日 7 日 21 日 17 日 5 日

12 月 12 日 24 日
25 日 18 日 23 日 26 日 22 日 19 日 8 日 26 日

1 月 9 日 20 日
22 日 22 日 27 日 23 日 19 日

2 月 18 日 13 日 26 日 26 日 24 日 19 日 16 日 25 日 20 日

3 月 13 日 4 日
26 日 26 日 26 日 23 日 4 日
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［2］運営会議・本会活動報告

①令和７年度 世田谷区自立支援協議会運営会議 活動報告

【運営会議】
（構成員） 協議会の会長及び副会長、各エリア協議会・部会の会長、
　　　　 総合支所保健福祉センター保健福祉課及び区担当所管課の職員

（役　割） 要綱　所掌事項
（１）エリア自立支援協議会及び部会での協議に基づき、協議会所掌事項の整理・調整を行う
（２）部会の設置と構成員の検討
（３）ワーキンググループの運営
（４）シンポジウム、講演会等の企画及び運営
（５）相談支援事業者の質の向上を図るための研修の実施に関する事項
（６）関係機関等から提供される情報の整理と協議会への提供準備
（７）その他協議会の運営に必要な事項

【各回の主な検討事項】

月　日 会 議 名 議　　事

５月９日 第１回運営会議 １　各エリア・部会の報告
２　次期インクルージョンプランについて

（１）スケジュールの確認
（２）地域課題抽出シートから次期プランへ

３　地域課題検討　世田谷エリア自立支援協議会

６月１３日 第２回運営会議 １　シンポジウムのテーマについて
２　第 1 回本会について
３　地域課題検討　北沢エリア
４　次回の運営会議について

７月１１日 第３回運営会議 １　日中サービス型グループホームについて
２　シンポジウムについて
３　地域課題検討　玉川エリア
４　第 1 回本会について
５　次回の運営会議について

９月１２日 第４回運営会議 １　第 1 回本会振り返り
２　烏山エリア自立支援協議会　地域課題検討
３　次期せたがやインクルージョンプランへの意見提出について
４　シンポジウムについて

１０月１０日 第５回運営会議 １　次期インクルージョンプランへの意見について
２　地域課題検討について（地域移行部会）
３　シンポジウムについて

１１月１４日 第６回運営会議 １　次期インクルージョンプランへの意見について
２　シンポジウムについて

１２月１２日 第７回運営会議 １　次期インクルージョンプランへの意見について
２　シンポジウムについて
３　第 2 回本会について
４　自立支援協議会の情報提供に関する Instagram 利用について
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月　日 会 議 名 議　　事

１月９日 第８回運営会議 １　新規日中サービス支援型グループホームについて
２　第２回本会について
３　次期インクルージョンプランへの意見について
４　令和 8 年度シンポジウムについて
５　次年度年間予定について

２月１３日 第９回運営会議 １　第２回本会について
２　次期プランへの 2 次意見について
３　次年度の地域課題抽出について

３月１３日 第10 回運営会議 １　第 2 回本会について
２　次期プランへの意見について
３　次年度シンポジウムテーマについて

【活動概要と実施結果】
１　令和７年度年間活動報告

　自立支援協議会運営会議では、次期世田谷区障害施策推進計画（令和９年度～） への意見
提出が求められており、自立支援協議会運営会議では、年度初めより、どのように意見提出
するかについて検討を重ねた。検討の土台となったのは、令和６年度より各エリア協議会、
専門部会で取り組んできた地域検討課題抽出シートであり、各エリア協議会等で検討した課
題について運営会議では、まず、「地域課題として見えてきたこと」「あったらよい資源」に
ついて検討し、整理した。この検討に関して５月、６月と２回ほど実施し、多くの意見が出
されたが、これらを次期プランへの意見とするには、焦点が絞りにくい点や文書形式が不統
一であるなどの課題が出てきた。そこで改めてどのように取り組むべきかを検討し、まず、

「あったらよい資源」について「○○にとって○○があり○○な地域（社会資源）になるとよい」
という統一した形式で意見を出す方向で取り組み、さらにより活発に意見交換ができるよう
にグループワークを用いて検討した。令和７年度第１回本会においても同様な方法で意見を
いただいた。それまで検討した結果を運営会議で概観し、各エリア協議会・部会で検討され
ている課題をカテゴリーごとに整理し、『居場所』『金銭管理』『住まい』『制度』『情報』『権
利擁護』『差別解消』『包括的支援』『発達障害』に分類された。分類したものを次期プラン
への意見としてまとめるにあたり、各エリア協議会等事務局の協力のもと「～の地域を目指
す」（助言・提言）という表現で統一し、それぞれの助言・提言に具体的な「あったら良い資源」
も付し、１２月に１次意見を提出した。第２回本会においても１次意見について報告し、本
会委員から意見をいただいた。さらに１次意見では提出に至らなかった『人材』と医療的ケ
ア児・者に関することを２次意見として３月末に提出した。

２　令和７年度実施結果
　令和６年度から地域課題検討を各エリア協議会や専門部会で取り組み、運営会議にてその
報告やさらなる検討を行い、本会でも意見交換をしてきた。検討した結果は、エリア協議会
等で共有されるようになった。令和７年度は、次期世田谷区障害施策推進計画への意見へと
繋がった。地域課題検討が世田谷区の各エリア協議会・専門部会・運営会議・本会を繋ぐも
のとなった。

３　実施結果から見えてきたこと
　エリア協議会、専門部会、運営会議、本会を繋ぐものとして地域課題検討が有効であるこ
とがわかった。ただし、検討方法や検討するためのフォーマットは、引き続き、より良い方
法を模索する必要がある。また、世田谷区障害施策推進計画への意見提起にあたっては、結
果としては、形式が出来上がってきたが、検討開始当初は、自由闊達な意見を優先し、形式
は最低限にして取り組んだ。取り組む中で、カテゴリー分類や意見出し方法や文書形式を整
えた。
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②世田谷区自立支援協議会 第１回本会議事録

日　　時　令和７年７月２５日（金）　１８時３０分～２０時３０分
開催方法　集合開催及びオンライン
場　　所　東京リハビリテーションセンター世田谷　１階　地域交流スペース
出　　席　（会　　　場）鈴木　敏彦・荻野　陽一・河合　高鋭・中川邦仁丈・等々力寿純・上保　恭子

野村　武夫・阪田　　純・太田　一郎 ・ 花澤　雪乃・ 谷田部成徳・木暮　紀子
松本　俊一 ・堀　　伸治 ・大野　圭介・大野　一徳・高橋　明良・片岡　　学
田中　正則・松浦　　聖・杉中　寛之

（オンライン）丸山　　晃・山梨　武夫 ・鈴木　範夫・杉山真生子 ・ 西村　周治・土屋　　仁
川邊　　循・ 永嶋　千秋・島添　　聡・濱　健太郎・田中　克佳・八木　　亮
橋元　晶子・鈴木さおり・小池　宗和・嶋津　武則 （敬称略）

第１部
１．開会挨拶
２．世田谷区自立支援協議会委員構成【資料１－１】
３．令和６年度自立支援協議会活動報告【資料２】
４．令和７年度自立支援協議会活動計画について【資料３】
５．令和６年度日中サービス支援型グループホーム実績報告【資料４】
６．障害者差別解消に関する令和６年度の取組み状況及び令和７年度取組み予定について
　　【資料５－１、資料５－２】
７．世田谷区からの報告・協議事項

（１）次期インクルージョンプラン策定について【資料６】
（２）地域共生社会推進事業（たがいちがいプロジェクト）について【資料７】

８．質疑応答
～ Zoom 参加者は退出～

第２部
９．地域課題抽出シートを活用した意見交換

（１）趣旨説明【資料８－１】
（２）グループでの意見交換【資料８－２、資料８－３】
（３）発表

１０．閉会挨拶
１１．事務連絡

＜配布資料＞
【資料１－１】令和７年度本会委員名簿
【資料１－２】令和７年度エリア・部会・シンポジウム実行委員会名簿
【資料２】令和６年度自立支援協議会活動報告案
【資料３－１】令和７年度自立支援協議会活動日程案
【資料３－２】令和７年度運営会議・エリア・部会等活動計画
【資料３－２別紙】令和７年度区運営会議活動計画案
【資料４】令和６年度日中サービス支援型 GH 実績報告
【資料５－１】（概要版）令和６年度取組み状況及び令和７年度取組み予定
【資料５－２】（本編）令和６年度取組み状況及び令和７年度取組み予定
【資料６】次期インクルージョンプラン策定スケジュール概要と協議会からの意見提案について
【資料７】地域共生社会推進事業「世田谷たがいちがいプロジェクト」の実施について
【資料８－１】玉川エリア自立支援協議会 地域課題抽出シート
【資料８－２】世田谷エリア自立支援協議会 地域課題抽出シート
【資料８－３】北沢エリア自立支援協議会 地域課題抽出シート
＜当日配布資料＞

【グループワーク資料１】第２部意見交換グループ分け
【グループワーク資料２】意見交換について			 
【グループワーク資料３】世田谷エリア地域課題検討（修正版）
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第１部　会場または Zoom

１．開会挨拶

区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　令和７年度第１回自立支援協議会を開催する。

２．世田谷区自立支援協議会委員構成【資料１－１】
事務局 基幹 薬師丸
　委員については資料１－１をもって報告とさせていただく。色がついている方々が本年度より
委員にご就任いただいた方々である。

３．令和６年度自立支援協議会活動報告案【資料２】
事務局 基幹 薬師丸
　資料２については、世田谷区基幹相談支援センターのホームページより確認いただきたい。修
正等があれば、本日から１ヶ月後の令和７年８月２５日までにご指摘いただきたい。その上で、
修正等を行い、報告書として世田谷区のホームページに掲載する予定である。

４．令和７年度自立支援協議会活動計画について【資料３－１、３－２、３－２別紙】
　各エリア協議会・部会について、資料３－１、資料３－２、資料３－２別紙をもって報告とさ
せていただく。

５．令和６年度日中サービス支援型グループホーム実績報告【資料４】
事務局 基幹 薬師丸
　日中サービス支援型グループホームについては資料４のとおりである。障害者の重度化・高齢
化に対応するため、平成３０年度の障害福祉サービス等報酬改定において創設され、年１回活動
状況の報告を自立支援協議会で行う事が義務付けられている。
　令和７年７月１１日に開催された自立支援協議会運営会議にグループホームバンブルのサービ
ス管理責任者が出席され、資料４について報告をいただいた。昨年度と比べ、力を入れて取り組
み始めたこととして、【２．支援実績等の（２）権利擁護】の取り組みについて、買い物の希望
に応じられるような取り組みや共有スペースの消灯時間の延長の希望に対応している等の報告が
あった。運営会議では、「この報告書の書式は自立支援協議会の意見を基に作成されたが、どの
ような報告を自立支援協議会として求めていくのか、議論する必要がある」との意見が挙がった。
今後、報告書の記載内容を検討することとする。
鈴木会長
　日中サービス支援型グループホームは機密性が高いということで、適正な運営が出来ているか
法律に基づき定期的に自立支援協議会の中で報告、評価を受けることとなっている。

６．障害者差別解消に関する令和６年度の取り組み状況および令和７年度取り組み予定
【資料５－１、５－２】

区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　資料５－１をもって説明する。
　１ページ、令和６年度の取組み＜ 1 ＞障害差別に関する相談状況 ①相談・問合せ件数は、昨
年度に比べ１２件増加している。
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７．世田谷区からの報告・協議事項【資料６、７】

区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　次期障害福祉計画（次期インクルージョンプラン）の今後の取り組み予定については、資料６
をもって報告とさせていただく。
　地域共生社会推進事業「世田谷区たがいちがいプロジェクト」の実施については、資料７のと
おりである。令和７年６月１８日に保健医療福祉総合プラザにて、「たがいちがいプロジェクト」
のお披露目会を開催した。区内の地域団体や民間企業等を招き、プロジェクトの概要説明や今後
展開するワークショップのミニ体験としてオリジナルポスターを作成した。今後のプロジェクト
としては、「１．街でのアートポスター掲示拡大＆ SNS 発信」、「２．９２万通りのアートポスター
ワークショップ」、「３．『世田谷区たがいちがいプロジェクト』アートワークショップの実施」
を行う。こうした取り組みを通して、これまで障害理解に関心がなかった層への条例の普及啓発、
地域共生社会の実現に向けて取り組みを進める。

８．質疑応答
　質問者なし

第２部　会場

９．地域課題抽出シートを活用した意見交換
【資料３－２別紙、８－２、８－３】【グループワーク資料１、２、３】
事務局 基幹 薬師丸
　本日のグループワークは、これまで運営会議で積み重ねてきた結果を踏まえて行う。今年度の
運営会議の取り組みは、次期インクルージョンプランへの意見提出と昨年度から引き続き地域課
題の検討が主な活動内容となる。地域課題の検討は、必ずしも次期インクルージョンプランのた
めだけのものではないが、根拠の一つともなり、限られた時間と機会の中でどのように意見提出
へつなげるかが課題となっている。第１回、第２回の運営会議では、地域課題抽出シートのうち、

「地域課題として見えてきたこと」と「あったら良い社会資源」に重点を置き、検討を行った。
検討結果としては、【資料８－２】【資料８－３】のとおりである。欄の左側がエリア自立支援協
議会にて検討した内容である。右側の赤字が区の運営会議にて検討し、挙がった意見である。こ
の取り組みのポイントとして、現行のインクルージョンプランの建付けに合わせて検討するので
はなく、多様な意見を挙げることを主眼としてきた。まだ検討方法が確立していない中で２回検
討を実施し、「検討方法はこれで良いのか」、「次期インクルージョンプランへ意見提出するため
には、説明や検討が不足していないか」、「どこで検討するのか」、「どのように検討するのか」等
の課題が挙がった。そこで各エリアのぽーとと基幹の事務局で検討方法について話し合いを行い、
第３回運営会議にて再検討した方法を用いて実施した。検討方法及び検討結果については、ぽー
とせたがや山内氏より説明いただく。
ぽーとせたがや 山内氏
　課題抽出シートを活用し、各エリア自立支援協議会にて地域課題検討に取り組んできた。やは
り１つのケースから地域課題は細分化され、様々な課題が見えてきた。検討方法について検討し、
結果として「人数が多く、意見のまとめが難しい」、「焦点を絞りにくい」、「『あったら良い社会資源』
の表現が多岐にわたるため整理することが難しい」といった課題が明らかになった。課題解決方
法の提案は、意見を集約しやすくすることを目的として、「検討グループの細分化」、「グループ
内で個別の課題に対し、『あったら良いもの（資源、制度、福祉サービス等）』を出し合う」、「『あっ
たら良い社会資源』の表現方法を統一する」とした。その表現方法は、「『こんな地域（社会資源）
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になったら良い』をコンセプトに要約した文章を作成する」として、１００文字要約の手法を用
いて、「〇〇にとって、○○があり、○○な地域（社会資源）になると良い」と統一することとした。

「○○にとって」は障害当事者の方や支援者、家族等を主語とする。「○○があり」は社会資源や
福祉サービスになる。この方法で第３回運営会議にて、玉川エリア自立支援協議会の地域課題を
検討した。今回は試行的に運営会議と同じ方法でグループワークを実施したい。
鈴木会長
　本日は地域課題抽出シートを基に、「地域にあったら良いもの」をテーマとし、様々な職種の
皆さまと意見交換を行う。事例は、世田谷エリア自立支援協議会の地域課題抽出シートを使用す
る。当日配布資料グループワーク資料３のとおりである。地域の事例から課題を抽出する。
●世田谷エリア自立支援協議会大野会長より、ケース詳細について情報提供した。
●ぽーとせたがや山内氏より、世田谷エリア自立支援協議会の地域課題抽出シートについて説明

を行った。
ぽーとせたがや 山内氏
　本日のグループワークでは、地域課題抽出シートの右側にある「あったら良い社会資源」を各
グループで検討していただきたい。表現方法としては、「○○にとって、○○があり、○○な地域（社
会資源）になると良い」に統一する。
●５グループに分かれ、意見交換を行った。ファシリテーターは、ぽーときたざわ望月氏（グルー

プ①）、世田谷区基幹相談支援センター薬師丸（グループ②）、ぽーとたまがわ原氏（グループ
③）、世田谷エリア自立支援協議会大野会長（グループ④）、ぽーとせたがや山内氏（グループ
⑤）が務めた。意見交換後、グループごとに発表した。

≪各グループで挙がった「こんな地域（社会資源）になったら良い」≫
ぽーときたざわ 望月氏（グループ①）
・「支援に困っている支援者にとって、チームで支援できるような仕組みがあると良い」
・「どのように情報を得たら良いかわからない人にとって、AI などが欲しい情報を提案してくれ

る仕組みがあると良い」
・「金銭管理が苦手な人にとって、収入の中で生活費等の項目ごとに上限金額を決めて、制限し

てくれるアプリがあると良い」。
世田谷区基幹相談支援センター 薬師丸（グループ②）
　課題を抽出する上で、リフレーミングが大切だと意見が挙がった。
・「障害のある方にとって、失敗できる地域になると良い」
・「障害のある方にとって、リスクの見極めができる支援者がいると良い」
・「障害のある方にとって、食事に困らない地域になると良い」
相談支援センターポピー 中川委員（グループ②）
　補足として、ニーズレスの方々に対し、支援者がニーズを推測して行動することで、利用者は
より支援拒否が強くなってしまう。利用者が失敗することを前提に、支援者はどのように温かく
見守ることができるか、支援者としては勇気がいることである。利用者が失敗する権利を守りな
がら、利用者の命を守っていくことが大切である。利用者が失敗の中で「何を学んだか」を話し
合える支援者が増えると良い。
ぽーとたまがわ 原氏（グループ③）
・「なかなか支援につながらない人にとって、誰でも気軽に入れて、支援者と仲良くなれる居酒

屋やカフェがあり、医療や福祉がお店と提携している地域があると良い」
・「どこに相談して良いかわからない人にとって、困りごとを入れると使える資源や相談先、専

門家を教えてくれるアプリが使える地域になると良い」
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世田谷エリア自立支援協議会 大野会長（グループ④）
・「世田谷区（本人や支援者）にとって、本人がどう生きていきたいのか、本人の本当のニーズ

を捉えていくために、ここに連絡すれば医療・福祉など必要な機関につながり、連携し、支援
力がより充足するようなシステムや情報発信ができる包括的な場があると良い」

ぽーとせたがや 山内氏（グループ⑤）
　利用者と関われることが大切だという意見が多く挙がった。
・「様々な理由によりお金を散財してしまう人にとって、お金が定期的に振り込まれるカード（カ

エルカード＊）があると良い」
・「本人が生き方を考えるために、根気強く、ゆっくりと関われる人や場所が地域にたくさんあ

ると良い」
・「様々な生活課題がある人にとって、立場や職種に関係なく、本人に寄り添える人の情報がある、

人材バンクセンターがあると良い」
＊カエルカードとは、クレジットカードから定期的にお金がチャージされるカードである。
鈴木会長
　皆さまが提案する中で「妄想かもしれない」、「夢のようなことかもしれない」といった声が挙
がっていたが、そこが大切だと思っている。「既存のサービスや既存の資源を組み合わせること
も大切だが、ないものをどのようにクリエイティブに作り上げていくか」といったことが多く挙
がっていたことが印象的であった。想像できないものは実現できない。自立支援協議会は長く「個
の課題を地域の課題に」を合言葉にしてきた。地域の課題が明確化され、その課題は個々の声や
姿から出てくる。最終的に世田谷区の次の姿を見出していくことは、とても重要である。今回は、
このような手法を用いて、「世田谷の様々な場の中で検討を図っていきたい」、「新たなサービス
をつくっていきたい」といったことだと思っている。
ぽーとせたがや 山内氏
　今回のグループワーク全体を通して、地域課題抽出シートは未完成ではあるが、好感触であっ
た。ご協力に感謝申し上げる。
世田谷エリア 大野会長
　今回のグループワークを通して、地域課題抽出シートを活用し、世田谷区の課題を抽出し、「あっ
たら良い社会資源」が多く実現できたら良いと感じた。
鈴木会長
　今回のような取り組みを通して、次期インクルージョンプラン策定への意見が挙がると良い。
今回の手法や地域課題抽出シートをそれぞれの場で活用していただきたい。

１０．事務連絡および閉会挨拶

事務局 基幹 薬師丸
　次回の本会は、令和８年１月３０日午後６時３０分の開催を予定している。スケジュールの調
整をお願いしたい。
鈴木会長
　ご意見・ご連絡は事務局である基幹相談支援センターが窓口となる。これにて令和７年度第１
回の世田谷区自立支援協議会本会を閉会させていただく。長時間に渡りご参加いただき感謝申し
上げる。



20

③世田谷区自立支援協議会本会　第２回本会議事録

日　　時　令和８年２月１８日（水）　１８時３０分～２１時００分
開催方法　集合開催及びオンライン
場　　所　東京リハビリテーションセンター世田谷　１階　地域交流スペース
出　　席　（会　　　場）鈴木　敏彦・荻野　陽一・河合　高鋭・中川邦仁丈・杉山真生子・上保　恭子

野村　武夫・ 花澤　雪乃・ 髙橋　　樹・大野　圭介・大野　一徳・高橋　明良
多田　あい ・片岡　　学

（オンライン）丸山　　晃・山梨　武夫 ・鈴木　範夫・等々力寿純 ・ 土屋　　仁・ 永嶋　千秋
阪田　　純・太田　一郎 ・島添　　聡・吉川　尚男・濱　健太郎・田中　克佳
橋元　晶子・鈴木さおり・谷田部成徳・木暮　紀子・松浦　　聖 （敬称略）

１．開会挨拶
２．令和７年度自立支援協議会活動報告

（１）エリア協議会
（２）部会
（３）シンポジウム

３．新規日中サービス支援型グループホームについて
４．障害を理由とする差別に関する報告について
５．世田谷区からの報告・協議事項

（１）地域生活支援拠点等整備事業の実施状況について
（２）「世田谷たがいちがいプロジェクト」実施状況について
（３）世田谷区における入所施設からの地域移行検討状況について

６．次期世田谷区障害施策推進計画への意見について
（１）意見報告概要
（２）居場所・金銭管理・住まい・制度・情報について

① 各エリアからの報告
② 各報告に対しての意見交換

（３）二次意見について
７．閉会挨拶

＜配布資料＞
【資料１】令和７年度第２回参加者名簿
【資料２】令和７年度自立支援協議会活動報告書
【資料２別紙１－１】2025 抽出シート（0619 ケース検討結果）
【資料２別紙１－２】2025 抽出シート（1023 ケース結果）
【資料２別紙１－３】湯浅さん講演会案内チラシ
【資料２別紙１－４】世田谷エリアで取り組むよりどころとは
【資料２別紙２】子ども部会活動報告
【資料２別紙３－１】シンポジウム活動報告書案
【資料２別紙３－２】シンポジウム意見交換会
【資料３】事業計画書（日中サービス支援型指定共同生活援助）
【資料４－１】差別解消に関する相談・問合せ及び対応状況（件数）
【資料４－２】差別解消に関する相談・問合せ及び対応状況（要旨）
【資料５】地域生活支援拠点等整備事業の実施状況について
【資料６】「世田谷たがいちがいプロジェクト」実施状況
【資料７－１】世田谷区における地域移行検討状況報告
【資料７－２】障害者支援施設梅ヶ丘の支援について
【資料８】次期インクルージョンプラン策定スケジュール概要と協議会からの意見提案について
【資料８別紙・別紙１～８】次期プランへの補足資料（あったら良い資源）
（中項目・①居場所・②金銭管理・③住まい・④制度・⑤情報・⑥権利擁護 差別解消・⑦包括的支援・⑧発達障害）
【資料９】令和８年度自立支援協議会等予定案
【当日配布資料】玉川エリア協議会「せいかつお見合いカフェ開店」「玉川地域版 地域ケア会議（拡大版）」
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第１部　会場または Zoom

１．開会挨拶

区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　令和７年度第２回自立支援協議会を開催する。

２．令和７年度自立支援協議会活動報告

鈴木会長
　各エリア協議会、専門部会より今年度の活動内容を報告していただく。また、今年度１１月に
開催した自立支援協議会シンポジウムの報告も併せて行う。まずは、世田谷エリアの活動報告よ
りお願いする。
世田谷エリア 大野会長

【資料２、２別紙１－１、２別紙１－２、２別紙１－３、２別紙１－４】参照
　世田谷エリア自立支援協議会では、事例を通した地域課題検討と並行し、エリアのテーマであ
る「よりどころ」（居場所またはサードプレイス）を今年度も実施した。５月には子ども食堂で
有名な「むすびえ」の湯浅誠氏を招き「誰でもウェルカムな居場所の作り方」をテーマにシンポ
ジウムを開催した。湯浅氏や千葉県の株式会社アンドの友野氏は「居場所作りをすることによっ
て、その人たちの居場所を否定している側面があることを、我々支援者は気づかなければならな
い」と話していた。一人でいたい方、無理に外に出かけたくない方、支援者とつながりたくない
方がいる。それは支援拒否ではなく、我々が相手を否定したことになる。我々は誰も否定せず、
何も押し付けない。ただ安全で安心する場所を提供していくことを続けたいと思っている。地域
にたくさんのよりどころができ、皆さんが無理なく、自分で選択して顔を出せる場が増えること
によって、より住みやすい世田谷になるのではないかと考えている。
北沢エリア 大野会長【資料２】参照
　北沢エリア自立支援協議会では、発達障害であることを本人も家族も受け入れることができず、
幼少期に支援につながらず、成人していくつかの課題が出てきた事例を２例検討し地域課題抽出
を行った。課題として「金銭管理」が挙がり、次期インクルージョンプランへの意見提出を見据え、
検討を行うことができた。また、豪徳寺駅前にある山下商店街にて毎年開催されている「秋の味
覚まつり」に３年連続で出店し、今年度は新たな試みとしてアンケート形式で地域住民の困りご
とを伺った。地域課題として運営会議にて検討を重ねている。
玉川エリア 高橋会長【資料２、当日配布資料】参照
　玉川エリア自立支援協議会では「障害のある方が玉川地域で安心して暮らしていくための仕組
みづくり」をテーマに、資料２のとおり４つの活動に取り組んだ。運営委員より挙がった事例を
用いてグループワークを行い、地域課題の抽出と検討を重ねた。地域課題の取り組みとして、当
事者や家族の方とのフリートーク「生活お見合いカフェ開店 ～あなたの声を聞かせてください～」
を開催し、多くの方の参加があった。また、地域資源の情報発信を目的に玉川エリア自立支援協
議会のインスタグラムを立ち上げ、投稿を開始している。そして、高齢・介護部門との共催で玉
川地域版地域ケア会議（拡大版）を開催し、今年度は「ヤングケアラーを地域で支える ～知るこ
とから始まる第一歩～」をテーマに実施した。
砧エリア 多田会長【資料２】参照
　砧エリア自立支援協議会では、今年度６月及び９月のエリア運営会議、１月のエリア本会に計
５名の障害当事者の方を招き、それぞれの日常や仕事、趣味に至ることをお話いただいた。エリ
ア本会で実施したアンケートに「砧エリアを障害のある皆さんにとって住みやすくするためには
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何が必要だと思いますか」という項目を入れた。それに対し「地域の方の理解が一番だ」「お祭
りやイベントなど、障害の有無にかかわらず集える楽しいイベントが、大掛かりなものではなく
て小さな自治会単位のコミュニティであるとなお良い」といった意見が挙がった。他には「エリ
ア別で考えるだけでなく、区内の共通で取り組めることを考えていけると良いのではないか」「地
域には色々な人が暮らしていて当たり前だと思う人がもっともっと増えるためには、子どもたち
が小さいときから色々な人と接する機会があると良いのではないか」「地域のイベントやお祭り
などが障害のある人だけでなく、色々な国の人たちとも、みんなでふれ合えるような時や場所を
増やすのが良いのではないか」といった意見があった。
烏山エリア 片岡会長【資料２】参照
　烏山エリア自立支援協議会では、今年度は地域課題抽出を中心に活動を行い「福祉サービス等
の柔軟性の強化」と「ピアサポートの普及啓発」が必要であると意見が挙がった。その中で、ピ
アサポートの実際を知らないといった声が多く挙がり、今年度の全体会では「専門職とピアサポー
ターで未来を探す」をテーマに開催した。精神障害にも対応した地域ケアシステムについての説
明や、世田谷区で実施しているピアサポート事業「精神科病院の長期入院者に対するピアサポー
ターによる訪問支援事業」「世田谷区夜間・休日等こころの電話相談」「精神障害者ピアサポーター
活躍支援事業」で活躍されている方々が登壇し、事業についてのお話いただいた。グループワー
クを行い、ピアサポーターと専門職がお互いを理解する良い機会となった。
地域移行部会 松浦部会長【資料２】参照
　今年度は「地域移行のための医療と福祉の連携」をテーマに、精神科病院での地域移行部会を
開催した。アンケートでは「早い段階で顔の見える関係づくりが大事」「チーム支援が不可欠」
といった声が多く挙がった。このような会を継続することが有効であり、病院側も会を継続して
いくことに前向きであった。地域移行支援の普及啓発、協力いただける病院があれば今回のよう
な会を設けたいと考えている。
虐待防止・差別解消・権利擁護部会 中川委員【資料２】参照
　虐待防止・権利擁護について、児童発達支援・放課後等デイサービス従事者等に虐待について
の知識やその判断基準を認識する機会を設け、今後の支援力向上を図ることを目的に研修を実施
する。
子ども部会 河合部会長【資料２、２別紙２】参照
　今年度は「教育機関と福祉の連携強化」と「児童発達支援および放課後等デイサービスの質の
向上」をテーマに取り組んできた。児童発達支援事業所、子ども家庭支援センター、発達支援コー
ディネーターにヒアリングを実施した。
シンポジウム実行委員会 基幹 薬師丸【資料２、２別紙３－１、２別紙３－２】参照
　資料２、資料２別紙３－１、資料２別紙３－２をもって説明する。これまで、テーマや基調講
演者等をシンポジウム実行委員会にて検討してきたが、今年度は自立支援協議会にて地域課題抽
出に取り組んできたことを踏まえ、シンポジウムテーマ等の大枠となる部分を自立支援協議会運
営会議にて決めてきた。また、今回は初の試みとなる参加者との意見交換会をプログラムに構成
し、活発な意見交換を行うことができた。意見交換会の感想としては、継続して意見交換会を行っ
てもらいたいといった意見が多く挙がった。

３．新規日中サービス支援型グループホームについて【資料３】参照

事務局 基幹 薬師丸
　新規日中サービス支援型グループホームについては、資料３のとおりである。１月９日の運営
会議時に担当者からの説明の機会を設け、質疑応答を行った。質問内容は、職員体制に関するこ
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とや地域連携推進会議に関することであった。また入居者の募集については、障害者地域生活課
が行い、利用者の決定は区と協議のうえ行う。

４．障害を理由とする差別に関する報告について【資料４－１、４－２】参照

区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　資料４－１、資料４－２をもって報告とする。時間の関係上、事例を１つ紹介する。
障害種別：発達障害
障害内容：書画障害
相 談 者：保護者（母親）
相談要旨：息子には書画障害がある。昨年度通信制高校に入学し、通信型とオンライン授業を受

けている。障害については学校に伝えている。昨年の単位認定試験は PC を使用し別
室で受けさせてもらった。今年になり突然 PC で受けられるが 1 教科につき 5,000 円
必要と言われた。その後、書面で個別対応希望の申し込みをするようにという文書が
来た。昨年は無料で、今年から突然有料になるのは障害者差別になるのではないか。

対応要旨：昨年度は行われていた合理的配慮が、今年度から一方的に有料化されることは合理的
配慮の不提供に該当する可能性がある。学校とまずは建設的対話を行うことを勧め、
何かあればいつでも相談できることを伝えた。数日後、相談者が学校からのメール回
答文に分からない部分があると来庁。回答文を基にし、相談者に障害者差別解消法や
合理的配慮、文部科学省の対応指針等の話をしながら、試験料が妥当な金額であるの
かなど、更に学校側と建設的対話を進めてはどうかと提案する。また今後も何かあれ
ば相談するよう伝えた。

荻野副会長
　報告にあった事例について、物価高騰等の理由により様々なサービスが有料化していくことは
大いにあり得ることである。有料化することは合理的配慮の不提供に該当する可能性があると区
が判断したのか。
区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　民間企業の経済的活動と合理的配慮は難しい部分がある。今回のケースについては、突然そう
いった話が挙がった。具体的に話し合い、どこが妥当なのかをしっかりと検討することが視点と
して重要であると考える。お金を取ることが差別ということではなく、そこまでの過程を踏み、
配慮しながら取り組んでいただきたい。

５．世田谷区からの報告・協議事項

（１） 地域生活支援拠点等整備事業の実施状況について【資料５】参照
区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　資料５をもって報告とする。
鈴木会長
　自立生活センター HANDS 世田谷 鈴木委員より事前に寄せていただいた意見を紹介する。「緊
急時バックアップセンターの対象となる『緊急時』に、『介助を受けている事業所の閉鎖・縮小・
人員減等により、障害当事者の介助体制が危機的状況に陥った場合』を加えるとともに、緊急時
のコーディネートは総合支所保健福祉センターを中心に直営で行うことを原則とすること」と
いった意見をいただいた。
高橋委員
　障害のある方は緊急時バックアップセンターが存在し、利用可能であることを知っているとい
う認識で良いか。
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区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　認識はしていただいていると思う。しかし、利用するにあたっては事前に登録していただき、
どういった方なのか等を把握する必要がある。
花澤委員
　資料５の３「体験の機会・場の機能」について、この事業は卒業前の移行支援としてどの程度
重要だと区として認識しているのか。また、昨年度の実施について、本人や家族にどのような具
体的な変化があったかをどのように評価しているのか伺いたい。
区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　「体験の機会・場の機能」について、知的障害のある方を対象として実施している。希望は多
数いただいている。プログラムを組み、実際に生活した際の買い物や料理、洗濯等の体験を通し、
グループホーム等での生活に向けて本人の意識づけすることができる等を評価いただいている。
今後拡充していくことを検討しているが、受託可能な事業者を探せていない。

（２）「世田谷たがいちがいプロジェクト」実施状況について【資料６】参照
区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　資料６をもって報告とする。

（３）世田谷区における入所施設からの地域移行検討状況について【資料７－１、７－２】参照
区 障害福祉部 障害者地域生活課 大作氏
　資料７－１をもって説明する。今年度の世田谷区における入所施設からの地域移行検討につい
て、検討メンバーは障害者支援施設の東京リハビリテーションセンター世田谷と友愛園、身体障
害者福祉ホームのコーポ友愛、区が地域移行の受け皿となることを目的に整備したグループホー
ムめぐり、自立体験室の１室を整備したグループホームここから、区立自立体験施設のなかまっ
ちとまつばらけやき寮、その他相談支援事業所、区の関係所管である。
　今後のガイドライン策定について、区内事業所の皆さんにアンケートへ協力や検討に参加をお
願いすることも想定している。
障害者支援施設梅ヶ丘 サービス管理責任者 高橋氏
　資料７－２をもって説明する。「意思決定支援」のプロセスと役割としては、支援を通して様々
な体験を積み、個別支援計画とは別に地域移行計画書を作成している。それは、会議や取り組み
の内容の記録、振り返りをもとに利用者がどのような地域生活にしたいと思っているかを意思決
定支援に基づき皆で検討に関すること、利用者の意思表出のコミュニケーションに関するアセス
メントを記載している。個別支援計画書の更新時や担当者会議では地域移行計画書を中心に意見
を踏まえ、振り返りや支援の見直しを行っていく。「意思決定支援」のステップのⅡ期では、そ
こまで蓄積したアセスメントを基に具体的な支援に取り組んでいる。例えば、区内にあるグルー
プホーム等にて試泊体験や支援員と個別に外出し公共交通機関の評価等の取り組みがある。入所
を検討していた家族がグループホームでの試泊体験の成功をみて、グループホームに申し込みた
いと希望した例や、区外へ移行したケースでは、世田谷区内でつくっていた意思決定のための支
援チームを移行先の地域でも新しく組み立ててから送り出せたケースは現在も定着して暮らすこ
とができ、チームづくりの重要性を感じている。こういった取り組みを通し、疑似的に施設内で
地域生活に近い体験を提供できるようになったが、実際の地域生活との間にギャップが生まれて
しまうことを感じている。そのギャップを埋めるための取り組みを継続する。
中川委員
　今回挙がっている入所施設からの地域移行について、東京リハビリテーションセンター世田谷
の地域移行で良いのか、都外・都内の入所施設に住まわれている区民全員を指しているのか確認
したい。
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大作氏
　現状は区内の方を想定している。まずは東京リハビリテーションセンター世田谷でガイドライ
ンを作成し、その後都外・都内の区民の方を視野に入れて取り組んでいきたいと考えている。
中川委員
　「地域」とは世田谷区を指しているのか、利用者に適した地域をこれから考え、そちらに探し
ていくのか。ここで示している「地域」はどちらを指しているのか。
大作氏
　本人の意思決定支援に基づくため、本人が望む場所が区内なのか、区外なのか、都外の刺激の
少ない場所を望むのか等さまざまかと思う。あくまでも本人が望む地域の生活のあり方だと考え
ている。
中川委員
　例えば、利用者本人がさまざま体験した結果、都外施設を望む場合もある。その場合は、都外
施設への支援もする想定か。
大作氏
　少人数のグループホームの場合、障害特性上「落ち着かない」と感じる方もいる。入所の手厚
い支援体制、大人数の中での生活が本人にとって良い場合もある。本人らしく暮らせる生活の場
として考えていく。
中川委員
　グループホームに移行していくニュアンスを強く感じたが、一人暮らしや公営住宅等の選択肢
の中で本人がどれを選択できるかが重要である。そういった部分は丁寧にみていただきたい。ま
た、本人にとっての適正な地域をみていただきたい。
　地域移行のステップ（０期～Ⅲ期）について説明を受けたが、例えばⅠ期の時点で本人が希望
するグループホームに空きが出た場合、早めの地域移行に取り組んでいただけるのか。
高橋氏
　０期～Ⅲ期がどの程度の期間をもって、そこに移行していくかというよりは、利用者の移行に
向けた状況に合わせて、ステップを考えていく。「今ここまで進んでいるからⅢ期ですよね」と
東京リハビリテーションセンター世田谷のみで考えるのではなく、担当者会議にて皆さんの意見
を受けつつ、本人の状況等を総合的に判断しながら進めていく形が良いと考えている。
中川委員
　国が示している意思決定支援ガイドラインに基づいた意思決定支援会議等は、東京リハビリ
テーションセンター世田谷では高頻度に開催し、そこに基づいて意思決定を促しているのか。
高橋氏
　地域移行計画書に基づいた担当者会議を意思決定支援の場の会議だと位置づけている。意思決
定支援を中心に据え、そこから地域移行計画書を作り上げていく。
鈴木会長
　こういった取り組みが世田谷区で進んでいくことは素晴らしいと思っている。この取り組みは
軌道に乗り始めた。様々なものが進んでいき、国の意思決定支援ガイドラインも見直しが始まっ
ている。また、後見制度も含め「意思決定支援から支援付き意思決定へ」と、支援者主体から本
人主体へ大胆なパラダイムシフトが起きる。地域移行の取り組みが意思決定支援に基づいている、
２３区の中で一番進んだ区になってもらいたい。
花澤委員
　強度行動障害や家族がサポートすることが難しい方にとって、５年を目途に地域移行すること
がプレッシャーにならないか。
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障害者施設梅ヶ丘 施設長 和田氏
　当初は３年を目途として始まったが、意思決定支援を進めていく中で３年を過ぎることはあっ
た。しかし、実績としては当施設に在籍している平均期間は約２年半である。その中でも長く入
所している方は地域資源のものによる。強度行動障害の方や医療的ケアが必要な方は地域移行す
るにあたり時間を要することは実感している。５年間でその方に適した、その方の想いをもって
地域移行に進んでいくことを大切に取り組んでいる。川崎市のガイドラインでは、地域に移行し
た後にクライシスプランを作成しているが、現在の考え方に基づくと利用者の意思は地域での生
活が始まった後も変わるものであり、意思決定はされていくものである。クライシスというより
は、意思が変わり、また別のところに行く。その中で上手くいかなくなり、再度当施設を利用す
ることとなった場合には、もう一度支援し、その方の望みのとおり地域移行に進めていきたいと
いう思いを持ちながら支援している。

６．次期世田谷区障害施策推進計画への意見について

区 障害福祉部 障害施策推進課 須田課長
　次期計画も、障害者基本法の市区町村障害者計画、障害者総合支援法の市区町村障害福祉計画、
児童福祉法の障害児福祉計画を統合した「インクルージョンプラン」として策定する。計画期間
は令和９年度～令和１１年度の３年間である。策定にあたり、障害理解促進・地域共生社会実現
条例を施策転換の基礎とし、障害者児実態調査の結果、国の基本指針、自立支援協議会の意見等
を踏まえ、障害者施策推進協議会で審議を行う。今後のスケジュールとしては、３月に施策推進
協議会・保健福祉審議会等で検討し、６～７月に中間まとめ案、８～９月に素案、９月にパブリッ
クコメント、１０月に答申案、令和９年３月策定予定である。実態調査の現況は障害児者計画
５７．３％、事業者調査４７．７％の回答を取得している。

（１） 意見報告概要
事務局 基幹 薬師丸【資料８別紙】参照
　今年度の自立支援協議会運営会議の活動内容及び一次意見の提出経緯を説明する。次期世田谷
区障害施策推進計画（令和９年度～）への意見提出を求められ、自立支援協議会運営会議では年
度当初より、どのように意見提出するかを検討してきた。検討の土台となったのは、昨年度より
各エリア自立支援協議会及び専門部会で取り組んだ地域課題抽出シートである。各協議会、専門
部会で検討した課題について運営会議では、「地域課題として見えてきたこと」「あったら良い資
源」について検討を重ねた。検討する中で「○○にとって○○があり○○な地域（社会資源）に
なると良い」という統一した形式で意見を出す方向性を見出し、より細かな検討を実施するため
年度中盤よりグループワークを用いて検討した。その検討したものが【資料８別紙】である。内
容としては「居場所」「金銭管理」「住まい」「制度」「情報」「権利擁護」「差別解消」「包括的支援」「発
達障害」のカテゴリーに分け、そのカテゴリーごとの課題を各エリア協議会が中心となり整理し
た。助言・提言として「～の地域を目指す」という表現で統一し、それに付随する「あったら良
い資源」も分類した。【資料８】を一次意見として、その参考資料として【資料８別紙】を添えて、
提出した。３月末には二次意見を提出する。提出した一次意見や「あったら良い資源」に関して
の意見や「さらにこんな資源があると良い」等の意見を本会委員に求める。
鈴木会長
　今回提出した一次意見は８つのカテゴリーに分け提出したが、時間の都合上「居場所」「金銭
管理」「住まい」「制度」「情報」の５つについて意見を求めたい。カテゴリーごとに分担し、各
エリア自立支援協議会事務局のぽーとが助言・提言等をまとめた。それぞれのカテゴリーについ
てぽーとより説明し、そのカテゴリーについての意見を本会委員に求める。
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（２） 居場所・金銭管理・住まい・制度・情報について

≪居場所≫

ぽーとせたがや 山内氏【資料８別紙１】参照
　「居場所」に関する課題は、世田谷エリアのみならず各エリアも課題として挙がっていたカテ
ゴリーである。どのような形であれ、地域の中に「居場所」が点在していくことが重要である。
助言・提言①に記載した「居場所がどこであれ」といったところが重要なポイントとなる。「どこ」
とは、場所だけでなく、ネットワークの世界や電話等様々なところが「居場所」として考えられる。

阪田委員
　「居場所」のみに関わらず他のカテゴリーも含め、これまでの制度から進んできているように
感じた。一人ひとりにあった居場所を作っていくことは難しいが「居場所」は人とのつながりが
大切であり、その人がよりどころとなると思う。支援者のみならず、インフォーマルな方々とも
つながりが持てるようになると良い。「障害理解」と「つながり」がポイントとなるのではない
かと思う。世田谷地域の取り組みは心強く感じており、親として未来が楽しみである。引き続き
親としてのサポート、インフォーマルな関わりを持っていきたいと思っている。

≪金銭管理≫

ぽーときたざわ 望月氏【資料８別紙２】参照
　「金銭管理」としてのポイントは、「安心して利用できる金銭管理事業の創設または既存制度の
拡充」と「利用者、支援者双方の権利擁護が成立した仕組みの構築」である。金銭管理を支援す
る機関はあるが、支援内容や範囲が異なる。ある程度幅広く支援できる機関があると良い。また、
利用者の権利擁護は大前提として、支援者の権利擁護が確立される仕組みがあると良いと考えて
いる。資料には記載していないが、お金を借りるハードルが低くなっており、簡単に借りること
が出来てしまう現状がある。

丸山委員
　成年後見制度の見直しが始まっており、後見と補佐が廃止され、補助に一本化する方向で進ん
でおり、成年後見制度の位置づけが変わってくる。そうすると日常生活自立支援事業の位置づけ
も変わってくるだろう。ただし、世田谷区のあんしん事業は利用が広がっていないと思われる。
金銭に関する支援者は、あんしん事業の支援者だったり、グループホームの職員だったりするの
かと思うが、高齢者の地域ケア会議でも長くこの問題は課題として挙がっている。職員が担って
いたシャドーワークを解消するために別の担い手を確保したり、あんしん事業を利用した方がい
いのではないかというアンケート結果があった。これを踏まえて世田谷区では、プレあんしん事
業、プレ後見事業が創設された。この使い勝手はどうなのかは把握できていないが、あんしん事
業の利用者数が増えていない点から安心して使いにくいところはあるように思う。支援者も利用
者も安心して使えるようにしていくために、本人の金銭の管理についての学習の機会や支援つき
意思決定を支援者ができるようにスキルアップすることも重要であり、それと同時に金銭管理を
する職員はストレスがかかってくるので、安心して支援できるような仕組みの創設は大事だと思
う。また、協議する場があったら良い資源として挙げられていたが、高齢分野では、地域金融機
関との協議の場があったように思う。障害の分野でも協議する場があると良い。

阪田委員
　この問題は、重度障害者には当てはまらないように思われるが、お金を使うことに頼ってしま
うということは、人とのつながりとかに課題がある方に思う。あんしん事業で関わっており、本
人も使い過ぎることは自覚し、つながりや励ましや共感が金銭行動にも影響すると思う。
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≪住まい≫
ぽーとたまがわ 小宮氏【資料８別紙３】参照
　障害者が入居しやすいアパート・住宅の不足はもとより、障害枠がある都営・区営住宅も数が
少なく倍率が高い。車椅子ユーザーの水回り・広さ・段差問題、聴覚過敏の方の防音対策、大声
などの近隣影響等の課題もある。オーナーの障害理解の不足からか、改修が必要というだけで拒
否されたり、障害があるというだけで入居拒否されることがある。
野村委員
　親亡き後に地域でいかに安心して生活できるかを日頃から考えている。障害のある息子には、
地域の人への挨拶やゴミ拾いをするように伝えている。そのような日頃の振る舞いがあれば、障
害があっても地域の人に声を掛けてもらえるのではないかと思う。発災時に備えて家をリフォー
ムした。息子が避難所で生活するのは難しい。自宅で一人で過ごせるようにと思っている。蓄電
器や無線機、カセットコンロを備えている。

≪制度≫
ぽーときぬた 長見氏【資料８別紙４】参照
　一つのケースだけでなく、複数のケースに共通する「制度の狭間」が課題としてあった。
鈴木会長
　本日欠席の橋元委員より事前に寄せていただいた意見を紹介する。「グレーな状態の方々は、
制度のスキームに当てはまらないと支援が受けられないことはあるだろう。そのような中で暫定
的にでも支援が受けられるという考え方は必要だと思う。」といった意見をいただいた。

≪情報≫
ぽーとからすやま 宮内氏【資料８別紙５】参照
　烏山エリアでは、公共施設や福祉施設情報等の情報をまとめて、からすのやまっぷを作成した
経緯があり、今回、情報のカテゴリーを整理した。当事者だけでなく、支援者にとっても情報は
大切であり、意思決定支援にも関わってくる。ピアサポートに関しては烏山エリアの全体会にて
ピアサポーターを交えてグループワークで意見交換を行った経緯を基に意見提出を行った。
上保委員
　情報収集の難しさは実感している。どこに問い合わせれば良いのかわからない情報もある。「こ
こに聞けば情報を得られる」という情報があると良い。当事者の方々も色々なところに意見を求
めるが、的を射た回答が得られないため、様々な窓口を回ることがある。そのため、多様な情報
を持つ「受け皿」もできると良い。

（３） 二次意見について
鈴木会長
　必要であれば皆さんの意見を寄せていただき、それを取りまとめ二次意見として提出する。

７．閉会挨拶
事務局 基幹 薬師丸【資料９】参照
　次年度の自立支援協議会のスケジュール案である。第１回は令和８年７月３１日 ( 金 ) １８時
３０分より、第２回は令和９年１月２９日 ( 金 ) １８時３０分よりいずれも会場は東京リハビリ
テーションセンター世田谷にて開催する。皆さんの予定調整をお願いしたい。
鈴木会長
　ご意見・ご連絡は事務局である基幹相談支援センターが窓口となる。これにて令和７年度第２
回の世田谷区自立支援協議会本会を閉会させていただく。長時間に渡りご参加いただき感謝申し
上げる。
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１．令和７年度年間活動報告
　世田谷エリア自立支援協議会は「障害のある方も、希望をもって暮らすことができる地域を共
に考える」をテーマとして取り組み、下記の重点項目を中心に実践を行ってきた。

重点項目
・個別課題から地域の課題を考える：インクルージョンプランへの意見に向けて検討を進める
・居場所（よりどころ）の実践：「よりどころ」を地域の中に広げていく

実践したこと
・地域課題抽出シートを用いて個別課題を地域課題へつなげていく話し合い
・湯浅誠氏を招いたシンポジウム「だれでもウェルカムな居場所のつくり方」の実施
・誰もが気軽に立ち寄れる居場所「みんなのよりどころ」の実践

２．令和７年度実施結果

＜地域課題の抽出＞

① 話題提供：地域障害者相談支援センターぽーとせたがや
●ケース概要

もともとの困難に加えて、年齢や疾患により大変なことが増えてこれまでのような生活が送
れなくなってきたときの住まいや日中過ごす場所がなかなか見つからない。
長年働いてきたので、障害福祉サービスを利用することに本人も家族も戸惑いがある。

●話し合ったこと
長年働いてきた方が退職した後の生活や障害福祉サービス利用を誰がサポートするか。
歳を重ね、以前のように体を動かすことが難しくなったとき「働きたい」をどうサポートす
るか。

●見えてきた課題
・基本相談から計画相談への移行、６５歳からのサービスの移行のための資源が少ない。
・通所や就労にかかる移動手段の確保が課題。
・介護保険と障害福祉サービスが使える施設が少ない。
など

② 話題提供：生活介護事業所
●ケース概要

入浴に介助が必要だが、ヘルパー事業所がみつからず週１回しか入浴できていない。
●話し合ったこと

もっと入浴できるようにするために何ができるか。
●見えてきた課題

・障害者入浴サービスは曜日が限定されていたり、送迎があっても付き添い人が必要など制
約がある。

・入浴介助に複数のヘルパーを派遣できる事業所が少ない。
・日曜日にサービスを提供できる事業所が少ない。

●あったら良い社会資源
地域資源として近隣の高齢施設などを利用できて、地域の銭湯のように自宅の近くで入浴で
きるようになるといい。

［3］各エリア自立支援協議会・専門部会活動報告
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＜シンポジウムの開催＞
　社会活動家・全国こども食堂支援センターむすびえ理事長の湯浅誠氏を招き、「障害・高齢・
若者・子ども・・・誰でもウェルカムな居場所のつくり方」と題するシンポジウムを行った。
　シンポジウムでは、湯浅氏の講演に加えて、世田谷エリア自立支援協議会の「みんなのより
どころ」実践報告や三宿池尻にんにん会の取り組み発表を行い、来場者からの質問も交えなが
ら居場所についての意見交換を行った。当日は定員満員の来場者を迎えた。
※添付チラシは３１ページ参照

＜みんなのよりどころ（居場所）の実践＞
　いろいろな機会を作って居場所を身近に感じてもらい、より多くの方が参加できるようにす
るため、9 月から毎月１回「みんなのよりどころ」を開催するように取り組んだ。
※実施内容は３２～３３ページ参照

３．実施結果から見えてきたこと
　地域課題の抽出では、運営委員会で出された意見を世田谷区の自立支援協議会運営会議に提
出し、世田谷区の次期インクルージョンプランへの提案意見に含めていくことができた。
　よりどころを実践し、参加者からは、「ふだんとは違う広いつながりができた」「いろいろな
方と交流できる」「職員も楽しみ、学びになる」などの意見があった。また、参加者がボッチャ
大会やパンケーキづくりなどを自主企画として新たに開催するなど、地域のなかに居場所の広
がりもあった。
　今後は、無理なく誰もが取り組みやすいよりどころづくりを考えながら実践を続けて、集ま
る方々が安心して話せる居場所を地域に増やすことで、地域課題を見つけることにもつながっ
ていくと思われる。
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■ 2025年度 世田谷エリア自立支援協議会で取り組む「よりどころ」について

　世田谷エリア協議会で取り組む「よりどころ」とは、障害当事者や家族が無理なく主体的に立ち
寄ることができ、参加することができる資源です。障害当事者が、参加するだけでなくボランティ
アや仕事などに携わり、活躍できる場でもあることを目指しています。
　障害への理解を深めながら地域の中にある既存の資源を有効活用し、いろいろな在り方の「より
どころ」が地域に点在することで立ち寄りやすくなり、障害のある方やご家族、そしてそこに集う
みんなが安心して話（相談）ができる関係づくりにつながっていくと考えます。

■ 2025年度 “ みんなのよりどころ ” の実践

9/24「ストレッチしながら こころとからだについて話しませんか」（スペース ココカラ）8 名
→訪問看護ステーションデューン世田谷の斉藤看護師を講師に招き、脳の働き、睡眠との関係な

どのお話を聞きながらストレッチをしました。相談に行くことをためらっていたけれど、「みん
なでストレッチなら行けるかも」と参加された方もいて、それぞれが自分の身体と向き合う穏
やかな時間を過ごしました。

10/15「だれでもボッチャ いかがですか」（上馬地区会館）55 名
→上馬地区にご縁のある 6 団体、チームこまじつ（駒沢生活実習所）、チームしあわせのもりあわ

せ（世田谷福祉作業所）、チーム Navio(Navio けやき )、チームほほえみ（ほほえみ経堂）、チー
ムオリビア（オリビア保育園）、チーム上馬（デイホーム上馬）が集まり、ボッチャゲームをし
て大いに盛り上がりました。
上馬あんしんすこやかセンターにも協力していただき、子どもたちも障害のある方も高齢の方
も、みんながひとつの土俵に立ち、同じルールで得点を競い合うことができました。

11/15「ごきんじょ市でのやきそば販売」（三軒茶屋ふれあい広場）200 食販売
→地域障害者相談支援センターぽーとせたがやが主催するおまつり “ ごきんじょ市 ” に出店して焼

きそばを販売しました。
肉と野菜は地域で交流のある精肉店（川善）・八百屋（佐藤青果店）からおすすめ品を購入。キャ
ベツと人参のカットは小規模多機能ホーム三宿とデイホーム三宿の利用者さんが協力してくだ
さり、盛り付けと販売は、三宿・池尻にんにん会のボランティアさんと子どもボランティアさ
んが協力。材料の調達からお客様に届くまで、多くの人がつながった「よりどころ」となりま
した。

12/24「クリスマスイブに藍に染まって みませんか」（ファクトリー藍）9 名
→就労継続 B 型事業所をお借りして藍染めのハンカチづくりを体験、どんな模様に染めるか教わ

りながら工夫しました。染めては水洗いを繰り返す結構ハードな工程でしたが、出来栄えにみ
なさん笑顔。そして、そんな体験の後にいただいたアンシェーヌ藍の特製クリスマスケーキは
格別でした。安心できる人と一緒なら行けるかも・・と、ご家族や支援者と一緒に参加する方
もいらっしゃいました。

1/20「働くことについて 話しませんか」（スペース ココカラ）7 名
→世田谷区障害者就労支援センターしごとねっとの湯浅さんを講師に招き、雇用や就労の現状につ

いてミニレクチャーを聞きました。お話のあとは、湯浅さんに疑問や不安に答えていただいたり、
参加した方それぞれの「はたらくこと」についての思いを話したりする貴重な機会となりました。
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3/4「デコ・パンケーキを作っちゃおう」（世田谷ボランティアセンター）27 名
→ミニパンケーキを生クリームやチョコレートで飾り付けて、おなかいっぱい食べました。

生活介護に通所されている方々や高齢のデイホームを利用されている方など、くいしん坊（？）
が集まりました。パンケーキはぽーとの利用者さんが 100 枚ほど焼いてくれました。大学生の
ボランティアさんが準備から片づけまで手伝ってくれました。若い方から高齢の方まで、甘い
パンケーキを囲んでみんなが笑顔になりました。

3/末「花もだんごも いかがですか」（三宿の森緑地）
→三宿の森緑地で近隣にお住まいの方や通所施設の利用者の方々をお誘いして、歌うお花見を計

画していましたが、雨のため中止となってしまいました。
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１．令和７年度年間活動報告

＜運営会議の内容＞
　地域の関係機関が継続的に集まり、地域課題の抽出、事例検討、地域イベントへの参加、世
田谷区自立支援協議会本会・シンポジウムとの連動、各機関からの情報共有を行った。
　特に今年度は、次期せたがやインクルージョンプランを意識しながら、日々の支援現場で見
えている課題を地域課題として整理することに重点を置いた。多職種・多機関の視点を持ち寄
ることで、単独機関では見えにくい課題や、地域全体で考えるべき支援のあり方を共有する機
会となった。

＜活動一覧＞
●世田谷区自立支援協議会運営会議・本会の報告共有
●次期せたがやインクルージョンプランに向けた意見交換
●地域課題抽出シートを活用した事例検討
●山下商店街「秋の味覚まつり」への参加

▶スタンプラリー、アンケート、自主生産品販売の実施
▶味覚まつりアンケート結果をもとにした地域課題の検討

●世田谷区自立支援協議会シンポジウムでの活動報告
●各事業所・団体からの情報提供、告知、ネットワークづくり
●見守り、移動支援、居場所、金銭管理、相談先につながる仕組み等に関する意見交換

２．令和７年度実施結果

　定例会では、地域の福祉事業所、相談支援機関、医療・訪問看護、社協、民生委員、行政等
が参加し、各機関の状況共有や地域課題の検討を行った。顔の見える関係づくりが進み、参加
者からは「多職種の意見を聞ける」「実際の支援に活かせる」「気軽に意見を言いやすい」といっ
た振り返りがあった。
　山下商店街「秋の味覚まつり」では、自立支援協議会の周知だけでなく、地域住民の声を聞
く機会として、スタンプラリー、アンケート、自主生産品販売等を実施した。アンケートには
175 名の回答があり、地域の困りごとを把握する機会となった。具体的な相談として、小学生
の通学移動支援に関する困りごとが把握され、関係機関で対応を検討した。
　地域課題抽出では、ぽーときたざわやシモキタステーション等の事例をもとに、支援の隙間、
見守り、移動支援、居場所、金銭管理、相談につながる仕組みなどについてグループワークを行っ
た。検討結果は、世田谷区自立支援協議会や次期インクルージョンプランへの意見提出にもつ
ながる内容として整理した。

３．実施結果から見えてきたこと

　今年度の活動を通して、北沢エリアでは、障害のある方や家族が地域で暮らし続けるために、
制度やサービスだけでは対応しきれない支援の隙間があることが確認された。特に、移動支援
の担い手不足、通学や外出支援、見守りの範囲、本人が支援を拒否する場合の関わり方、休日
や日中の居場所、金銭管理、相談先につながるまでの支援などが課題として挙がった。また、
地域イベントを通じて、地域住民の生の声を聞くことの重要性が確認された。一方で、アンケー
ト方法、相談を受けた際の対応体制、相談先につなぐ仕組み、地域課題として継続的に整理す
る方法については、今後さらに検討が必要である。
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４．その他

　今年度は、参加メンバーが増え、関係機関同士のつながりが広がった。地域の課題を「誰かの
課題」ではなく「地域全体の課題」として考える土台ができてきている。
　次年度は、味覚まつりアンケートや事例検討で見えてきた課題をさらに深め、具体的な解決策、
連携方法地域との接点の持ち方の検討、運営会議での意見の出しやすさの工夫につなげていく。
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１．令和７年度年間活動報告
　「障害のある方が玉川地域で安心して暮らしていくための仕組みづくり」をテーマに毎月１回、
運営委員会を開催。

　活動の主な内容として
　① 地域課題を抽出しインクルージョンプランへの意見のまとめ
　② 高齢福祉関係者との共催で地域版地域ケア会議（拡大）の開催への取り組み
　③ SNS（インスタグラム）を使った情報発信の開始
以上３点を活動の柱として取り組んだ。

① 地域課題抽出への取り組み
運営委員よりあげてもらった事例から、地域課題抽出シートを使ってグループワークを実施。
また「せいかつお見合いカフェ開店 ～みんなの声を聞いてみよう～」を３会場で開催し、障害
当事や家族、関係機関から生活について話しを聞く機会をつくり、そこから聞けたみなさまの
声をもとに地域課題抽出シートを使ってグループワークをした。

「せいかつお見合いカフェ開店」～みんなの声を聞いてみよう～

●９月１６日 ( 火 ) １５時～１７時　2Co house
●９月１６日 ( 火 ) １５時～１７時　たまよんガーデン
●９月２０日 ( 土 ) １４時～１６時　パパゲーノ Work & Recovery 用賀

② 地域版地域ケア会議（拡大）の開催
高齢になっても玉川地域で安心して暮らしていくための仕組みづくりの取り組みとして、高齢
福祉関係者と障害福祉関係者との顔の見える関係づくりを目的とした会議を年１回、玉川保健
福祉課（地域支援）と共催で開催している。玉川保健福祉課（地域支援）と玉川エリア自立支
援協議会の事務局とで毎月１回打合せを実施し、テーマ設定ならびに内容等の協議をおこなっ
た。１１月７日（金）１８時～２０時 玉川せせらぎホールにて「地域版地域ケア会議（拡大）」
を開催した。

③ ＳＮＳ（インスタグラム）を使った情報発信
過去に抽出した地域課題の中から、玉川地域で安心して生活をしていくための情報を発信して
いくことの課題が出たことから、障害当事者の有益となる情報の発信するツールとして、イン
スタグラムを用いて実施していくため世田谷区自立支援協議会との協議を重ねた。

２．令和７年度実施結果
① 地域課題抽出への取り組み

「せいかつお見合いカフェ開店 ～みんなの声を聞いてみよう～」は、昨年度の２会場から３会
場と会場数を増やし、多くの人が集まれるよう工夫した。全体として参加者は総勢１６名であ
り、昨年度よりも多くの方に来ていただくことができた。また、話しがしやすいような環境づ
くりを意識し、趣味や楽しみにしているといった普段の生活のことを話してもらうなかで、困っ
ていることやこういう資源があるといいなといった話をしてもらえるよう取り組んだことから、
たくさんの声を聞くことができた。その声の中から「公共交通機関」「住まい」「居場所」「就労」

「障害理解」「制度」といった課題を抽出することができた。



37

③ 《玉川エリア自立支援協議会》 （つづき）

② 地域版地域ケア会議（拡大）
今年度は、「ヤングケアラーを地域で支える ～知ることから始まる第一歩～」というテーマ設
定とし、世田谷区のヤングケアラーコーディネーター２名を講師として、ヤングケアラーの支
援の現状についての講義と、事例を扱ったグループワークでそれぞれの立場からできることを
話し合った。
当日は９５名の高齢・障害福祉関係者が参加した。参加者からは、多職種連携の重要性の認識
やヤングケアラーについての理解が深まった、障害と高齢福祉の顔を見る関係づくりができて
良かったといった声が多く聞かれた。

③ ＳＮＳ（インスタグラム）を使った情報発信
世田谷区の運用規定をもとに玉川エリア自立支援協議会として運用ルールを定めるため、運営
委員会にて協議を重ね、運用ルールを作成。その運用ルールに則って２０２５年１２月から運
用を開始することができた。第一弾として玉川エリアの福祉事業所の紹介を各種イベントの紹
介を定期的に発信している。

３．実施結果から見えてきたこと

① 地域課題抽出への取り組み
シートを使って課題分析していくことで、個別の課題が地域の課題とつながっているという認
識が持てたことは良かったが、グループワークで検討したさまざまな意見をシートに落とし込
む課題を抽出することに苦慮したため、今後も継続して活用し慣れていく必要がある。また、
地域の障害当事者やご家族からの話を直接聞く場として「せいかつお見合いカフェ」を開催し
たが、幅広く参加者を募ることができなかったため、開催時間、場所、開催方法や集客方法な
ど検討が必要と感じている。参加者からは、こういう場が増えると良いとの意見もあり、エリ
ア自立支援協議会としても良い取り組みであるとの実感があるため今後も開催していきたい。

② 地域版地域ケア会（拡大）
高齢関係者との顔の見える関係づくりとして今後も継続していく予定だが、年一回の単発のイ
ベントとしてだけではなく、玉川エリア自立支援協議会の活動の一環として全体で取り組んで
いけるような工夫を検討していく。今年度のテーマとした「ヤングケアラー」においては、新
鮮なテーマではあったが、実は担当しているケースがヤングケアラーだったとわかったなどと
いった声が多く、家族支援の視点を持つことや家族支援の重要性を感じることができた。

③ SNS（インスタグラム）を活用した情報発信
第一弾として地域の障害関連事業所の紹介やイベント情報を定期的に配信している。効果はま
だわからないが、時代にあったあたらしい情報発信の方法として幅広い層へ情報を届けられる
ことが期待できるため、今後も続けていく。

４．その他
●当事者団体が運営委員として参画。
●参加団体が２４団体に拡大した。
●その他、地域の大学と交流した企画を検討している。
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④ 《砧エリア自立支援協議会》

１．令和７年度年間活動報告

　令和４～６年度は「防災」をテーマに取り組んできたが、令和７年度は自立支援協議会の要で
もある「障害当事者の声を聴くこと」をテーマに、運営会議の中で場を設け、当事者の声から私
たち支援者が気付いていない地域課題を抽出する取り組みを年間を通じて実施した。
　６、９月の運営会議に障害当事者をゲストとしてお招きし、決められた時間の中で支援者に知っ
てほしいこと、聞いてほしいことを中心にインタビュー形式で話を伺った。１回目はグループホー
ムで暮らす知的障害のある方、２回目は精神障害者ピアサポーターの活動を行っている方、それ
ぞれの暮らしやこれまでのこと、かつて交際していた人や趣味に至ることなど、自由にご自身の
ことを発表していただいた。インタビューの際には、障害当事者を「いつも困っている人」と捉
えるのではなく、地域に暮らす一人の人として、将来の夢や希望を伺うことを大事にした。
　ゲストの直接の声を元に、運営委員が支援者としてできること、「こんなことがあったら良いな」

「できたら良いな」をグループワークで話し合い、地域課題抽出シートの作成を行った。

２．令和７年度実施結果

　２回の「ゲストにインタビュー」を経て、３回目は地域の支援者・当事者・一般の方を招いて
「砧話（きぬたばなし）～ “ 砧で暮らす ” みんなに聴いてほしい話がある」と題して、１月２３日：
祖師谷区民集会所にてエリア本会を開催した。
　メインゲストとして区内でパートナーとして二人暮らしをしている車椅子ユーザーの方を招
き、公開インタビューを行った。また第２回のゲストによる絵画作品の展示とピアサポーターと
しての思いを話していただき、多角的に当事者の声を聴くことができた。運営委員含め 62 名が
参加し、多くの出席者にアンケートを提出いただいた。このことからも当事者の直接の声を聴く
ことの興味関心の高さを改めて知ることができた。

３．実施結果から見えてきたこと

　３回に渡り当事者の話を伺い、私たちができることに気付いた。それは支援者の思いで当事者
を「コントロールしないこと」、支援者の思いを当事者に「押し付けないこと」。
　本人たちが直面している生活や仕事などの課題や希望は、今すぐに解決できるわけではなく、
本人もそれをすぐに求めている訳ではなかった。ただ話を伺ったゲスト皆に共通して、支援者に
対して「まずは自分たちの話すことに真摯に耳を傾けてほしい」という思いを話されたことが印
象的だった。今後も砧エリア協議会では当事者の直接の声を聴く活動を継続していく予定である
が、原点として留意するべき当事者の思いを知ることができ有意義だった。
　誰もが当たり前に「自分で選んだ場所、住み慣れた地域で暮らすこと」は、障害当事者の方た
ちにとっても大きな意味を持つと考えている。そのために砧エリア協議会の今後の取り組みとし
て「必要な情報が必要なタイミングで、本当に必要な人に届くように」また「困ったときにどこ
に相談すれば良いのか、わかりやすく、みんなにやさしい地域」にするために、その周知方法な
ど広報の仕方を工夫したいと考えている。
　また様々な種別の障害のある方同士の交流や意見交換が行われていくこと、特定の障害種別に
偏らずに、より多くの人の声を聴くことは今後の課題と言える。
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⑤ 《烏山エリア自立支援協議会》

１．令和７年度年間活動報告

●烏山エリア自立支援協議会運営会議
　烏山エリア自立支援協議会では、毎月第４月曜日に運営会議を開催している。運営委員では、
世田谷区自立支援協議会運営会議で話された内容を共有すると共に、地域の困り事を共有する
機会を設けている。
　令和７年度は、主にせたがやインクルージョンプランへの意見や提言の内容を検討すること
を目的として取り組んだ。方法として、先ず烏山地域での地域や事業所の困り事を気軽に共有
した後、グループワークを実施。グループワークで取り上げられた困り事を地域課題の課題と
した、小さな視点 ( 個人や事業所レベル ) から中くらいの視点 ( エリアレベル )、大きな視点 ( 世
田谷区レベル ) へ移動させる等、レベル分析や意見交換を行った。その後、大きな視点に対す
るあったら良い資源を考察し、烏山版課題抽出シートに落とし込んだ。その結果を烏山エリア
の意見として提出をした。
　また、取り上げられた地域課題の中から、１１月に実施される烏山エリア自立支援協議会全
体会のテーマをピックアップした。その結果、「ピアサポーター」を知る為の機会を設けるこ
ととなった。
　令和８年２月には、令和６年度と７年度の活動から見えてきた「人材」について改めて検討。
せたがやインクルージョンプランへの２次意見に向けて助言・提言やあったら良い社会資源を
考え、区へ提出をした。

●烏山エリア全体会
　毎年１回１１月頃を目安に全体会を開催。運営会議において全体会のテーマを決定し、内容
に合わせた準備を行っている。
　令和７年度は、烏山エリアの課題抽出及びレベル分析から、ピアサポートの実際を知らない
という声が多く挙がり、「ピアサポーター」を知ることに注目。令和７年１１月２１日に「専
門職とピアサポーターの未来を探す」をテーマに全体会を実施。内容として、世田谷区におけ
る精神にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた各事業の取組みを共有する機会を設
けた他、三人のピアサポーターから、活動の実際について語っていただいた。その後、グルー
プワークを実施し、ピアサポーターと専門職が別々のテーブルに分かれ、それぞれの立場で意
見を出し合い発表をした。

●その他の活動
　１１月２７日の世田谷区自立支援協議会シンポジウムにて烏山エリア自立支援協議会の活動
を報告。
　地域共生社会の実現をめざした協働体の「☆つなぐ烏山☆」が開催をしている名刺交換会へ
参加。地域で活動する多様な団体・事業所・支援者が互いに顔の見える関係を作る中に自立支
援協議会も参加し、地域における障害理解の普及啓発に努めている。
　世田谷区自立支援協議会運営会議に参加し、せたがやインクルージョンプランの一次意見に
向けての取り組みを実施。他エリアと共同して意見を集約した。

２．令和７年度実施結果

●烏山エリア自立支援協議会運営会議
　せたがやインクルージョンプランへ意見や助言をすることを目標に地域課題抽出を行った結
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⑤ 《烏山エリア自立支援協議会》 （つづき）

果、「人間関係構築の課題」・「地域との関係の課題」・「制度上の課題」が挙げられた。その中で「制
度上の課題」が大きな視点 ( 世田谷区レベル ) での課題であると考察し、あったら良い社会資
源として「福祉サービス等の柔軟性の強化」と「ピアサポートの普及啓発」が必要であるとい
う意見をまとめ提出をした。
　二次意見では、「人材」についてグループワークを行い、「福祉の魅力を発信する必要性」や

「働きがいのある地域づくり」、「人材発掘をする仕組みづくり」等を考察することができた。

●烏山エリア全体会
　令和７年１１月２１日に烏山エリア自立支援協議会「専門職とピアサポーターで未来を探す」
を開催。ピアサポーターを含め、総勢６４名が参加。世田谷区の各事業の取り組みやピアサポー
トの活動の実際を知ると共に、グループワークを実施する中で、お互いを理解する機会を得る
全体会が実施できた。
　３人のピアサポーターから体験談やピア活動の実際を知る機会では、肩書きよりも人として
向き合う姿勢の大切さや、電話でつながる場だからこそ引き出される相手の力と、自身も「聞
かせてもらっている」という対等な関係の重要性を強調していた。また、自身の経験から出る
言葉を強みに、居場所や交流の場で生まれる当事者の安心の価値について話しがあった。
　グループワークでは、ピアサポーター側からは「生活や体調の揺れを前提にした関わりを
してほしい」「情報共有が不十分だと不安になる」「“ さすがピア ” という言葉に違和感がある」
といった率直な声が挙がった。専門職側からも、「ピアの役割理解にばらつきがある」「協働の
仕組みがまだ整っていない」など、現場の迷いや課題が共有され、双方の問題意識が重なる部
分も多く見られた。

●その他の活動
　せたがやインクルージョンプランへの一次意見について、他エリアと共同して意見を集約し
た結果、烏山エリアでは「情報」を担当。さらに集約をして提出した。

３．実施結果から見えてきたこと

●烏山エリア自立支援協議会運営会議
　地域課題抽出シートの活用を重ねてきたことで、その効果が年々深まっているように感じる。
その結果、しっかりと根拠を示しながら地域の困り事を抽出することができた。そして、その
課題を烏山エリア自立支援協議会全体会のテーマとしてつなげるという流れを作ることができ
た。
　課題抽出を行う際、「個の困り事は地域の困り事」を念頭に取り組んできたことで、烏山エ
リア自立支援協議会の中で事例や地域課題を話し合う機会がより多くなり、闊達な意見を出し
合うことができている。特に地域課題のレベル分析実施の際、すぐに「手段」を考えないとい
う意識を共有しながら取り組むこともできた。その積み重ねが、烏山自立支援協議会へ参加を
することのモチベーションの向上につながっている。また、令和７年度はせたがやインクルー
ジョンプランへ意見出し等をする年度であったこともあり、各エリアや部会等と共通認識を持
ちながら取り組むことができたことも良い効果が出ており、自立支援協議会の役割を理解でき
るものとなっている。
　一方で、運営会議において地域の困り事等を話し合う際、現在の開催時間では困難になる場
面も見受けられるので、開催時間を長くする等の工夫をしながら運営会議を実施する必要もあ
る。
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●烏山エリア全体会
　全体会においては、当事者・支援者の立場を超えた地域課題の共有や継続的な対話の必要性、
協働に向けた可能性が見えてきた。三者の語りに共通していたのは、障害当事者が経験を語る
こと以上に、多様な人が自分のペースで関われる環境をつくっていきたいという願いであった。
ピアサポーターの実践は、地域における専門職との協働の可能性を改めて示すものとなった。
　グループワークでは、「ピアのイメージが人によって違うと分かった」「この会を開いてくれ
た事に感謝」といった前向きな声が寄せられた。その一方で「専門職の本音をもっと聞きたい」

「次は同じテーブルで議論してみたい」という希望や厳しい意見もあった。そのような意見から、
立場の違いを踏まえつつも協働をしていくための対話の場を設けていきたいという意向が示さ
れ、地域で共に支えるための次の一歩が見えた全体会となった。

●その他の活動
　１１月２７日のシンポジウムでの烏山エリア自立支援協議会の活動を報告や、「☆つなぐ烏
山☆」での名刺交換会に参加をしているものの、烏山自立支援協議会へ参加を希望する団体は
少なく、地域へ普及や啓発する別の方法を考える必要がある。
　せたがやインクルージョンプランへの意見や助言について、地域課題抽出シートや意見・助
言のまとめ方等、各エリアや部会で統一した枠組みが決まったことで、烏山エリア自立支援協
議会運営委員への説明も明確化され、エリアでの取り組みもより進めやすくなっている。

４．その他
エリア自立支援協議会運営委員の新規開拓は引き続き働きかけていく。

⑤ 《烏山エリア自立支援協議会》 （つづき）
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⑥ 《地域移行部会》

１．令和７年度年間活動報告

　地域移行部会では、活動計画（第３期アクションプラン）において、「長期入院を生まないた
めの検討」をテーマに掲げ取組を行っている。令和７年度は、アクションプランの柱である「区
内や遠方の病院での地域移行部会の開催」の具体的な実践として、運営会議を年４回実施し、病
院にて地域移行部会を開催した。医療職・福祉職がそれぞれの視点や課題、強みを共有し、役割
理解と相互理解を深めることを目的にグループワークを実施した。

２．令和７年度実施結果

　「地域移行のための医療と福祉の連携」をテーマに長谷川病院にて地域移行部会を開催し、メ
ディカルソーシャルワーカーや看護師、作業療法士、地域の支援者等、計２７名の参加があった。
参加者からは、「医療と福祉が柔軟に役割を越境し、早期から顔の見える関係をつくることが重要」

「多機関・多職種が専門性を持ち寄るチーム支援が不可欠」といった意見が寄せられた。

３．実施結果から見えてきたこと

　顔を合わせ、率直な意見交換を行えたことに参加者から前向きな意見が多く寄せられ、継続的
な意見交換の場が地域移行や長期入院者支援において重要であることが示唆された。これらを踏
まえ、令和８年度も、医療と福祉の連携強化を軸に、地域移行支援の普及啓発や具体的な取組に
ついて検討を進めていく。
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⑦ 《虐待防止 ・差別解消 ・権利擁護部会》

１．令和７年度活動日程

（１） 部会等開催日程
① 運営会議 ４回（６月２日、９月８日、１０月２０日、令和８年１月２６日）
② 部　　会 ２回（７月２８日、１２月８日）

２．令和７年度実施結果

　虐待防止、差別解消、権利擁護の３つを活動の柱として「区民、その中でも障害者の健やかな
生活の実現をめざす」を目標に、関係機関との連携および発信力の向上を図った。

（１） 虐待防止・権利擁護に関すること
① 虐待事例検討の実施

　障害者虐待の未然防止、早期発見、迅速な対応や適切な支援を行うため、事例を通し
て特に障害者虐待の要因分析、未然防止への有効なアプローチを議論することを目的に、
運営会議にて事例検討を実施した。

② 障害福祉サービス事業者向け虐待防止研修の実施
　児童発達支援等従事者や事業所に従事している施設長、サービス管理責任者、職員等
を対象として、虐待に関する知識やその判断基準を認識する機会を設け、今後の支援力
向上を図ることを目的に、以下のとおり研修を実施した。

実施日時：令和８年２月２４日（火）午前１０時～正午
実施方法：会場開催及びＺＯＯＭでのオンライン開催
会　　場：東京リハビリテーションセンター世田谷１階 地域交流スペース
参加人数：会場参加 ２８名、ＺＯＯＭ参加 ５６名

（２） 差別解消に関すること
① 障害者差別に関する相談について意見交換
　 　区に寄せられた相談内容、専門調査員の対応について報告を受け、意見交換を行った。
② 差別解消事例検討の実施

　障害者差別解消に関する相談に対し適切な対応を行うため、「当事者の希望と合理的配
慮」をテーマに、運営会議にて事例検討を実施した。

３．実施結果から見えてきたこと

（１） 虐待防止・権利擁護に関すること
　虐待事例検討を通して各委員の立場から様々な意見が寄せられ、各々の知識の向上や再確
認などにつながった。また、事例を通して「利用者の意思決定支援ができていれば、虐待は
起こらないという視点も重要となる」、「表現に課題のある障害当事者の気持ちを代弁するこ
とは支援者の役割である。また、支援者が別の支援者に報告して終わりにするのではなく、
情報を得た者が自ら通報・通告することが重要である」などの意見が挙がった。引き続き事
例検討の結果を蓄積し、マニュアル等に記載している個別対応の留意事項について、肉付け
を行っていく方向で検討を進めていく。

（２） 差別解消に関すること
　区に寄せられた相談・問合せ事例から、民間事業者等の障害理解の促進、具体的な対応の
改善、情報提供や具体的な支援の必要性が関係者間で共有された。
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⑦ 《虐待防止 ・差別解消 ・権利擁護部会》 （つづき）

　部会委員から、「知的障害者からの相談が少ないように感じる。当事者が差別的取り扱い
を認識できないため、相談に至らない可能性もある。今後、相談できる環境が整い、相談件
数が増えていくと良い」、「差別解消法という法律があるから人々の認識が変わるというわけ
ではなく、様々な活動によって常識になっていく。啓発活動は効果的である」、「相談を受け
ることによって問題を全て解消できるわけではないが、万事解決ではなくても事例を積み上
げていくことに意義を感じる」などの意見があった。障害当事者の差別解消支援の相談への
アクセスの改善に向けて引き続き検討するとともに、区民・事業者に差別解消法等への理解
を深めるための活動を行っていく。引き続き、当部会のネットワークを活用した活動ととも
に、区職員及び区内事業所への「出前講座」「研修講師」など積極的に取り組むこととする。

４．その他

令和８年度活動予定

（１） 活動予定内容
① 周知・啓発活動の検討
② 事例検討
③ その他

（２） 部会等開催予定

開催日時 予定内容

令和８年　６月　８日 運営会議（第１回）

令和８年　７月２７日 部　　会（第１回）

令和８年　９月　７日 運営会議（第２回）

令和８年１０月１９日 運営会議（第３回）

令和８年１２月　７日 部　　会（第２回）

令和９年　１月２５日 運営会議（第４回）

調　  整 　 中

区主催研修

自立支援協議会シンポジウム

区民ふれあいフェスタ
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⑧ 《子ども部会》

１．令和７年度年間活動報告
（１） 部会等開催日

① 運営会議 ５回（５月２３日、７月４日、９月２６日、１０月２４日、１２月２６日）
② 部　　会 １回（令和８年２月２０日）

２．令和７年度実施結果
　今年度は「教育機関と福祉の連携強化」と「児童発達支援及び放課後等デイサ―ビスの質の向上」
を取り組むべきテーマとして、その実態把握や問題点の整理を重点的に進めてきた。活動内容は
以下のとおりである。

日程
福祉と教育との

連携関連
活動内容

児童発達支援
放課後デイ関連

活動内容

５月２３日 第１回運営会議 ヒアリング先
選定 第１回運営会議 問題提議

意見交換

７月 ４日 第２回運営会議 SSWへの質問集約 第２回運営会議 問題抽出

８月２７日 教育委員会 SSW
情報交換会

教育委員会にて
ヒアリング実施

９月２６日 第３回運営会議 ヒアリング結果
の検証、考察 第３回運営会議 ヒアリング先の

選定

１０月２４日 第４回運営会議 ヒアリング先
選定 第４回運営会議 事業所への

質問集約

１１月２０日 児童発達支援事業所
ヒアリング実施

児童発達事業所
ヒアリング

事業所に
ヒアリング実施

１２月１７日 子ども家庭支援センター
ヒアリング

ヒアリング実施
（北沢総合支所）

１２月１９日 発達 CO ヒアリング ヒアリング実施
（５支所 CO）

１２月２６日 第５回運営会議 ヒアリング結果
報告・検証 第５回運営会議 ヒアリング結果

報告・検証

１月２２日 げんき、うめとぴあ
連絡会ヒアリング実施 ヒアリング周知 げんき、うめとぴあ

連絡会ヒアリング ヒアリング周知

３．実施結果から見えてきたこと
（１） 福祉と教育との連携

　教育委員会及び福祉関係機関の双方において連携を強化したいという意向は共有されてお
り、現時点において一定の連携が図られている。しかしながら、職員の異動や配置換えによ
り、これまで築かれてきた連携体制が途切れてしまうことで双方の役割分担が不明確になる
ことがあり、結果として連携が十分に深まらない状況も見受けられる。また、教育関係者と
福祉関係者では問題点の捉え方が違うため、そこを理解しながらお互い協働していける体制
が組めるようになれば連携強化に繋がると思われる。また、ヒアリングの中で、双方より「お
互いの業務を知ることが大切」という話があったが、業務を知ることが連携強化なのではな
く、お互いの業務を知った上で、誰がどのように「制度のはざまに置かれている子どもたち」
を救っていくのかを整理していくことが今後の課題である。
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⑧ 《子ども部会》 （つづき）

開催日時 予定内容

令和８年　５月 運営会議（第１回）

令和８年　７月 運営会議（第２回）

令和８年　９月 運営会議（第３回）

令和８年１０月 運営会議（第４回）

令和８年１２月 運営会議（第５回）

令和９年　２月 部　　会（第１回）

（２） 児童発達支援、放課後等デイサービス
　児童発達支援、放課後デイサービス事業所に関しては、福祉人材の減少や光熱費等の維持
費の高騰により、どの事業所においても厳しい状況におかれている。各事業所はその中で様々
な工夫をしながら療育の質の向上を目指しているが、一方で、経営を維持していくことが精
一杯で療育の質の向上に比重を置けない事業所もある。そのような事業所に対してどのよう
な支援をしていくことが必要なのか、療育の質をどのように担保してもらうかを今後も検討
する必要がある。

４．令和８年度活動予定
（１） 活動予定内容

　引き続き「教育と福祉の連携強化」と「児童発達支援、放課後等デイサービス事業所の支
援の質向上」をテーマとして設定し、様々な関係機関からのヒアリングを継続していきなが
ら、上記の考察と合わせて課題の整理とその解決方法について議論、検討していきたいと考
えている。

（２） 部会開催予定
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〈テ　ー　マ〉地域は財（たから）
～障害当事者の暮らしを考える せたがやの地域共生社会の実践～

実 施 日：令和７年１１月２７日（木）１７時００分～２０時００分
会　　場：成城ホール
来 場 者：６８名

１．シンポジウム実施内容

総合司会　山本 吉輝氏（シンポジウム実行委員）

【前半】基調講演

（１）挨　拶：荻野 陽一氏（世田谷区自立支援協議会副会長）

（２）基調講演
「障害当事者の暮らしを考える～誰もが地域共生社会実現の “ 当事者 ”( ですよね！ )」
講　師：朝日 雅也氏（埼玉県立大学 名誉教授）
　キーワードは「尊厳」「多様性」「インクルージョン」「社会的障壁」「自己決定」である。
支援する側／される側という固定的な関係を越え、誰もが互いに支え合う「担い手」で
あるという相互性の視点、そして私たち一人ひとりが「地域共生社会」実現の主体的な「当
事者」であるという意識を持つことの重要性が強調された。
◇第１の柱：地域共生社会の理念と自立支援協議会の役割
　地域共生社会の具体的な姿を理解するため、２０２３年１月１日に施行された「世田
谷区共生社会条例」は、すべての区民が個人としてその「尊厳」が重んじられ、障害だ
けでなく性の「多様性」なども尊重されるインクルーシブな地域社会を目指すものである。
　この理念を実現する原動力が、本シンポジウムの主催者でもある「地域自立支援協議会」
である。協議会の目的は、単に障害のある方の自立を支援するだけでなく、地域社会そ
のものが「地域共生社会として自立する」ことにある。
◇第２の柱：障害の本質とは何か？ ―「社会モデル」と「人権モデル」への転換
　障害の捉え方を根本から見直す「社会モデル」という考え方がある。これは、障害を
個人の心身機能の問題（医学モデル）と捉えるのではなく、社会に存在する様々な障壁
によって活動が制限されている状態と考えるアプローチである。例えば、車いすユーザー
の障壁は「歩けないこと」ではなく「階段しかない建物」や「助けを求めにくい社会の
雰囲気」である。この「社会モデル」をさらに進めたのが「人権モデル」である。これは、
問題をどう解決するかという視点だけでなく「そもそも障害のある人が、その人として
職場や地域に存在する権利がある」という人権保障を出発点とする考え方である。いか
なる状況でも、本人の意思決定を尊重し、それを最大限に支援しようとする姿勢が個人
の尊厳を守る。
◇第３の柱：当事者とは誰か？ ― インクルージョンの本質
　「当事者」というと、一般的には障害のある人本人を指す。しかし、社会的障壁によっ
て暮らしにくさが生まれているのであれば、その社会を構成する「障害のない人もまた、

［４］シンポジウム実施報告
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その問題の当事者である」と問いかけた。この考え方を象徴するのが、ある学生のエピソー
ドである。彼女は実習後「利用者の人たちも、私たちと同じなんだと気づきました」と
報告したが、その「私たち」という言葉には、当初、利用者が含まれていなかった。こ
れは、私たちが無意識のうちに行っている「意識の中からの排除」を象徴している。

（３）各エリア自立支援協議会活動報告「地域づくりに関する各エリアの活動について」

世田谷エリア自立支援協議会の取り組み
● 概要：大野会長より世田谷エリアの活動について報告した。エリアテーマは「障害

のある方も希望を持って暮らすことができる地域を共に考える」
●「よりどころ」の創設：

・顔の見える関係構築のため、誰もが立ち寄れる「よりどころ」（サードプレイス）
の創設を一貫して推進。

・２０２３年９月から活動を開始し、「働くこと」「美味しいコーヒーいかがですか」
などの企画を実施。クリスマス企画では３０名以上が参加し、活動が活発化した。

●主な活動事例：
・誰でもボッチャ：世代を問わず参加できる人気企画。
・お花見：外出が困難な方向けに公園で開催。
・ご近所市：世田谷ボランティア協会と協力し、三軒茶屋で豚丼や焼きそばを販売。
・講演会：子ども食堂で著名な湯浅誠氏を招き、「誰でもウェルカムな居場所の作り

方」をテーマに開催。１００名以上が参加した。

北沢エリア自立支援協議会の取り組み
●概要：神原副会長より北沢エリアの活動と特徴について報告した。
● 地域の特徴：人口が密集し、単身世帯が多いが、町会加入率が高く人とのつながり

が強い地域。古くから障害福祉に関わりが深く、梅ヶ丘周辺には福祉施設が多い。
●活動の変遷：

・平成３０年までは事例検討を中心に活動。
・令和２年には「うぇるかもんくんステッカー」を作成し、障害のある方が立ち寄

りやすい店舗の拡充を推進。
・令和３年からは YouTube での PR を開始。

●近年の活動：
・コロナ禍で停滞した顔の見える関係の再構築を目指し、山下商店街の「秋の味覚

まつり」に参加。祭りでスタンプラリーとアンケートを実施し、１７５件の回答
を回収。

・令和６年からは事例検討を再開し、課題を次期「世田谷インクルージョンプラン」
に反映させることを目指している。

玉川エリア自立支援協議会の取り組み
● 概要：高橋会長より玉川エリアの活動について報告した。テーマは「障害のある方

が玉川地域で安心して暮らしていくための仕組みづくり」
●主な課題と取り組み：

・高齢化への対応：親亡き後の問題や、障害福祉から介護保険への円滑な移行を長
年検討。

・顔の見える関係づくり：障害分野と高齢分野の関係者間の連携を重視し、アンケー
トや話し合いの場を設けてきた。
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・災害対策：多摩川の氾濫による洪水被害が多いため、災害への備えを検討。
●具体的な活動：

・地域ケア会議：高齢分野の地域ケア連絡会と共催で年に１回開催。ヤングケアラー
や災害対策などをテーマにしてきた。

・当事者の声を聞く場：「フリートーク」や「生活お見合いカフェ」を開催し、当事
者や家族から直接意見を収集。

・災害検討会：２０１９年の台風１９号の被災経験を基に、事業所の課題や対応策
について意見交換を実施。

砧エリア自立支援協議会の取り組み
●概要：多田会長より砧エリアの活動について報告した。
●エリアの特徴と組織：区内７３８の障害福祉サービス事業所のうち、約７０事業所

が砧エリアに所在。運営委員は２４名で、障害福祉事業所、訪問看護ステーション、
社会福祉協議会などが参加。

●活動テーマの変遷：昨年度までは「防災」をテーマに３カ年計画（公助、共助、自助）
で活動。

●今年度の活動：
・テーマを「当事者の声を直接聞く」ことに設定。
・「あったらいいな」「できたらいいな」というポジティブな視点でインタビューを

実施し、地域課題の抽出を目指す。
・１回目のインタビューでは、就労しグループホームで生活する知的障害のある男

性から話を聞いた。

烏山エリア自立支援協議会の取り組み
●概要：片岡会長より烏山エリアの特徴と、これまでの地域づくりの取り組みについ

て報告された。
・烏山地域は５つのエリアの中で最も小さく、人口も少ない。京王線が通り、都心

へのアクセスが良い。
・精神障害に関する施設や住居が多いという特徴がある。
・平成２６年から「この課題は地域の課題」を念頭に、年間テーマを決めて活動し

ている。
●居場所づくりの３カ年計画：

・令和２年度のアンケートで「居場所が欲しい」という意見が多かったため、情報
発信をテーマに着手。

・公園や寺町など、地域内の居場所となる場所の情報を収集。
・令和４年度に Google マイマップで地図を作成し、令和５年度より「からすのやまっ

ぷ～居場所ここよ～」として運用を開始した。
●その他の活動：

・ピアサポーターの役割を知り、交流する会を１１月２１日に開催し、６４名が参
加した。

・年度ごとに金銭管理や人材不足などのテーマで当事者の意見を聞きながら活動し
ている。
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【後半】障害当事者の想い
コーディネーター　世田谷区自立支援協議会 会長　鈴木　敏彦氏
パ ネ リ ス ト　埼玉県立大学 名誉教授	 　  朝日　雅也氏

当事者　身体		  　  ソーレンセン・レオ氏
当事者　精神		  　  ゲヴォリーナ次郎氏
当事者　知的		  　  三浦なみえ氏

（１）障害当事者の想い
障害当事者３名から下記の想いが寄せられた。
・ポスティングの仕事やラーメンを食べること、銭湯に行くことが好きで、積極的に地

域での生活を楽しんでいる。
・大家さんと良好な関係を築くなど、地域社会に溶け込んでいる。
・２０年ぶりにアメリカから帰国し、日本のインフラ（特に駅のエレベーターや駅員の

対応）が改善されていることを実感している。
・アメリカの ADA（障害を持つアメリカ人法）を基準に考えると、日本の「社会の理解」

はまだ不十分だと感じている。
・障害者が健常者と同じように行動するためには、事前の確認や説明が依然として必要

であり、これが社会的な障壁となっていると指摘している。
・苦手なことはサポートを得て生活の基盤を安定させ、同時に「好き」「得意」なこと

を生かし伸ばしていくという「両輪」が、自分らしい生活を送る上で大切である。
・努力で苦手なことを克服するよう求められるのは「できないのは努力が足りないから」

と言われているようで辛い。
・障害名で人を判断するのではなく、その人自身の個性を見てほしい。その人の「好き」
「得意」なことに注目することが、個性を理解する鍵となる。

・共生社会とは、アルベール・カミュの詩にあるように、上下関係や前後関係ではなく、
横に並んで共に歩む関係である。

朝日氏より、障害が個性なのではなく、その人自身の「らしさ」が個性である。誰もが
安心して参加でき、何でも話せる「平場」や「風景」を地域に作っていくことが、地域
共生社会の実現において重要であるとコメントがあった。

（２）意見交換会
「暮らしやすい地域をみんなで考えよう」をテーマに１０グループに分かれ、参加者の方々
と意見交換を行った。「障がい・高齢・健常者とくくりがあるのが、違和感がある（障害
があるとかないとかの言葉が無くなるといい）」「お互い様、助け合い、ご近所との関係
づくり、役割があることが大事」「障害があってもなくても誰もが過ごしやすいという言
葉にはっとした」等、活発な意見が多く挙がった。

２．来場者への自立支援協議会啓発活動
（１）当日配付資料

世田谷区自立支援協議会パンフレット、北沢エリア自立支援協議会活動報告、玉川エリア
自立支援協議会活動報告、砧エリア自立支援協議会活動報告、烏山エリア自立支援協議会
活動報告、地域移行部会紹介

（２）展示等
地域移行部会紹介、世田谷エリア自立支援協議会紹介、虐待防止・差別解消・権利擁護部
会パネル展示
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（３）販売
フェリーチェ自主製作品販売

（４）その他
自由配布資料（基幹相談支援センターパンフレット、障害者のしおり）

３．アンケートの結果について
参加者数：６８名
アンケート回答人数：５３名



52

6 
 

 

1.どどちちららののエエリリアア自自立立支支援援協協議議会会にに参参加加ししてていいまますすかか？？ 2.参参加加者者のの年年代代
回回答答数数53 回回答答数数53

3.今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りりままししたたかか？？ 参参加加ののききっっかかけけをを教教ええててくくだだささいい

回回答答数数53 29件件のの回回答答

4.世世田田谷谷区区のの福福祉祉施施設設でで勤勤務務ししてていいまますすかか？？
回回答答数数53

5.シシンンポポジジウウムム基基調調講講演演ににつついいてて   17時時05分分 -17時時50分分 長長ささははどどううででししたたかか？？（（講講演演時時間間 45分分））
回回答答数数40

　参加者：68 名 　事前アンケート：53名（フォーム:45名/FAX、紙:8名）当日アンケート：40名（紙：20名/フォーム20名）

令和7年度自立支援協議会シンポジウムアンケート集計
地域は財（たから）〜障害当事者の暮らしを考える　せたがやの地域共生社会の実践〜

令令和和7年年11月月27日日
17:00〜〜20:00
成成城城ホホーールル

います。毎年とても充実した内容だと思います。◆ 所属する世田谷区手をつなぐ親の会の自立支援協議会

地域共生に向けての行政の取り組みについて学びたいため。◆ 昨年参加したので。◆ 毎年参加して
◆ 自身が障害者であり、生活に難儀しているから。◆19歳の息子が重度自閉、重度知的障害、強行ですが、

の働きを知りたいため。◆ エリアの活動発表があるため。◆ 他のエリアの活動内容なども知りたい。
◆業務のため。◆ 勉強の為。◆ 北沢エリア自立支援協議会運営会議。◆世田谷区全体の自立支援協議会

います。当事者の方の実際の暮らしや思いを聞き、今後の支援に活かしたいと思い参加を希望しました。

◆ 就労支援に関わる中で、利用者の方が地域でより安心して生活できる環境づくりの重要性を感じて
◆ 当事者の方の地域への思いを知りたかったから。◆ 去年も参加し、当事者の話が聞けて良かったから。

があったため。◆ 興味があるから。◆ 障害者当事者からの話しを直接聞ける機会に興味に持った為。
◆ 地域共生社会作りの実践について知りたいから。◆ 地域の状況を学びたかったので。◆ 内容に関心

本会及び虐待差別解消権利擁護部会の委員。
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6.各各エエリリアア自自立立支支援援協協議議会会かかららのの活活動動報報告告ににつついいてて  17時時50分分〜〜18時時35分分
回回答答数数40 長長ささははどどううででししたたかか？？（（報報告告時時間間 45分分））

7.障障害害当当事事者者のの想想いいににつついいてて　　 18時時50分分〜〜19時時20分分
回回答答数数40 長長ささははどどううででししたたかか？？（（講講演演時時間間 30分分））

8.意意見見交交換換会会ににつついいてて  19時時20分分〜〜19時時50分分
回回答答数数40 長長ささははどどううででししたたかか？？（（ 30分分））
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9.シシンンポポジジウウムム全全体体のの内内容容ににつついいてて
回回答答数数40

・もう少し当事者のお話しを聴きたい

・3時間は長いかなと思っていましたが、各内容が充実していたので長く感じませんでした。
・「暮らしやすい」って様々だなと思った。障害が重いので周りの理解よりも福祉制度の充実が先だと思いました。きれいごとではなく、

毎日親も子も必死に生きてるので。（特に親なきあと）

・いろんな職種の参加者が居て、それぞれの立場での意見を聞くことができてとても良かったです。

・シンポジウムの準備、おつかれさまでした。当事者の方のお話も参考になりました。グループワークも、楽しかったです

。各エリア自立支援協議会が一生懸命頑張っていること、よくわかりました。

・これまでよりも開催時間が1時間長かったが、それぞれの内容が濃く、パートごとの時間は短く感じた。ただし
、3時間が限界だとも思うので、内容の絞り込みが必要かもしれないと思った。
・連動性のあるプログラムだったので、よく理解をする事が出来ました。また、参加された方々がテーマにアウトプットする場があることで

より深まりました。地域や社会が、地域共生やインクルーシブを作っていくという考え方で、それを発信し続けていくことの重要性を学びました。

・このような団体や活動を知らなかったので、シンポジウムの内容は新鮮でした。一方で支援を受ける側の障害当事者からの話しがもう少し聞きたかった。

・意見交換会のなかで当事者の親御さんとご一緒のグループとなりました。自立後の住まいの話題の中でその親御さんは、

「（アパート等の）大家さんの気持ちにも寄り添う必要があるのでは」といったご意見を出され、 "みんなが暮らしやすい地域"をつくっていくために
はとても大事な観点で、しかも当事者側からその意見が出たことに感動しました。

・意見交換会のテーマがない方が話しやすかった。感想で良いのは話しやすい。

・基幹の皆様、色々な準備等お疲れ様でした。資格を持っていない私でも充実した時間を過ごせました。今後も双子にも参加させたいと思います。

・各エリア自立協議会からの活動報告  について時間の関係で仕方ないと思うが、もう少し具体的な成果や課題を聞きたかった。ワークショップ、
前回もそうですが話し合いで他の方の考えを伺うことで多くの気づきがあり、とても学びが多かったです。双方のやり取りの良さを感じました。

・当事者のご様子が分からない報告もあったように感じます (エリア報告)
・意見交換会がとてもよかったです。本日はありがとうございました。

・各エリアの取り組みを知ることができてとても興味深かったです。地域により、商店街や防災などテーマも様々で地域の関わり方も違うこと、SNS
の利用など取り入れたらよいテーマなど勉強になりました。

・大変にお疲れさまでした。意見交換会、当事者の声、参考になりました。

・基調講演では条例などの専門的なことを、自立支援協議会の活動については地域やその地域に暮らす人に沿っての活動や情報の発信等について違い

があり各エリアで特徴な出ていると感じました。障害当事者さんの声も聞けて良かったです。もう少し不満等が多いのかなとも思ったのですが…
このようなシンポジウムに参加できてよかったです。ありがとうございました。

・始まるまでは目玉がないかと少し心配していましたが、とても良かったと思います。もっと多くの人が参加すると良かった (もっと誘えばよかった)です。
・自立支援協議会と各地域について知ることができ、各イベントに参加したいと思いました。世田谷に関わるようになって日が浅いので、少しずつ

顔が見える関係を作って行きたいです。また、当事者の方々のお話、意見交換も大変勉強になりました。

・時間が夜だと障がい者の親は出席が難しいのでZOOM参加も考えてください。
・地域とのつながりをもって日々の仕事が充実しています。意見交換でアウトプットでき充実した時間でした。世田谷区内のつながりがより深く

広がって欲しいと思います。ご開催いただきありがとうございました。

・内容が充実していましたが、広く参加を募る事ができなかったのが残念でした。どういうテーマや内容だと参加したいと思うのですかね…。
・グループでの話し合いは色んな立場の人と意見交換が出来て良いと思いました。

・世田谷をもっと住みやすい街にするためには、どうすれば良いと思うのか？というテーマで、当事者さんの率直な意見を聞いてみたいです。

・教育と福祉。これでいいの？知的障害者の支援。組織的に声を抑圧しない方法（おかしいと言える職場、虐待防止の取り組み）、安心安全の名のも

とに管理が正当化されてしまう障害者支援

・適切な（程よい）相談支援のあり方、居場所やよりどころなどについて（事例検討中心に）

・当事者のお話の中で、障害者の暮らしに関する昔と今の環境の違いや、他国との福祉への考え方の違いの話は大変興味深かった。世田谷区の障害者

福祉における今と昔の変化を発信し、地域共生やインクルーシブの考え方が地域社会にどの程度浸透してあるのか、当事者や支援者等、多角的な

視点から意見を聞いてみたい。

・障がい当事者の"暮らし"をもっと理解したいので、行政サービスや諸手当についてテーマとして取り上げていただきたいです。
・防災について

・高齢・重度化についての話を聞いてみたい  ・虐待防止等の具体的なケースについて聞いてみたい  ・ご本人の意思決定支援について
・何かあった時、困っている時、緊急な時、助けが必要な時など対応可能な連絡先、施設、病院などリストなどがあれば知りたいです。

・今回いろいろな立場の方が参加されているので当人と家族ももっと参加できるような場面を作ってください。フリートークカフェも‼！

ごご意意見見・・ごご感感想想

今今後後取取りり上上げげてて欲欲ししいいテテーーママややごご意意見見等等
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●２０２５世田谷区自立支援協議会シンポジウムポスター
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5　資料

第１回本会資料 資料４
資料4
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


令和６年度障害者差別解消に関する取組み状況及び令和７年度取組み予定



令和３６６度の取組み状況


＜１＞ 障害者差別に関する相談等の状況

①①相談・問合せ等の件数 全 件（昨年度比＋件）

相談の内容

相談

の

主訴

確認後の

分類変更

確認後

の内容
割合

相談の相手方（件）

年度

（件）区

他
の
行
政
韴
関

民
間
事
業
者

個

人

◆差別解消法関連 件  件 ％     

不当な差別的取扱いについて 件


ルール慣行へ２件

その他へ 件

件 ％     

合理的配慮の提供について 件  件 ％     

内
訳

物理的環境への

配慮
件

環境整備へ 件

その他へ１件





件 ％     

意思疎通への

配慮
件 その他へ 件 件 ％     

ルール・慣行の

柔軟な運用
件

不当な差別から２件

その他へ 件
件 ％







   

◆環境の整備 件
物理的環境への配慮

から 件
件 ％     

◆その他の相談・問合せ 件

不当な差別から 件

物理的環境から 件

意思疎通から１件

ルール慣行から１件



件 ％     

◆対応中年度末現在 件  件 ％     

合  計 件  件 ％     










令和６年度の取組み

概要版資料５－１

資料５－１
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


②②相談者別



③③障害種別

区分

身体

知的 発達 精神 難病
不明・
なし

合計
視覚 聴覚

肢体
不自由

内部

件数 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件

割合 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

年度 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件



④④対応の内容

対 応 区 分 件数 割合 年度

◆障害者差別解消法に基づく対応 件 ％ 件

➢ 相手方への訪問・電話等を通して状況を確認
し、合理的配慮の提供等に向け調整

  件 ％ 件

➢ 区が実施する事業（委託事業を含む）、区の補助
事業の所管課へ対応を依頼し、経過を確認

件 ％ 件

➢ 相談者の了承を得て、相談内容を相手方へ連絡

（相談者が相手方との調整を希望しない場合等）
件 ％ 件

◆環境の整備に関する対応 件 ％ 件

➢ 相談内容についての助言等 件 ％ 件

◆その他の相談・問い合わせ 件 ％ 件

➢ 法律や区の体制、広報等について説明   件 ％ 件

➢ 保健福祉サービスに対する意見として対応 件 ％ 件

➢ その他の意見として対応

（不当な差別や合理的配慮に関する事前相談対応

など）

件 ％ 件

➢ 匿名等により調査ができなかったもの 件 ％ 件

◆対応中年度末現在 件 ％ 件

合 計 件 ％ 件

※ 割合は、小数点第 位を四捨五入して表示しているため、各項目の和が、％にならない場合がある。

また、内訳の割合の和が、小計の割合と一致しない場合がある。

 

区分 当事者 家族 当事者団体 区民
事業者・区職員

委託・指定管理
不明・その他 合計

件数 件 件 件 件 件 件 件

割合 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

年度 件 件 件 件 件 件 件
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

＜２＞ 具体的な事例


①行政のルール変更

事例１【学童クラブのルール変更】

相談者：保護者

【相談内容】

・子どもは支援学級のある 小学校に通学してその学童クラブを利用し、送迎車両で帰宅

しているが、夏休み期間中はその送迎車両が利用できないことを知った。

・このため、夏休み期間のみ自力で通える最寄りの 学童クラブを利用したいと担当課に

希望したが、不可との回答であった。

・父母は共働きのため送迎は難しく、児童の障害の状況から移動支援により公共交通機関を

利用して通うことも負担が大きい。

【経過】

担当課と保護者でどのように解決できるか案を提案し協議した。

・担当課：夏休みだけの変更はできないが、通年で同じ学童クラブに在籍するのであれば

変更を可能とする。送迎車両事業者との調整は保護者で行ってほしい。

・保護者：送迎車両事業者との調整が整い、送迎に関する懸念が解消されたため、学童クラ

ブに変更することにした。

【考察】

合理的配慮の提供にあたり、双方が建設的対話の目的を理解し、提供できることを協議

し、問題が解決の方向に向かった。



②民間事業に関する内容

事例２【賃貸住宅申込受付拒否】

相談者：聴覚障害者

【相談内容】

区内在住の聴覚障害者が、区内賃貸物件の申し込みを仲介業者経由で行おうとしたが、管理

会社から聴覚障害があるため内見を断られた。申し込みを受付しないのは障害者差別に該当

するので、今後のために事業者に指導してほしい。

【経過】

・管理会社の担当者からの回答は、「受付を断った事実はない、今後は通常通りの審査にな

る」という内容であった。仲介業者からは、本人から受付ができないか再度確認して欲し

いと申し出があったので、管理会社に連絡してつい先日内見ができた。契約の可否は管理

会社の審査待ちの状況である。

・本人に再確認すると、内見はできたが審査が通過しても障害があるため大家が  かもし

れないと管理会社は話していた。契約は難しいと判断し、当該物件は自分から断った。別

の仲介業者を通じて、新たな別件を探す意向である。

【考察】

・聴覚障害者であることを理由として、賃貸住宅の申込を不動産管理会社が一律に断るのは、

明らかな障害者差別である。本事例では一度は断ったが、再度の申し入れで申し込みを受

け付けたようである。国土交通省の対応指針等にも明示している差別的取り扱いが行われ
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


ているのではないかと懸念される。

・賃貸事業を営む賃貸人に対し管理会社から、障害者への不当な差別の禁止と合理的

配慮について情報提供し理解を求めておくことが望まれる。



＜３＞ 障害理解の促進と障害者差別解消の周知・啓発


障害のある人もない人も共に楽しむことができる交流の場の提供や、研修や講演を行い区民

や事業者の障害理解を促進し、障害者差別解消の普及啓発に努めた。



・ 障害者週間の記念事業として、令和６年 月８日に区民ふれあいフェスタを実施した

・ 区内小学校へ手話講師を派遣し、差別解消に関する講義や手話講習を実施した。

（校、クラス名）

・ 障害者児のアート作品の展示支援を行った（世田谷美術館、玉川髙島屋）

・ 発達障害に関する理解促進のための講演会を実施し、その内容を チャンネルに  

て動画配信した。

・ ヘルプマーク・ヘルプカードの作成、配布（マーク 枚、カード 枚）

・ 障害者差別解消に関する研修等への講師派遣

・ ユニバーサルデザインの考え方、まちづくりの理解を図るため、小学校等への出張講座

を実施した。（３校 クラス 名）





＜４＞ 障害者差別解消支援地域協議会等の開催 


世田谷区自立支援協議会「虐待防止・差別解消・権利擁護部会」において、報告や意見交

換を実施し、その内容を障害者差別解消支援地域協議会（世田谷区自立支援協議会に報告

した。

令和６年７月 日（金） 障害者差別解消支援地域協議会

（内容）令和５年度の取組み状況等の報告等

令和７年１月 日（金） 障害者差別解消支援地域協議会

（内容）障害を理由とする差別に関する相談・問合せ及び対応 

について及び研修実績にかかる報告について



＜５＞ 障害理解の促進と地域共生社会の実現をめざす条例に関する事業の推進


・解説パンフレットの作成・配布

   条例の趣旨を区民等に広く周知するための解説パンフレット作成し、区立小学校４年

生に向けてパンフレットの配布を行った。（計 枚）

・商店等における共生社会促進物品助成事業の実施

条例に定める「地域での交流及び支え合いの推進」の取り組みとして、多様な区民の

接点の場でもある商店街を中心に、障害者が外出しやすい環境を整えることにより、

障害に対する理解を促進するとともに、商店等での障害者を受け入れる環境の向上を

図るための物品の購入・作成経費助成事業を実施した。

（計８件：簡易スロープ６件、簡易手すり２件）


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


＜６＞ 世田谷区手話言語条例の普及・啓発、手話を使いやすい環境の整備

・条例趣旨を区民等に広く周知するためのＰＲ施策の実施

世田谷ラグビーフェスティバル（１２月７日開催）での手話ワークショップの実施

・手話を使いやすい環境整備

区役所における待韴手話通訳者の配置時間の拡充や保健福祉課等の窓口で二次元コー

ド読み取りによる遠隔手話通訳を開始した。



＜７＞庁内での取組み  
・ 令和６年７月４日（木）「令和６年度第１回世田谷区障害者差別解消推進委員会」

・ 区が主催する講演会等の事業への手話通訳者の派遣等を実施した。実績 件

・ 庁内向けメールマガジン「イエローリボン通信」を３回発行し、事例紹介等を行っ

た。

・ 職員（外郭職員含む）に対しての「障害者差別解消研修」の実施。等

 
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





令和６年度の取組み状況等を踏まえ、令和７年度は以下の取組みを進める。



＜１＞ 障害者差別に関する相談支援
① 障害者差別に関する相談等への適切な対応と改善の働きかけ

② 国・都と連携した取組み 

③ 相談体制の周知



＜２＞ 障害理解の促進と障害者差別解消の周知・啓発（共生社会ホストタウン

の取組を含む）
① 障害理解促進イベントの開催（区民ふれあいフェスタ）令和７年 月７日

② 区内小学校への手話講師の派遣（校 クラスで実施予定）

③ 世界自閉症啓発デー庁舎ブルーデコレーション

④ 障害者児のアート作品の展示支援

（令和７年６月４日～６月 日、令和７年 月 日～月 日予定）

⑤ ヘルプマーク等の配布

⑥ 障害者差別解消に関する研修・講演会等への講師派遣・資料提供・開催協力

⑦ ユニバーサルデザインの考え方、まちづくりの理解を図るための小学校等への出張講

座実施



＜３＞ 障害者差別解消支援地域協議会の開催
障害者差別解消支援地域協議会の開催（令和７年７月 日・令和８年１月 日予定）



＜４＞ 庁内での取組み
① 世田谷区障害者差別解消推進委員会の開催

② 障害者への配慮の推進に向けた取組み

（印刷物への音声対応促進、講演会等における手話通訳の実施等）

③ 指定管理者及び委託契約仕様書に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する特記

事項」の添付の徹底

④ 庁内向けメールマガジンの発行（随時）

⑤ 職員研修 職層研修・保健福祉領域研修・共催研修

⑥ 区外郭団体等への周知・協力依頼



＜５＞ 障害理解の促進と地域共生社会の実現をめざす条例に関する事業の推進

① 条例解説パンフレット配布、区民等に広く周知するための 事業等の実施

② 商店等における共生社会促進物品助成事業の実施

＜６＞ 世田谷区手話言語条例の普及・啓発、手話を使いやすい環境の整備

① 民間企業と連携し、条例と令和７年 月開催の東京 デフリンピック（ろう者の

ためのオリンピック）を関連づけた 施策を実施

② 区職員の手話への理解促進と、手話を必要とする方とコミュニケーションを図ること

を目的に、福祉窓口の職員が簡単な挨拶の手話等を学ぶ研修を実施

令和７年度の取組み予定
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年
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）
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（
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会
）
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地
域
共
生
社
会
推
進
事
業

「
世
田
谷
た
が
い
ち
が
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
実
施
に
つ
い
て

令
和
７
年
７
月

日
（
金
）

障
害
福
祉
部
障
害
施
策
推
進
課

資
料
７

資料７
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⚫
地地
域域
共共
生生
社社
会会
推推
進進
事事
業業

事事
業業
概概
要要

□□
地地
域域
共共
生生
社社
会会
推推
進進
事事
業業

令
和
５
年
１
月
に
制
定
し
た
「
世
田
谷
区
障
害
理
解
の
促
進
と
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
条
例
」
の

趣
旨
や
基
本
理
念
な
ど
を
広
く
一
般
区
民
に
普
及
・
啓
発
し
、
区
民
の
方
々
が
障
害
、
障
害
者
及
び
障
害
の
社

会
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
「
世
田
谷
区
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
現
在
、
地
域
共
生
社
会
推
進
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

□□
世世
田田
谷谷
たた
がが
いい
ちち
がが
いい
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

本
事
業
で
は
、
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
に
企
画
・
運
営
を
委
託
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
称
を
「
世
田
谷
た

が
い
ち
が
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
主
に
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
特
に
こ
れ
ま
で
障
害
理
解
に
関
心
の
な

か
っ
た
層
へ
の
普
及
・
啓
発
を
目
的
に
事
業
を
展
開
し
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
た
が
い
を
尊
重
し
な

が
ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。



69

⚫
「「
たた
がが
いい
ちち
がが
いい
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
」」
おお
披披
露露
目目
会会

◆◆
日日

時時

令
和
７
年
６
月
１
８
日
（
水
）
１
０
時
～
１
１
時

◆◆
会会

場場

保
健
医
療
福
祉
総
合
プ
ラ
ザ

◆◆
登登
壇壇
者者

・
保
坂
区
長

・
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
代
表
松
田
文
登
氏

・
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
氏
（
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
契
約
作
家
）

※
そ
の
他
、
地
域
団
体
、
民
間
企
業
等
も
出
席

◆◆
内内

容容

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
説
明

・
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
代
表
か
ら
作
家
（
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
氏
）
紹
介

・
参
加
者
に
よ
る
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験

・
今
後
の
事
業
展
開
の
紹
介
ほ
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
に
あ
た
り
、
区
内
の
地
域
団
体
や
民
間
企
業
等
を
お
招
き
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
説
明
や
、

今
後
展
開
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ミ
ニ
体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
で

制
作
し
た
作
品
と

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

区
長
と

さ
ん
が

さ
ん
が

共
同
制
作
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
今今
後後
のの
予予
定定
【【
１１
】】

□□
街街
でで
のの
アア
ーー
トト
ポポ
スス
タタ
ーー
掲掲
示示
拡拡
大大
＆＆
ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ
発発
信信

・
独
創
的
で
個
性
豊
か
な
人
の
契
約
作
家
に
よ
る
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー

を
区
内
各
所
に
掲
示
し
、
作
品
を
通
じ
て
「
違
い
を
尊
重
す
る
」

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
醸
成
し
ま
す
。

・
掲
示
ス
ポ
ッ
ト
や
参
加
店
舗
は
、
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
随
時

発
信
し
ま
す
。

・
共
感
を
い
た
だ
け
る
地
元
の
団
体
・
事
業
者
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
と
ロ
ゴ
タ
イ
プ
ポ
ス
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
で
貼
る
こ
と
で
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
多
様
な
表
情
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
想
い
の
共
感
を
表
し
、
多
様
な
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
世
田
谷
区
の
街
並
み
を
彩
り
ま
す
。

ロ
ゴ
タ
イ
プ
ポ
ス
タ
ー

ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
今今
後後
のの
予予
定定
【【
２２
】】

□□
万万
通通
りり
のの
アア
ーー
トト
ポポ
スス
タタ
ーー
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

・
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
世
界
に
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ポ
ス
タ
ー

を
共
同
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

・
参
加
者
同
士
の
対
話
や
制
作
体
験
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
個
性
を
可
視
化
し
、
「
違
い
を
大
切
に
す
る
喜

び
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
今今
後後
のの
予予
定定
【【
３３
】】

（
区
Ｈ
Ｐ
）

（
区
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

）

□□
「「
世世
田田
谷谷
たた
がが
いい
ちち
がが
いい
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
」」
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
のの
実実
施施

・
日
時
：
令
和
７
年
月

日
（
日
）

①
時
～

時
分

②
時
～

時
分

・
会
場
：
（
世
田
谷
区
池
尻

）
・
内
容
：
ア
ー
ト
の
創
作
体
験
を
通
じ
た
相
互
理
解
を

促
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

・
対
象
：
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
の
方
（
全
年
齢
）

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
詳詳
細細
はは

区区
ＨＨ
ＰＰ
等等
をを
ごご
覧覧
くく
だだ
ささ
いい

⇒⇒
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資
料
８
－
１

＜
地
域
課
題
抽
出
シ
ー
ト
：
20

25
＞

20
25

/7
/1
1第

3回
運
営
会
議
に
て
検
討

世
田
谷
区
自
立
支
援
協
議
会

検
討
日

話
題
提
供
者

提
供
事
業
所

本
人
・家

族
の
困
りご
と・
希
望

事
業
所
とし
て
の
困
りご
と・
希
望

地
域
で
困
って
い
る
こと

困
りご
との
整
理

個
別
の
課
題

今
あ
る
使
え
る
社
会
資
源

＜
皆
さん

か
らの

ア
ドバ

イス
・有

効
な

地
域
の
情
報
な
ど＞

検
討
して

見
え
て
き
た
こと

＜
皆
さん

か
らの

ア
ドバ

イス
・有

効
な
地
域
の
情
報
な
ど＞

課
題
と感

じる
こと

＜
足
りな
い
社
会
資
源
：
フォ
ー
マ
ル
・イ
ンフ
ォー
マ
ル

足
りな
い
制
度
・福

祉
サ
ー
ビス
・地

域
の
理
解
な
ど＞

家
族
関
係
の
改
善

・世
帯
分
離
す
る

・シ
ョー
ス
テ
イを
利
用
して

み
る
、

・メ
リデ
ン版

家
族
支
援
や
カウ
ンセ

リ
ング

の
活
用

家
族
の
生
活
費
も
使
って
しま
うの
で
家
族
は
困
っ

て
い
る
。早

く働
い
て
ほ
しい

。

母
が
先
回
りし
て
どん
どん
動
い
て
しま
う。

親
の
障
害
の
理
解
力
不

足
・親

が
家
族
会
な
どに
参
加
を
す
る

6月
24
日

ぽ
ー
とた
ま
が
わ

本
人
の
思
い
と実

際
の
状
況
が
乖
離
して

い
る
た

め
、資

源
に
つ
な
が
りづ
らい

。

お
金
が
欲
しい

の
で
仕
事
が
した

い
。月

に
５
万
以

上
は
稼
ぎ
た
い
！
推
し活

費
用
が
必
要
。障

害
年
金
だ
け
だ
と足

りな
い
。

金
銭
管
理
の
サ
ポ
ー
トが

必
要

本
人
の
ニー

ズ
に
合
った

社
会
資
源
に
繋
ぐコ
ー

デ
ィネ
ー
ター

が
必
要

・ぽ
ー
と、
メル

クマ
ー
ル
世
田
谷
な
ど

就
労
を
目
指
した

い
が
今
は
体
調
が
悪
い
た
め
家

に
ず
っと
い
る
。父

親
との
関
係
が
悪
い
た
め
家
に

い
る
と気

が
狂
い
そう
。ど
こか

通
え
る
場
所
が
欲
し

い
け
ど、
電
車
に
1人

で
乗
れ
な
い
。対

人
関
係
も

苦
手
。

対
人
関
係
が
苦
手
で
過

ご
せ
る
居
場
所
が
近
くに

な
い
。

・デ
イケ

ア
、ナ
イト
ケ
ア
の
よ
うな
医
療

的
な
サ
ポ
ー
トが

あ
る
場
所
に
い
く

・地
域
活
動
支
援
セ
ンタ
ー
や
生
活

訓
練
な
ど通

うハ
ー
ドル

が
低
い
とこ
ろ

に
い
く

・S
ST
が
で
き
る
場
所
を
探
す

・訪
問
看
護
を
利
用
す
る

・ぷ
らっ
とほ
ー
む
世
田
谷
や
あ
ん
しん

事
業
の
支
援
を
受
け
る

・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
生
活
訓
練
を
利

用
し、
お
金
の
使
い
方
や
管
理
の
仕

方
に
つ
い
て
学
ぶ

◆
運
営
会
議
に
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
で
挙
が
っ
た
「
こ
ん
な
地
域

（
社
会
資
源
）
に
な
っ
た
ら
良
い
」

・
「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
で
き
る
人
に
と
っ
て
、
本
人
の
や
る
気
を
売
り
込
ん
で

く
れ
る
人
（
せ
た
が
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
等
）
や
組
織
が
あ
り
、
職
業
選
択
が
で
き
る

地
域
が
あ
る
と
良
い
」

・
「
興
味
の
偏
り
が
あ
る
方
に
と
っ
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で
お
金
が
稼
げ
る
地
域

に
な
っ
た
ら
良
い
」

・
「
家
族
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い
障
害
者
に
と
っ
て
、
家
族
の
話
を
聞
い
て
く
れ
、
本

人
の
理
解
を
促
す
地
域
に
な
っ
た
ら
良
い
」

・
「
嫌
な
こ
と
を
重
ね
て
き
た
人
に
と
っ
て
、
成
功
体
験
が
で
き
て
、
取
り
組
み
た
く
な

る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
地
域
に
な
っ
た
ら
良
い
」

・
「
働
き
た
い
け
ど
働
け
な
い
人
に
、
手
軽
に
働
け
て
小
銭
稼
ぎ
が
で
き
る
情
報
が
た
く

さ
ん
あ
る
地
域
に
な
る
と
良
い
」

・
「
働
き
た
い
け
ど
働
け
な
い
人
に
、
手
軽
に
働
け
て
小
銭
稼
ぎ
が
で
き
る
場
所
を
開
拓

で
き
る
仕
組
み
が
あ
る
と
良
い
」

・
「
対
応
が
難
し
い
お
子
さ
ん
を
も
つ
親
に
と
っ
て
、
家
族
会
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
に
つ
な
が
る
情
報
が
あ
る
地
域
に
な
る
と
良
い
」

資料８－１
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R7
.5
.9
第
１
回
運
営
会
議
に
て
検
討

世
田
谷
区
自
立
支
援
協
議
会

検
討

日
話

題
提

供
者

 提
供

事
業

所

本
人

・家
族

の
困

りご
と・

希
望

事
業

所
とし

て
の

困
りご

と・
希

望
地

域
で

困
って

い
る

こと

困
りご

との
整

理
個

別
の

課
題

今
あ

る
使

え
る

社
会

資
源

＜
皆

さん
か

らの
ア

ドバ
イス

・有
効

な
地

域
の

情
報

な
ど＞

地
域

課
題

とし
て

見
え

て
き

た
こと

あ
った

ら良
い

社
会

資
源

：
フォ

ー
マ

ル
・イ

ンフ
ォー

マ
ル

足
りな

い
制

度
・福

祉
サ

ー
ビス

・地
域

の
理

解
な

ど＞

家
賃

は
生

活
支

援
課

か
ら直

接
払

って
も

らう
こと

が
で

き
る

生
活

費
も

分
割

して
受

け
取

る
こと

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

・生
活

保
護

費
を

分
割

して
渡

す
こと

は
可

能
だ

が
、生

活
支

援
課

に
来

所
す

る
必

要
が

あ
る

。来
所

が
難

しい
方

は
そ

の
よ

うな
方

法
を

取
る

事
が

で
き

な
い

。

民
間

の
金

銭
管

理
サ

ー
ビス

業
者

（
や

ま
て

な
ど）

・気
軽

に
依

頼
で

き
る

金
銭

管
理

サ
ー

ビス
業

者
が

少
な

い
。

・障
害

特
性

に
よ

って
は

、「
無

くな
った

」「
盗

られ
た

」な
ど疑

わ
れ

て
しま

う場
合

が
あ

り、
金

銭
管

理
を

気
軽

に
で

き
な

い
。

・成
年

後
見

人
も

後
見

監
督

人
が

い
る

ほ
ど、

金
銭

管
理

に
つ

い
て

は
厳

しく
管

理
され

て
い

る
。

・本
人

との
関

係
性

を
築

け
な

い
と金

銭
管

理
で

き
な

い
。

・金
銭

管
理

に
関

わ
る

支
援

者
が

安
心

して
支

援
で

き
る

よ
うな

保
証

制
度

の
よ

うな
も

の
が

必
要

で
あ

り、
そ

の
た

め
の

仕
組

み
づ

くり
を

す
る

た
め

の
連

絡
会

等
が

必
要

で
あ

る
。

金
銭

管
理

が
破

綻
して

い
る

場
合

は
、成

年
後

見
制

度
や

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

の
利

用
が

検
討

され
る

。医
療

的
に

問
題

が
あ

れ
ば

、検
診

命
令

が
出

され
、病

院
受

診
が

必
要

に
な

る
。

・生
活

保
護

受
給

の
要

件
の

一
つ

に
金

銭
管

理
が

可
能

か
の

項
目

が
あ

る
。

頻
回

お
金

を
無

くし
て

しま
う方

に
つ

い
て

は
、単

身
生

活
が

で
き

な
い

と見
な

さ
れ

て
しま

う。

通
帳

等
を

預
か

り、
金

銭
管

理
の

練
習

を
行

って
い

る
居

宅
安

定
化

支
援

事
業

が
あ

る
。

・居
宅

安
定

化
支

援
事

業
は

、１
年

間
な

ど有
期

限
で

あ
り、

枠
が

決
ま

って
お

り、
各

支
所

の
生

活
支

援
課

に
相

談
す

る
必

要
が

あ
る

。

PA
SM

O
に

入
金

す
れ

ば
、買

い
物

に
も

使
え

る
、1

回
20

枚
入

金
で

き
る

口
座

に
入

金
す

る
の

は
どう

か

封
筒

に
50

0円
位

ず
つ

入
れ

て
お

くと
使

い
や

す
くな

る
の

で
は

な
い

か

小
銭

を
使

え
ず

、家
に

大
量

に
小

銭
が

溜
ま

って
い

る
。両

替
を

促
して

も
拒

否
さ

れ
て

しま
う。

＜
世
田
谷
エ
リ
ア
地
域
課
題
抽
出
シ
ー
ト
：
20

24
＞

資
料
８
－
２

1月
22

日
訪

問
看

護
金

銭
管

理
を

どの
よ

うに
サ

ポ
ー

トす
る

か

生
活

保
護

を
受

給
して

い
る

が
、散

財
し

て
しま

うた
め

、家
賃

や
水

光
熱

費
が

払
え

な
くな

る
、交

通
費

が
払

え
ず

予
定

通
りに

医
療

に
か

か
れ

な
くな

る
。

生
活

しや
す

さを
どの

よ
う

に
サ

ポ
ー

トす
る

か

資料８－２
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R7
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.9
第
１
回
運
営
会
議
に
て
検
討

世
田
谷
区
自
立
支
援
協
議
会

検
討

日
話

題
提

供
者

 提
供

事
業

所

本
人

・家
族

の
困

りご
と・

希
望

事
業

所
とし

て
の

困
りご

と・
希

望
地

域
で

困
って

い
る

こと

困
りご

との
整

理
個

別
の

課
題

今
あ

る
使

え
る

社
会

資
源

＜
皆

さん
か

らの
ア

ドバ
イス

・有
効

な
地

域
の

情
報

な
ど＞

地
域

課
題

とし
て

見
え

て
き

た
こと

あ
った

ら良
い

社
会

資
源

：
フォ

ー
マ

ル
・イ

ンフ
ォー

マ
ル

足
りな

い
制

度
・福

祉
サ

ー
ビス

・地
域

の
理

解
な

ど＞

＜
世
田
谷
エ
リ
ア
地
域
課
題
抽
出
シ
ー
ト
：
20

24
＞

資
料
８
－
２

訪
問

看
護

を
週

1回
受

け
入

れ
て

い
る

（
当

初
は

介
入

しよ
うと

して
拒

否
され

た
。あ

れ
こ

れ
指

図
せ

ず
、困

った
とき

に
提

案
す

る
よ

うに
した

ら拒
否

され
な

くな
った

「い
ざ

とい
う時

、
助

け
て

くれ
る

」）

・医
療

や
行

政
を

拒
否

して
い

る
方

は
、ぽ

ー
とや

生
活

保
護

ワ
ー

カー
が

支
援

して
い

る
場

合
が

あ
る

。

薬
を

デ
ポ

剤
に

して
も

らえ
ば

、怠
薬

の
心

配
が

減
る

の
で

は
な

い
か

・医
療

との
信

頼
関

係
が

築
け

て
い

な
い

と怠
薬

して
しま

うこ
とが

あ
る

。
・本

人
の

辛
さを

理
解

す
る

医
師

が
不

足
して

い
る

。
・怠

薬
す

る
こと

に
よ

って
困

る
人

が
どの

くれ
い

い
る

の
か

が
把

握
で

き
て

い
な

い
。

精
神

科
の

訪
問

診
療

は
増

え
て

き
て

い
る

。

薬
を

持
って

き
て

くれ
る

薬
局

も
あ

る
。

家
事

援
助

で
ヘ

ル
パ

ー
が

入
れ

る
の

で
は

？
保

健
福

祉
課

に
相

談
で

き
る

。本
人

の
受

け
入

れ
が

どう
か

、が
カギ

・ケ
ー

ス
ワ

ー
カー

は
、医

師
に

直
接

連
絡

す
る

こと
が

出
来

ず
、健

康
づ

くり
課

を
通

す
必

要
が

あ
る

。

ヘ
ル

パ
ー

（
サ

ー
ビス

）
を

入
れ

れ
ば

計
画

相
談

が
入

れ
る

の
で

、訪
問

看
護

中
心

に
動

か
な

くて
も

よ
くな

る

・訪
問

看
護

師
も

どこ
に

相
談

して
い

い
か

わ
か

らな
い

。

ぽ
ー

とに
相

談
で

き
る

、計
画

相
談

に
直

接
連

絡
も

可
能

（
ナ

イス
ケ

ア
）

・福
祉

の
力

量
不

足
・人

材
育

成

怠
薬

が
あ

る
とヘ

ル
パ

ー
が

入
れ

な
い

事
業

所
が

多
い

・医
療

と福
祉

の
連

携
が

足
りて

い
な

い
。

・精
神

科
病

院
は

、病
院

に
よ

って
全

くシ
ス

テ
ム

が
異

な
る

。ど
の

よ
うに

関
わ

っ
て

い
い

か
わ

か
りに

くい
。

・医
療

関
係

機
関

との
連

携
方

法
を

検
討

す
る

連
絡

会
等

が
必

要
。

ま
ず

は
信

頼
され

て
い

る
訪

看
が

家
事

を
して

慣
れ

て
も

らい
、そ

こか
ら訪

看
とヘ

ル
パ

ー
が

一
緒

に
動

い
て

つ
な

げ
て

い
け

ば
よ

い
の

で
は

な
い

か

精
神

疾
患

の
方

は
ひ

とり
の

気
の

合
う人

に
依

存
して

しま
う傾

向
が

あ
る

。そ
こに

どう
や

って
他

の
支

援
を

つ
な

げ
て

い
け

ば
よ

い
か

。健
康

づ
くり

課
、保

健
福

祉
課

、ど
こに

相
談

す
れ

ば
よ

い
か

、地
域

の
ル

ー
ル

が
よ

くわ
か

らな
い

。

どの
よ

うに
地

域
の

資
源

に
つ

な
げ

て
い

くか
、支

援
チ

ー
ム

を
どう

や
って

作
れ

ば
よ

い
の

か

拒
薬

願
望

あ
り、

怠
薬

す
る

傾
向

が
あ

る
た

め
意

欲
低

下
、抑

うつ
気

分
、不

安
な

ど陰
性

症
状

の
悪

化
や

、妄
想

状
態

が
出

現
し、

無
為

自
閉

的
な

生
活

とな
る

た
め

通
院

で
き

ず
安

定
した

治
療

を
受

け
られ

な
い

。

どう
す

れ
ば

安
定

した
医

療
を

受
け

入
れ

て
も

らえ
る

か
（

支
援

ニ
ー

ズ
の

希
薄

な
方

に
どう

か
か

わ
って

い
く

か
）
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資
料
８
－
３

北
沢
エ
リ
ア

＜
地
域
課
題
抽
出
シ
ー
ト
：
20

24
＞

R7
.6
.1
3第

2回
運
営
会
議
に
て
検
討

世
田
谷
区
自
立
支
援
協
議
会

検
討
日

話
題
提
供
者

提
供
事
業
所

本
人
・家

族
の
困
りご
と・
希
望

事
業
所
とし
て
の
困
りご
と・
希
望

地
域
で
困
って
い
る
こと

困
りご
との
整
理

個
別
の
課
題

今
あ
る
使
え
る
社
会
資
源

＜
皆
さん

か
らの

ア
ドバ

イス
・有

効
な
地
域
の
情
報
な
ど＞

地
域
課
題
とし
て
見
え
て
き
た
こと

あ
った
ら良

い
社
会
資
源
：
フォ
ー
マ
ル
・イ
ンフ
ォー
マ
ル

足
りな
い
制
度
・福

祉
サ
ー
ビス
・地

域
の
理
解
な
ど＞

・本
人
が
どう
した

い
の
か
を
代
弁
す
る
ア
ドボ

ケ
イタ
ー
が
い

な
い
。

・子
ども
に
AD
HD
の
疑
い
が
あ
る
と言

わ
れ
た
とき
に
気

軽
に
相
談
で
き
る
場
が
あ
る
と良

い
。

・家
族
へ
の
早
期
支
援
。

・保
健
セ
ンタ
ー
で
行
う評

価
の
対
象
年
令
を
広
げ
る

（
現
在
は
、就

学
前
）

・ど
の
よ
うに
して

い
け
ば
い
い
の
か
な
どの
ア
ドバ

イス
を
くれ

る
支
援
。

・成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
こと
が
出
来
る
場
の
創
出
。

・専
門
職
の
育
成
を
促
進
す
る
取
組
み
。

・親
が
子
ども
の
障
害
を
受
け
入
れ
られ

ず
、支

援
に
つ
な
が

らな
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

・学
齢
期
に
障
害
特
性
が
あ
り周

囲
に
馴
染
め
ず
、後

に
精

神
疾
患
が
発
症
して

ぽ
ー
とに
相
談
に
来
る
方
が
い
る
。

・障
害
特
性
に
よ
って
は
、周

囲
の
大
人
の
不
適
切
な
関
与

や
働
き
か
け
に
よ
り犯

罪
等
に
巻
き
込
ま
れ
て
しま
う場

合
が

あ
る
。

・児
童
精
神
科
医
の
不
足
。

・発
達
期
に
お
け
る
医
療
的
な
評
価
が
可
能
な
機
関
が
な

い
。

・評
価
され

る
こと
が
多
く、
それ

に
伴
う挫

折
体
験
に
繋
が
っ

て
しま
って
い
る
。

・ロ
ー
ンを

気
軽
に
利
用
で
き
て
しま
う。

・熱
心
に
取
り組

む
親
も
い
る
が
、障

害
理
解
に
目
を
向
け

て
い
な
い
。

・理
解
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
り組

み
の
不
足
。

・情
報
発
信
不
足
。

認
知
／
判
断
能
力
の
課
題
。

計
算
や
記
憶
、出

来
事
の
見

通
しが

難
しい

部
分
が
あ
る
。

忘
れ
物
が
多
い
・片

づ
け
が
で

き
な
い
な
どか
ら過

去
（
小
学

校
3年

生
時
）
に
AD
HD
の

指
摘
を
受
け
た
が
、受

診
や
心

理
検
査
に
は
繋
が
って
い
な

い
。

他
者
との
会
話
、高

圧
的
な

態
度
、何

か
を
上
手
くで
き
な

い
とき
に
ス
トレ
ス
を
感
じて

しま
い
、動

機
や
吐
き
気
な
どの
身

体
症
状
が
伴
う。

・行
政

・保
育
士
／
教
師

・ス
クー

ル
カウ
ンセ

ラー
・1
歳
児
／
3歳

児
検
診

・療
育
セ
ンタ
ー

・児
童
発
達
支
援
セ
ンタ
ー

・子
ども
家
庭
支
援
セ
ンタ
ー

・子
育
て
広
場

・子
ども
食
堂

・1
歳
6カ
月
児
健
診
で
M
-C
HA
T

を
使
用
し、
早
期
発
見
に
つ
な
が
って

い
る
。

・訪
問
診
療

・訪
問
看
護

・通
院
同
行

・保
健
師

・産
業
医

・社
内
の
メン
タル

ヘ
ル
ス
相
談
窓
口

・ぷ
らっ
とホ
ー
ム
世
田
谷

・成
年
後
見
制
度

・あ
ん
しん

事
業

・生
活
保
護

・障
害
年
金

・ぽ
ー
と

・信
頼
で
き
る
支
援
者

適
切
な
相
談
先
や
サ
ー
ビス
へ

繋
が
る
前
に
、メ
ガ
バ
ンク
の

ロー
ンか

ら5
0万

円
を
借
りて

い
る
。

家
族
（
両
親
に
は
否
定
的
／

妹
に
は
無
関
心
）
との
関
係

が
悪
く、
本
人
の
特
性
に
対
し

て
の
理
解
を
全
く得

られ
て
い

な
い
た
め
、適

切
な
支
援
に
繋

が
って
い
な
い
。

精
神
障
害
、発

達
障
害
、軽

度
知
的
障
害
を
持
つ
若
年
者
が
生

活
困
窮
に
陥
った
際
、社

協
等
に

繋
が
る
前
に
ロー

ンに
手
を
出
して

しま
うこ
とで
、生

活
の
質
の
低

下
、回

復
の
遅
れ
や
病
状
の
さら

な
る
悪
化
、社

会
参
加
の
機
会
の

喪
失
等
、生

活
立
て
直
しの

大
幅

な
遅
れ
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ

る
。

ぽ
ー
と

資料８－３
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資
料
８
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北
沢
エ
リ
ア

＜
地
域
課
題
抽
出
シ
ー
ト
：
20

24
＞

R7
.6
.1
3第

2回
運
営
会
議
に
て
検
討

世
田
谷
区
自
立
支
援
協
議
会

検
討
日

話
題
提
供
者

提
供
事
業
所

本
人
・家

族
の
困
りご
と・
希
望

事
業
所
とし
て
の
困
りご
と・
希
望

地
域
で
困
って
い
る
こと

困
りご
との
整
理

個
別
の
課
題

今
あ
る
使
え
る
社
会
資
源

＜
皆
さん

か
らの

ア
ドバ

イス
・有

効
な
地
域
の
情
報
な
ど＞

地
域
課
題
とし
て
見
え
て
き
た
こと

あ
った
ら良

い
社
会
資
源
：
フォ
ー
マ
ル
・イ
ンフ
ォー
マ
ル

足
りな
い
制
度
・福

祉
サ
ー
ビス
・地

域
の
理
解
な
ど＞

・障
害
を
抱
え
て
い
る
が
故
に
孤
立
感
を
抱
え
て
い
る
方
が
い

る
。

・本
人
が
無
理
な
く参

加
で
き
る
社
会
資
源
。

・子
ども
・障

害
・高

齢
の
分
野
問
わ
ず
、マ
ル
チ
に
情
報

を
持
って
い
る
、居

場
所
な
どの
社
会
資
源
に
繋
げ
る
コー

デ
ィネ
ー
ター

。

・ぽ
ー
との
サ
ロン

・若
者
サ
ポ
ー
トス
テ
ー
シ
ョン

・地
域
活
動
支
援
セ
ンタ
ー

・み
つ
け
ば
ハ
ウス

・デ
イケ

ア
・ネ
ット
で
の
居
場
所

・匿
名
性
の
チ
ャッ
ト／

電
話
相
談

・障
害
者
就
労
支
援
セ
ンタ
ー

・区
外
に
は
発
達
障
害
に
特
化
した

就
労
移
行
支
援
事
業
所
が
あ
る
。

世
田
谷
区
に
転
居
して

か
ら

友
人
や
知
人
とは
疎
遠
に
な

り、
か
つ
地
域
で
の
居
場
所
が

な
い
。

精
神
障
害
、発

達
障
害
、軽

度
知
的
障
害
を
持
つ
若
年
者
が
生

活
困
窮
に
陥
った
際
、社

協
等
に

繋
が
る
前
に
ロー

ンに
手
を
出
して

しま
うこ
とで
、生

活
の
質
の
低

下
、回

復
の
遅
れ
や
病
状
の
さら

な
る
悪
化
、社

会
参
加
の
機
会
の

喪
失
等
、生

活
立
て
直
しの

大
幅

な
遅
れ
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ

る
。

ぽ
ー
と
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1　　件　数　 24 件

２　相談等の分類

①相談内容

区分 主訴 件数
区に関わるもの

（再掲）
割合

1　不当な差別的取扱いについて 10 2 0 8.3%

2　合理的配慮について 8 10 3 41.7%

(内訳） 2 2 0 8.3%

2 2 1 8.3%

4 6 2 25.0%

3　環境整備について 0 0 0 0.0%

4　その他の相談・問合せ 5 11 3 45.8%

5　対応中（報告月末現在） 1 1 4.2%

合計 24 24 6 100.0%

②相談者の分類 ③障害特性

区分 件数 割合 区分 件数 割合

当事者 17 70.8% 視覚障害 0 0.0%

家族 6 25.0% 聴覚障害 1 4.2%

当事者団体 0 0.0% 肢体不自由 3 12.5%

区民 0 0.0% 内部障害 0 0.0%

0 0.0% 身体障害合計 4 16.7%

民間事業者 0 0.0% 重症心身障害 0 0.0%

区職員 0 0.0% 知的障害 1 4.2%

不明･その他 1 4.2% 発達障害 6 25.0%

合計 24 100.0% 精神障害 7 29.2%

高次脳機能障害 2 8.3%

難病 0 0.0%

不明・なし 4 16.7%

合計 24 100%

④相談等への対応状況

区分 件数 割合

１　差別解消法に基づく対応 12 50.0%

(内訳） 1-1　状況を確認し、対応方法について相手方と協議 2 8.3%

1-2　担当所管に対応を依頼し、結果を確認 2 8.3%

1-3　相談内容を傾聴し、相談者･関係機関に情報を提供 8 33.3%

2　環境整備（傾聴・情報提供） 0 0.0%

3　その他の相談･問い合わせ 11 45.8%

(内訳） 3-1　法律や区の体制、広報等について説明 5 20.8%

3-2　保健福祉サービスに対する意見として対応 0 0.0%

3-3　その他の意見として対応 6 25.0%

3-4  匿名等により調査が出来なかったもの 0 0.0%

4　対応中（報告月末現在） 1 4.2%

合計 24 100.0%

令和７年4月1日～令和8年1月31日

資料４－１　　　　　　障害を理由とする差別に関する相談・問合せ及び対応の状況

委託･指定管理者

調査後評価

2-3　ルール・慣行の柔軟な運用

2-2　意思疎通への配慮

2-１　物理的環境への配慮

第２回本会資料

資料４－１
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1/６

24 件

１　不当な差別的取扱いについての相談 2 件

１－１ 区に関すること 0 件

１－２ 他の行政機関に関すること 0 件

１－３ 民間事業者にかんすること 2 件

障害
種別

障害
内容

相談者 相談要旨 対応要旨

1
精神
障害

精神
障害

本人

本社に連絡をして、相談者が送ったメールの補足説明をした。ま
た、依頼事項として、障害者差別解消に対する取り組み（マニュア
ル等を含む）、店長に再度差別解消法の理解の徹底を依頼した。再
度連絡があり、相談者と店長の間でなされた会話の見解の違いは
埋まらなかったが、対応方針等は現時点ではないが、差別解消に
取り組むということと、店長に指導をしたとの報告があった。以上
の内容を相談者に伝えた。また、物件によってはオーナーがNGの
時もあるということは理解してほしいとのことであった。当職から
は、オーナーに差別解消法の説明をすることも業務に含まれると
解釈するのが指針に沿った対応であると伝えた。

2
精神障
害

統合失
調症

保護者
（母親）

内定式も終了しているので、障害者雇用促進法の対象となると判
断し、ハローワークが窓口になることを伝え、相談先を案内した。
（専門援助第2部門）

10 件

２－１ 物理的環境への配慮に関すること 2 件

２－１ー１ 区に関すること 0 件

２－１ー２ 他の行政機関に関すること 0

２－１ー３ 民間事業者に関すること 2 件

障害
種別

障害
内容

相談者 相談要旨 対応要旨

3
身体
障害

肢体
不自由

本人

事業者が提案している、マットと台の確認をした。マットは相談者
は不安定ということで使用できないので、台の性状や利用方法に
ついて確認した。台についても必要な高さがなく、利用にあたって
は当日の状況によるなど不明確なので現状を改善できるもので
はなかった。他からも同じような要望が来ているとのことで、再度
対応方法の改善を求めた。

大学院を卒業するので就職活動中。数十社
受験して人材派遣会社に内定した。派遣先
の会社の面接時に統合失調症のことを話
したら、人材派遣会社から本人に対して、
話が重すぎる、内定を辞退してほしいとい
われた。人材派遣会社には障害のことを伝
えて内定をもらい、内定式も終了してい
る。お願いベースで話してくることも気に
なる。このまま会社側と話をしてもうまく
話を丸めこまれてしまうので、事前に相談
したい。

資料４－２　障害を理由とする差別に関する相談・問合せ及び対応の要旨                 

２　合理的配慮の提供についての相談

昨年からの継続相談：
野球場の車いす席で観戦時の合理的配慮
について相談者から連絡
「再度観戦したが、同じように観えなかった
のでスタッフに言うとマットを持って来て、
これを数枚重ねてご利用くださいとのこ
と。座面だけ上げるのは危険なので、辞退
した。相変わらずの現状だった。」との報告
があった。

令和7年4月1日～令和８年１月31日

区内の不動産屋に部屋を探しに行ったとこ
ろ、男の人から精神は扱っていないと言わ
れた。その後会社のHPを見ていたら、断っ
た人が店長だと分かり、本社の問い合わせ
フォームに経過を説明した。すぐに店長か
らメールが来たが、事実と異なることが記
載されていた。会社としての障害者への対
応方針等を示して欲しい。また、店長に注
意をしてほしい。

資料４－２



80

2/６

4
高次脳
機能障
害

高次脳
機能障
害

本人

物件の管理会社に架電。契約が成立しない限りは、申込者と会話
をすることはないので、仲介業者とどのようなやり取りがあった
かは不明で記録もない。仲介業者に確認してほしいとのことで
あった。
差別解消法についての対応マニュアルの有無について尋ねたとこ
ろ「無いが、eラーニングで職員は学んでいるはず」。相談者の趣旨
である差別解消法に則り、合理的配慮を求めたいということ、車
いすの駐輪を理由に契約を断られたことが、大変不合理に感じて
いるということ、障害者の住宅探しの困難さへの理解を求めてい
ることを伝えた。

２－２ 意思疎通の配慮に関すること 2 件

２－２ー１ 区に関すること 1 件

5
身体
障害

肢体
不自由

本人

担当者の係長に内容を伝えたところ、係長が直接本人に説明をし
てくれることになり、状況の説明と謝罪、また、書類の説明をした。

２－２ー２ 他の行政機関に関すること 0

２－２ー３ 民間事業者に関すること 1 件　

障害
種別

障害
内容

相談者 相談要旨 対応要旨

6
身体
障害

聴覚
障害

本人

メールの内容について①メールの発信者は、一般的な事務連絡を
した。（説明が無かったとトラブルになるのを回避するため）③は
他のスタジオや時間帯等の案内は情報提供をしていると読み取れ
る。
今後の対応（手話通訳者の同行）について。①建物の構造が不明で
あり、実際にレッスンを受ける中で、スタジオで要望を具体的に出
してはどうか。②話し合いがうまくいかなかったら再度相談をして
ほしい。双方の一致点を探るために協力できる。

手話通訳者と窓口に来所。聴力障害により
障害者手帳を所持。ヨガスタジオでお試し
後１０回分の回数券を購入した。その後、
メールが複数回来た。内容は、①事務連絡
②通訳者の同行について部屋での位置な
どの制限があるかもしれないこと。③同行
を確実にするために、混みあっていないス
タジオや時間帯の情報提供。④インストラク
ターには筆談等が必要なことを伝えてお
く。などである。相談者はメールで通訳者
の制限がある場合があると書いてあるの
が、来るなと言われているみたいであり文
面も不愉快である。

区の担当ワーカーから未提出の書類があ
るという内容で電話がきた。電話でやり取
りしている中で、担当者から「何言っている
かわからない」と言われた。
この発言は、言ってはいけない言葉であ
る。その後、改めて説明や謝罪の電話はき
ていない。
担当者の上司からの謝罪と改めて提出書
類に関する説明をしてほしい。また、接遇
や障害者差別に関する研修の有無を聴き
たい。

住み替えのため住宅を探している。電動車
いすを使用しているため、駐輪スペースが
必要。紹介された物件が気に入ったので、
仲介業者を介して車いすの駐輪場所として
駐輪場を希望したが、管理会社（サブリー
スオーナー）が不可との回答であった。ほ
かの仲介業者を介しての物件も、障害者に
対して拒否が多い。障害者はいろいろな人
がいるのに、一律に拒否したりする。障害
について理解してほしい。差別解消法があ
ることも知らなかったので、事業者に上記
のような思いを伝えてほしい。
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２－３ ルール・慣行の柔軟な運用に関すること 6 件

２－３ー１ 区に関すること 2 件

障害
種別

障害
内容

相談者 相談要旨 対応要旨

7
発達
障害

発達
障害

家族

担当課は保護者からの意見要望を学校へ伝達し、相談者と相手方
との面談に立会い、対応方針を協議した。
面談では学校からの事実確認結果についての報告及び今後の対
応方針として複数の内容を提示し、保護者は概ね理解を示した。
提示された対応方針の中でどのような対応を希望するか、保護者
が本人の意向を確認して検討することとなった。

8 不明 不明 本人

担当課より：駐車許可証等の掲示が確認できない場合には、案内
として貼り紙をしている。意見を踏まえ張り紙の文言や現場での
対応について改善の参考としていく。

２－３ー２ 他の行政機関に関すること 0 件

２－３ー３ 民間事業者に関すること 4 件

障害
種別

障害
内容

相談者 相談要旨 対応要旨

9
精神
障害

うつ 本人

お客様センターに架電し、担当の方に相談者の事情と要望を伝え
た。本人からも連絡を受けているとのこと。車いすはスロープを準
備する必要があるので運転手が対応するが、それ以外は運転席を
はずすことは原則できない。ただし、混雑具合など状況によっては
運転手が手伝える場合はある。今回の意見を営業所にも伝えると
ともに、今後に向けて検討する場合の参考としたいとの回答で
あった。この旨相談者に回答した。

10
精神障
害

ADHD 本人

高齢の担当課にも相談した。調査員からは、新たな施設の開設や
制度に関しては回答するべき立場にないこと、当該施設の指導は
東京都であることを伝えた。今後この施設に入居を希望すること
はないとのことだが、障害者差別解消法の概要を伝えることなど
の要望があったので架電をした。管理者の話は、ロードバイクの取
り扱いの検討や判定会議の準備をしているなど、相談者の訴えと
は異なっていることも判明したが、相談者が差別を受けたと訴え
ていること、また、差別解消法の理解を求めた。

11 不明 不明 本人

本人が希望するバス会社3社に要望を伝えた。各社とも可能な範
囲で、合理的配慮をしていくとのことであった。その後、バスに乗
れなかった時に、区の対応やバス会社への不満について電話がか
かっている。

歩行困難のため歩行器を使用。月に１回整
形外科通院と定期的な買い物のため、バス
を利用している。バス乗降時、歩行器を自
分一人で上げ下ろしすることが困難であ
る。運転手に配慮してもらえるようバス会
社に働きかけして欲しい。

中学校に在籍する学習障害の子どもの保
護者から、合理的配慮を学校に求めている
が、担当教諭から理解や配慮に欠けた対応
を受け傷ついている。安心して通学できる
環境の整備、相談できる仕組みの構築、ガ
イドラインの適用によりインクルーシブ教育
が実現されるよう要望が寄せられた。

区民の声から。砧総合運動場で車いすマー
クのあるところに駐車したら張り紙をされ
手帳を持参とあった。文章がとても不愉快
である。事務所までお願いしますでよいの
では。両杖歩行をしているのにわからない
のか。

6２歳で通過型のグループホームに入居し
ているが、次の住居先として軽費老人ホー
ムの内見をした。その際に、ロードバイクを
室内に入れていいか訊いたら、ダメとの回
答であった。また,精神障害者を受け入れ
たことがないから不安があるとも言われ
た。その後、ロードバイクを外に駐輪した場
合、盗難があった際に補償してくれるか問
い合わせたら、それはできないとの回答で
あった。管理者からは、ひとつのことに固
執する性格があるから、まわりとコミュニ
ケーションがとれなのではないか（みたい
な内容のこと）と言われた。判定会議にも
あげないと言われた。障害と高齢者が一緒
になる施設が問題。差別的扱いを受けたた
め、監督責任として施設の運営母体を指導
してほしいとの要望。

つなぐ窓口からの案内。当課には過去2回
の相談記録がある。バスの乗降時に運転手
がキャリーバックの介助をしない。ヘルプ
マークを携帯しているのに、運転手が対応
しないことへの不満を述べる。何十年にわ
たって、国交省をはじめ様々な相談機関や
長に電話や書面で要望を伝えている。世田
谷区のヘルプマークの取り組みにも不満が
ある。
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12
発達障
害

書画障害
保護者
（母親）

昨年度は行われていた合理的配慮が、今年度から一方的に有料化
されることは合理的配慮の不提供に該当する可能性がある。学校
とまずは建設的対話を行うことを勧め何かあればいつでも相談で
きることを伝えた。数日後相談者が学校からのメール回答文に分
からない部分があると来庁。
回答文を基にし、相談者に差別解消法や合理的配慮、文部科学省
の対応指針等の話をしながら、試験料が妥当な金額であるのかな
ど、更に学校側と建設的対話を進めてはどうかと提案する。また
今後も何かあれば相談するよう伝えた。

３　環境整備についての相談 0

３－１ 区に関すること 0 件

３－２ 他の行政機関に関すること 0 件

３－３ 民間事業者に関すること 0 件

４　その他についての相談 11 件

４－１ 区に関すること 4 件

13
精神障
害

発達障
害

保護者

①母の生活保護のケースワーカーに相談すること。②息子が支援
機関につながっているとのことでそこにも相談してみる。③世田
谷区すまいサポートセンターを紹介。以上を伝えた。また、保証会
社に障害者差別について問い合わせることができるが、相談者は
保証会社の回答が覆るとは考えていないので、保証会社への問い
合わせは希望していないとのことであった。

14
身体障
害

肢体不
自由

本人

マークの説明と、駐車施設の運用について説明したが、障害者施
設にはマークが必要でないこと、今までマークがなく利用していた
のに、新たに設置するのは納得がいかないとのことであった。

15
高次脳
機能障
害

高次脳
機能障
害

家族

世田谷区保健センター専門相談課・高次脳機能障害相談支援窓口
を案内した

16
精神障
害

精神障
害

本人

担当した職員に架電。相談者の担当地域が異なるが、強い希望が
ありメモをした。今回のことについては、担当に連絡を入れておく
ということであった。

広報12月号を見て電話をした。記載して
ある高次脳機能障害の症状が夫に当ては
まっている。相談先を紹介してほしい

区の障害者施設の改修工事と同時に、駐車
場も国際シンボルマークが表示された駐車
場に改修されると聞いた。このマークを設
置すると車いす優先となり、他の障害者が
使えなくなり、差別に該当するのではない
か判断してほしい。

どこに電話をしてよいのかわからなかった
ので、この窓口に相談した。相談者・母（７２
歳）息子（３２歳　発達障害　）の二人暮ら
し。生活は母（年金・生保）　息子（就労収
入・障害者年金）である。現在の住宅は母名
義で数年後に建て替えになる。息子名義の
賃貸住宅を確保したいと、区営・都営住宅
を申し込んでいたが、今回やっと区営の枠
が空いた。保証会社にを申し込んだが審査
が通らなかった。何とか息子名義の住むと
ころの確保をしたい。

息子は書画障害がある。昨年度通信制高校
に入学し、通学型とオンライン授業を受け
ている。障害につては学校に伝えている。
昨年の単位認定試験はPCを使用し別室で
受けさせてもらった。今年になり突然PC
で受けられるが1教科につき5000円必要
と言われた。その後、書面で個別対応希望
の申し込みをするようにという文書が来
た。昨年は無料で、今年から突然有料にな
るのは障害者差別になるのではないか。

保健福祉課の窓口で相談をした際「『…と
本人が主張していた』と記載しておく」と言
われた。その時の窓口担当の顔つきが冷や
やかで、障害者への差別を感じた。書類を
「主張していた」ではなく違う文言に、
「DV]を「DV被害者女性」に訂正してほし
い。
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４－２ 他の行政機関に関すること 0 件

４－３ 民間事業者に関すること 6 件

障害
種別

障害
内容

相談者 相談要旨 対応要旨

17
知的
障害

知的
障害

本人

本人に何度も架電するが、つながらず、１週間後本人より電話が入
る。就労に関してであれば、次の職場を探すという意味でもハロー
ワークも案内したが、「聞いていない」と立腹したので事業者に架
電する。採用担当者からは、障害者だから採用しないというような
発言はしていない。採用申し込みフォームで特別支援学校出身と
の記入も検索したが、名前と年齢のみ記入されている。障害者だ
とも聞いていない。電話で、採用手続きの説明をしたが対応が遅
い等暴言を吐くので、コミュニケーションが取れないなら採用は無
理ですねと答えたら電話を切ったということであった。区からは、
障害者の雇用の促進等に関する法律があること、その理解をお願
いした。相談者に報告するため架電したが、電話が使われていな
いとの案内がありつながらなかった。

18
精神障
害

発達障
害

本人

当課に保存されている病院からの手紙には、診断結果や治療の提
案が記載されていることを伝えた。（本人はこの手紙を開封せず破
棄している）なお、この提案内容の適否は医療分野のことであるこ
と、医療内容や病院の処分は世田谷区では範疇外である旨を伝え
た。

19
精神障
害・身体
障害

精神障
害

本人

医師の診療についての対応は対象外であることを説明する。
周囲の支援者に再度相談し、病院の予約や受付状況を確認しても
らうなど、できることから一緒に動いてもらうと良いのではない
かと伝える。その後複数回電話があり、法テラスにも相談したよう
である。健康づくり課にも連絡済み。

20 不明 不明
近隣住
民

まず約１年前なので確認が難しいこと、相談者の話に伝聞が多く
含まれていることから事実確認が困難であることを伝える。ただ
し、昨年不快な思いをされた地域の方から苦情があった旨を伝え
る事はできるので、それでよいか確認し、スーパーに架電する。店
長は昨年は在籍していなかったが、相談者が店に伝えてほしいと
強く希望していたと伝えると「しっかり承りました」との返事であっ
た。ネームプレートについては、偽名は使っていない、技能実習生
の名前が長いのでその場合は日本人の姓にあたる部分を記載し
ているということであった。

21
精神障
害

精神障
害

本人

女性従業員がカードを確認したのはマニュアル通りに本人確認を
した可能性が高いこと、また、施設側に事実確認をすることで本人
が特定されてしまう可能性があることを伝える。本人と施設長及
び管理担当者との関係は良好なようなので（以前相談対応しても
らったことがあるとの事）まずは、支援者等つながりのある方と一
緒に直接相談してみたらどうかと提案する。すると、この窓口の他
に相談先はあるのかと確認されたので、東京都の権利擁護セン
ターと人権擁護相談窓口を案内する。

共同作業所連絡会に相談したら、こちらの
連絡先を紹介された。トレーニングルーム
入館の際、割引のために障害者手帳を提示
した。女性従業員に手帳を見せたが納得せ
ず「カード、カード」と言われ、身分証カード
の提示まで求められた。確認した途端に顔
色が代わり、自分を下に見ているのを感じ
た。この女性従業員は敵意帰属性バイアス
の人で、自分が障害者だから差別をしてい
る。このような精神的な問題を抱えている
従業員であるため、障害者の自分が犯罪者
にされ、警察に逮捕される可能性があるの
で何とかしてほしい。今後も通いたいの
で、自分の名前を出さない方向でお願いし
たい。

現在就職活動中。建設会社の採用申し込み
フォームから応募。その後、連絡がこないた
め電話で会社に問い合わせた。特別支援学
校出身だと伝えると「障害があるなら採用
できない」と言われた。自分が差別を受け
て不愉快であったことを伝えてほしい。

昨年12月、スーパのカウンターで障害者従
業員が、女性上司と思われる人から強い口
調で叱責されているのを目撃した。障害者
だからと圧をかけていた。その他にも男性
指導者がきつく当たったり、きつい仕事を
押し付けているなどの話を聞いている。
障害という弱みに付け込むのは許せない。
また従業員のネームプレートの名前が偽名
だったりして深い闇を感じる。注意してほ
しい。

約2年ぶりに電話があった。
①2年前に相談した。その際、なぜ医師の
いうことばかり信じたのか説明してほし
い。
②診察拒否したのは違法ではないか。
記録を確認して架電
本人の主張
①自分の言い分を聞かないのは人権侵害
である。
②診察拒否をされたのも精神による人権
侵害である。要望はこんな病院をつぶして
ほしい。

いろいろな病気を抱えているが4年5ヶ月
入院していない。病院の主治医に入院した
いと相談したが、意地悪で入院をさせてく
れない。通院回数も変更したいと相談して
も変更してくれない。ケースワーカーや訪
問看護師、保健師、ひまわりにも相談した
が、誰も何もしてくれない。
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6/６

22
精神障
害

発達障
害

本人

これだけの内容では差別かどうか判断しかねること、また、差別解
消法でできることを説明した。二次障害が心配なので弁護士にも
相談をしてみるとのことであった。

４－４ 個人その他に関すること 1 件

23 不明 不明 保護者

発達障害云々よりも、今、社会人として立派に仕事をされているこ
と、人間はみな一人ひとり違うので、苦手なことは娘の性格ととら
えて接するのがよいのではないか。苦手な片付け等も一緒にや
り、具体的に伝えながら繰り返し行っていくことで、少しづつ変化
していくのではないか。スモールステップで余裕をもって対応でき
るとよいのではと伝えた。

対応中 1 件

区の広報１２月号を見て電話をした。現在
資格を持ち全国を回って活躍している娘と
二人暮らしをしている。自身が退職して時
間ができたためか、片付けができないなど
娘の行動を見ていろいろ気になるところが
見えてきた。発達障害の特徴が娘に当ては
まっている。つい強い口調で娘に指図し
て、娘が口をとざしてしまう。どのような対
応をしたらよいか。

５年間ほど福島でのイベントに関わってい
たが、昨年主催者と意見の相違があった。
質問状を出したが回答がなかったので、本
年は直接会場に行き回答を求めようとした
が、会うことを回避された。それもあるの
か発作を起こしてしまった。これは障害者
差別になるのか聞きたい。
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令和８年２月１８日

障害施策推進課

地域生活支援拠点等整備事業の実施状況について

区の地域生活支援拠点等整備事業の実施状況について、以下のとおり報告する。

１ 「相談」・「緊急時の受入・対応」の機能

【令和７年度からの運営手法見直し】

・ 緊急時バックアップセンターについては、障害者や家族からの相談に応じて、当面の生活維持の

コーディネート等を行う専門職員を受託法人事務所に２４時間３６５日の体制で配置してきた。

・ モデル実施から約２年、全区実施から１年が経過し、登録利用者数が約５００名となるなか、これ

までの相談実績や対応状況等を踏まえて、令和７年度より運営手法の一部見直しを行い、日中時

間帯は引き続き区内の社会福祉法人、夜間時間帯はコールセンター業務を行う事業者にそれぞ

れ委託、夜間時間帯で受けた相談内容は、翌朝に確実に引継ぐとともに、夜間に発生した緊急事

態等には区と連携して対応を行う仕組みとした。

【緊急時バックアップセンター 実施状況（令和７年１２月末現在）】

（１）登録者数

世田谷 北沢 玉川 砧 烏山 合計

人数 ９９ １２５ １５１ １２６ ６７ ５６８

（利用登録者の内訳）

・障害者手帳の所持状況（重複あり）

身体 知的 精神 未記入

人数 ２０７ ４１９ ６８ ７

・年齢別 登録時

未満 代 代 代 代 代 ～ 以上

人数 ２５ ７６ １２０ １１７ ８６ ９８ ２４ ２２

割合％ ４％ ４％ ％ ０６％ １５．１％ ７ ％ ２％ ％

（２）相談対応の状況

・日中緊急時バックアップセンターの対応状況

コーディネート対応 保健福祉課

相談支援機関

引継ぎ

その他

相談
合計短期入所

施設

専門

サポーター

短期入所・専門サポ

ーター派遣併用

居宅介護（ヘル

パー）事業所等

４年度 ４ １ ０ １ ８ ９ ２３

５年度 ５ ３ ３ １ ２６ １１ ４９

６年度 ２ ０ ０ ０ １０ １４ ２６

７年度 ４ ７ ０ ０ １２ １１ ３４

・夜間緊急時バックアップセンターの対応状況

夜間時間帯に

保健福祉課へ連絡

日中 に引継ぎ、

翌日、日中 から連絡

夜間 で対応完結

（その他相談等を含む）
合計

７年度 ３ １ ２４ ２８

資料５

資料５
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２ 「地域の体制づくり」機能

【拠点等整備事業への参加状況（令和７年１２月末現在）】

（１）相談 ： ７事業者

（２）緊急時の受け入れ・対応 ：１１事業者

（３）地域の体制づくり ： ２事業者

３ 「体験の機会・場」の機能

主に中学・高校生から若者世代の知的障害者を対象として、６ヶ月程度の期間の中で、生活体験を

３回程度経験し、生活力を高める支援をしながら、必要な助言を行う事業。昨年度は１泊２日のみ

の体験メニューとしていたが、加えて今年度は日帰りのメニューを追加して実施。

・ 令和７年度参加者数：５名（申込者：１６名）

４ 「専門的人材の確保・養成」の機能

世田谷区福祉人材育成・研修センターにおける研修を活用し、障害児・者施設職員を対象とする研

修において、強度行動障害を含む障害理解や困難事例の対応などを学ぶオンライン研修を実施。

・ 令和７年度受講者数（視聴者数）：１９３名。
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地
域
共
生
社
会
推
進
事
業

「
世
田
谷
た
が
い
ち
が
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

実
施
状
況

令
和
８
年
２
月

日
障
害
福
祉
部
障
害
施
策
推
進
課

資
料
６

資料６
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⚫
地地
域域
共共
生生
社社
会会
推推
進進
事事
業業

概概
要要

□□
地地
域域
共共
生生
社社
会会
推推
進進
事事
業業

令
和
５
年
１
月
に
制
定
し
た
「
世
田
谷
区
障
害
理
解
の
促
進
と
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
条
例
」
の

趣
旨
や
基
本
理
念
な
ど
を
広
く
一
般
区
民
に
普
及
・
啓
発
し
、
区
民
の
方
々
が
障
害
、
障
害
者
及
び
障
害
の
社

会
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
「
世
田
谷
区
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
現
在
、
地
域
共
生
社
会
推
進
事
業
を
推
進
。

□□
世世
田田
谷谷
たた
がが
いい
ちち
がが
いい
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

本
事
業
で
は
、
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
に
企
画
・
運
営
を
委
託
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
称
を
「
世
田
谷
た

が
い
ち
が
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
主
に
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
特
に
こ
れ
ま
で
障
害
理
解
に
関
心
の
な

か
っ
た
層
へ
の
普
及
・
啓
発
を
目
的
に
事
業
を
展
開
し
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
た
が
い
を
尊
重
し
な

が
ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
１１
】】
アア
ーー
トト
ポポ
スス
タタ
ーー
、、

等等

□□
まま
ちち
中中
でで
のの
アア
ーー
トト
ポポ
スス
タタ
ーー
掲掲
示示
、、

でで
のの
発発
信信

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
人
・
お
店
・
事
業
者
に

ポ
ス
タ
ー
掲
示
い
た
だ
き
、
多
様
な
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所

の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
世
田
谷
区
の
街
並
み
を
彩
る
。

・
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
区
内
５
地
域
を
リ
レ
ー
形
式
で
順
次
展
開

す
る
企
画
を
実
施
。

・
掲
示
ス
ポ
ッ
ト
や
参
加
店
舗
は
、
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
随

時
発
信
。

・
掲
出
し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
、
事
業
所
等
は
随
時
募
集
中
。

□□
発発
信信
状状
況況
（（
令令
和和
８８
年年
２２
月月
１１
００
日日
現現
在在
））

・
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
掲
出
場
所

百
数
十
か
所
（
区
内
商
店
街
、
電
鉄
駅
、
区
施
設
、

そ
の
他
希
望
店
舗
・
団
体

等
）

・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
：

・
閲
覧
数
：

回

ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー



90

⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
１１
】】
アア
ーー
トト
ポポ
スス
タタ
ーー
、、
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
２２
】】
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
等等

□□
万万
通通
りり
のの
アア
ーー
トト
ポポ
スス
タタ
ーー
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

・
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
世
界
に
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ポ
ス
タ
ー

を
共
同
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

・
参
加
者
同
士
の
対
話
や
制
作
体
験
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
個
性
を
可
視
化
し
、
「
違
い
を
大
切
に
す
る
喜

び
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
。
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
２２
】】
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
等等

□□
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
のの
実実
施施

令
和
７
年
月

日
（
日
）
に

に
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
回
目
の
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

予
約
制
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
多
様
な
方
々
が
今
回
限
り
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
「
た
が

い
ち
が
い
」
を
体
感
す
る
時
間
を
お
楽
し
み
な
が
ら
、
自
由
な
発
想
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
制
作

に
取
り
組
ん
だ
。
参
加
者
：
午
前
の
会
（
２
２
名
）
、
午
後
の
会
（
２
６
名
）

あ
わ
せ
て
、
ポ
ス
タ
ー
に
起
用
さ
れ
て
い
る
作
家
の
ひ
と
り
、
世
田
谷
区
在
住
の

氏
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
や
予
約
不
要
で
参
加
で
き
る
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
の

で
は
、
月

日
日
か
ら
月
日
日
ま
で

の
期
間
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
り
た
ち
や
全
種
類
の
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
が
並
ぶ
展
示
に
加
え
、
区
民
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
つ
く
る
参
加
型
展
示
「

万
通
り
の
世
－
多
様
性
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
を
開
催
。



93

⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
２２
】】
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
等等

□□
予予
約約
制制
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
２２
】】
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
等等

□□
氏氏
にに
よよ
るる
ララ
イイ
ブブ
ペペ
イイ
ンン
テテ
ィィ
ンン
ググ

□□
ミミ
ニニ
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
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⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
２２
】】
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
等等

□□
スス
ペペ
シシ
ャャ
ルル
エエ
キキ
シシ
ビビ
シシ
ョョ
ンン

参参
加加
型型
展展
示示
「「

万万
通通
りり
のの
世世
－－
多多
様様
性性
っっ
てて
なな
んん
だだ
ろろ
うう
？？
」」



96

□□
イイ
ベベ
ンン
トト
等等
でで
のの
ミミ
ニニ
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
のの
実実
施施

※
こ
の
他
、
今
後
の
実
施
に
向
け
て
現
在
複
数
の
団
体
と
調
整
中

⚫
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
のの
活活
動動
【【
２２
】】
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
等等

実
施
日

イ
ベ
ン
ト
名

会
場

運
営
団
体

令
和
７
年

月
日
（
日
）

砧
公
園
ア
ー
ト
デ
ー

砧
公
園

月
日
（
土
）

区
民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

う
め
と
ぴ
あ

区
月

日
（
金
）

け
や
き
広
場
（
馬
事
公
苑
前
）

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

令
和
８
年

月
日
（
土
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園

区
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⚫
今今
後後
のの
予予
定定

□□
ポポ
スス
タタ
ーー
掲掲
出出
予予
定定

・
掲
出
い
た
だ
け
る
店
舗
・
事
業
所
等
は
継
続
し
て
募
集
中

・
掲
出
の
様
子
は

で
引
き
続
き
発
信

□ □
（（
ミミ
ニニ
））
アア
ーー
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

・
地
域
の
活
動
団
体
な
ど
が
運
営
す
る
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
に
向
け
て
複
数
の
団
体

と
調
整
中

□ □
来来
年年
度度
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
委委
託託
事事
業業
者者
とと
協協
議議
中中

（
区
Ｈ
Ｐ
）

（
区
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

）
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令和８年２月１８日 
障害者地域生活課 

 
世田谷区における入所施設からの地域移⾏検討について（報告） 

 
１．検討の目的 
 世田谷区における入所施設からの重度障害者の円滑な地域移⾏と移⾏後の地域生活を支える仕組
みを構築することを目的としています。 
 
２．検討メンバー 
 障害者支援施設、グループホーム、身体障害者福祉ホーム、区⽴⾃⽴体験施設、相談支援事業
所、保健福祉課、障害施策推進課、障害保健福祉課等 
 
３．検討状況と検討内容 
 令和７年度に３回（２回対面、１回書面）開催し、各施設の地域移⾏に対する支援や関わり、
課題を情報共有したうえで、以下のとおり、重度障害者の地域移⾏支援の共通認識、課題をまとめ、
課題解決に向けての検討を進めているところです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜重度障害者の地域移⾏⽀援の課題＞ 
①重度障害者の地域移⾏には、受け皿となる社会資源が必要ですが、重度障害者対応のグループホーム、

重度訪問介護・居宅介護の事業者、通所施設等が不⾜しています。 
②地域移⾏の意思決定を⾏うためには、入所施設以外での体験が重要です。複数の体験を⾏い、選択を重

ねることで⾃分の望む暮らし方が定まっていくと思いますが、現状、体験の場は限られています。 
③地域移⾏を進めるには、入所施設が終の棲家と考えている保護者へ地域移⾏の理解を進める必要があり

ます。 
④昨年の講演会でも浮き彫りとなりましたが、地域移⾏は入所施設だけでなく、相談支援事業所、保健福祉

課等、本人と家族を取り巻く⽀援者チームにより、移⾏後の生活を含め進めていく必要があります。 

＜課題＞→＜解決に向けての取り組み＞ 
①社会資源の充実→新規開設施設だけでなく既存施設とも連携する 
 新規開設施設への移⾏だけでなく、福祉サービスの活用等による既存施設での地域移⾏を検討する。また、
地域移⾏の際の居所と通所を一緒に探すことの困難性や当事者の負担感など、社会資源活用に係る課題の
整理と解決手法の検討も進めていく。 
②体験の場の確保→区内障害者施設を有効活用する 
  既存の障害者施設に地域移⾏のための体験の場の提供や協⼒を依頼する。障害者施設にアンケートを
実施し、体験として協⼒できる施設情報をまとめた地域移⾏体験マップ（仮）を作成する。 
③保護者、家族の地域移⾏に対する理解→理解を深める機会を設ける 
 勉強会、⾒学会等「障害者が地域で暮らす様子」を学ぶ、⾒る機会を設ける。 
④⽀援者のチーム作り→地域移⾏の進め方を共有する 
 世田谷区の地域移⾏の進め方（ガイドライン）を関係者で共有することで、チーム作りを推進する。 
 

資料７－１

資料７－１
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４．今後の進め方 
 令和 8 年度中のガイドラインの策定を目指し、課題解決に向けての取り組みを引き続き進めていきま
す。取り組みを進めるにあたり、区内の事業所の方にはアンケートや実際の検討に参加いただくなど、ご協
⼒をお願いさせていただくことがありますので、よろしくお願いいたします。 

＜ガイドラインの作成に向けて 課題④の⽀援者のチーム作りのために＞ 
 厚生労働省作成の「施設入所者の地域移⾏確認マニュアル」に『意向確認や地域移⾏等の支援はチーム
でおこなう』とあります。区においても、『地域移⾏は入所施設だけで取り組むものではない』という認識のうえ、
検討を進めています。地域移⾏支援の共通認識を持ち、支援チームを構築するために「世田谷区における入
所施設からの地域移⾏ガイドライン」を作成します。以下の内容を盛り込んでいく予定です。 
 
 
 
 

 

入所までの流れ 

 

関係機関との連携 支援チームメンバー 地域移⾏支援の役割分担等 

入所前　 入所検討 入所中 地域移⾏検討 地域移⾏ 地域生活

入所施設・生活⽀援員

入所施設・地域移⾏相談員

相談⽀援事業所

区・保健福祉課ケースワーカー

グループホーム

通所施設

地域の障害福祉サービス事業所

実習・体験等

本人＋保護者＋
意思決定支援のチーム

その他にも・・ 
〇入所施設からの地域移⾏とは 
〇入所施設での地域移⾏の取り組み内容 
〇具体的な地域移⾏の進め方（実例含む） 等々 
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ごご本本人人ががそそのの人人ららししくく 生生活活ででききるる場場をを

ごご本本人人とと関関係係者者ととととももにに探探ししてていいききまますす

～～障障害害者者支支援援施施設設梅梅ヶヶ丘丘のの支支援援のの特特徴徴～～

地地域域移移行行ととはは？？
「地域移行」とは、住ま
いを施設や病院から単に
元の家庭に戻すことでは
なく、障害者個々人が市
民として、自ら選んだ住
まいで安心して、自分ら
しい暮らしを実現するこ
とを意味する。（「障害者総
合福祉法の骨格に関する総合福
祉部会の提言」2011年8月30日厚
生労働省より ）

障障害害者者支支援援施施設設梅梅ヶヶ丘丘はは、、

「「地地域域移移行行」」をを目目指指しし、、

利利用用者者のの方方のの「「意意思思決決定定支支援援」」をを

行行うう施施設設でですす

「「地地域域へへのの移移行行」」ははごご本本人人のの意意思思をを中中心心にに、、

次次のの生生活活のの場場へへ繋繋げげてていいくく必必要要ががあありりまますす

そそののたためめののアアププロローーチチがが障障害害者者支支援援施施設設梅梅ヶヶ丘丘のの

「「意意思思決決定定支支援援」」でですす

「毎日同じ生活を望む」人や「張りのある生活を楽しみたい」人など、

その人らしく生活できる場は様々です。

入所時に地域移行計画書を作成し、55年年をを目目途途にに支援していきます。

5年以降については、地域移行支援の継続が必要な場合において1年ごとの

更新となります。

資料７－２

資料７－２
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～～意意思思決決定定支支援援ののすすすすめめ方方～～

「「意意思思決決定定支支援援」」のの積積みみ重重ねねにによよりり、、

そそのの人人ののそそのの人人ららししささがが形形づづくくらられれてていいききまますす

「意思決定支援」を軸に地域移行に向けた課題を発見し、

ともに課題克服を目指していきます。

「意思決定支援」では、ご本人の施設生活における日々の選択や、

様々な体験を通じて、支援者はご本人の意思を確認し、

「体験エピソード」として記録していきます。

【【「「意意思思決決定定支支援援」」ののスステテッッププとと取取りり組組みみ】】

「体験エピソード」を積み重ね、関係者全体で

振り返り、支援を見直していきます。
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資料８ 
次期世田谷区障害施策推進計画（令和 9 年度～令和 11 年度）への一次意見 
 

世田谷区自立支援協議会 会長 鈴木敏彦 
 

11.. 意意見見提提出出ににああたたっってて  
世田谷区自立支援協議会では、意見提出にあたり、5 つのエリア協議会（世田谷、北沢、玉川、砧、

烏山）と 3 つの部会（地域移行部会、虐待防止・差別解消・権利擁護部会、子ども部会）にて個別課
題等から地域課題を検討し、下記のような取り組みが必要であるという認識に至り提出いたします。
下記の助言・提言の他、別紙にて具体的な「あったら良い資源」を参考資料として添付いたします。 
 
22.. 意意見見  
（（１１）） 居居場場所所  
 障害、高齢、子ども、若者の垣根なく、誰もが安心して集え、互いに支えあうことができる

居場所づくりのサポート（経費・ネットワークづくり等）に必要な事業や制度設計を行い、
居場所がどこであれ本人が安心できる場を増やしていく地域を目指す。 

 
（（２２）） 金金銭銭管管理理  
 利用される方、それを支える関係者にとって分かりやすく、安心して利用できる金銭管理事

業の創設または既存制度の拡充、柔軟な利用を推進する。利用者、支援者双方の権利擁護が
成立した仕組みの構築のある地域を目指す。 

 
（（３３）） 住住ままいい  
 障害者に住宅を提供するオーナーや借りる人にも配慮があって、障害があっても地域の一員

として暮らし続けることができる地域を目指す 
 障害のある方と近隣住民がお互いを理解し合えるよう、関係をつなぐ支援者や場所を多く作

り、顔の見える地域づくりを目指す 
 
（（４４）） 制制度度ににつついいてて  
 日常生活で困っている障害者のニーズを「制度の型にはまったもの」だけで判断するのでは

なく「本人の意志や希望・状態像」を尊重し、暫定的にでも支援を受けられる地域を目指す。 
 ピア（当事者）活動が地域にとってどのようなニーズがあるのかを把握して、ピア活動が浸

透していくような地域を目指す。 
 
（（５５）） 情情報報ににつついいてて  
 当事者、家族、関係機関など、すべての人がそれぞれに必要な情報に”つながる”（気づける、

資料８
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アクセスできる、理解できる、活用できる）ことができる地域を目指す。 
 制度の枠にとらわれず寄り添える支援者（地域住民・ピア・民間団体など）が協働できるネ
ットワークをつくり、情報共有することで困っている人と確実につながる地域を目指す。 

 
（（６６）） 権権利利擁擁護護・・差差別別解解消消  
 障害のある方にとっても重大な不利益が生じない限りは、失敗を経験し、そこから学ぶ機会
を保障された地域を目指す。 

 障害のあるなしに関わらず、互いのことを理解する機会を増やし、互いを認め合い、支え合
うことのできる地域づくりを目指す。 

 
（（７７）） 包包括括的的支支援援  
 一人一人異なる希望やニーズを理解し、多職種で連携して、支援できる地域を目指す。 
 福祉や地域のことを理解している医療関係者と医療のことを理解している福祉関係者がいて、
お互いの立場や役割を理解し、連携できる地域を目指す。 

 
（（８８）） 発発達達障障害害  
 制度のはざまに置かれる発達障害者（児）や生きづらさを抱えた方が、それぞれの個性を発
揮しながら活躍できる場の提供と、その活動を全員で支える地域を目指す。 

 当事者、家族、医療、教育、福祉、障害者雇用をしている企業等の輪が垣根なく繋がり、誰
でも気軽に情報収集できたり、相談が受けられたりする地域を目指す。 

 

33.. 提提出出日日    令令和和 77年年 1122月月 1199日日  

                                                                     以上 
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資料８別紙

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

（1）理解する　―社会全体に障害理解を浸透させる―

（2）守る　―当事者を権利侵害から守る―

（3）つながる場をつくる　―当事者が使いやすい交流の場をつくる―

（4）連携して支援する　―縦割りにならない支援を実現する―

（5）安心できる暮らしを確保する　―当事者が不安なく日常生活を送れる環境をつくる―

（6）望むライフスタイルを実現する　―当事者が希望する暮らし方を選択できる―

（7）毎日の暮らしをサポートする　―日々の暮らしに必要な支援を確実に届ける―

（8）出かけやすい街をつくる　―外出のハードルを下げる―

（9）いつでも相談できる　―一人で悩む当事者・家族を減らす―

（10）家族を支援する　―当事者家族が自分の生活を楽しめる環境をつくる―

（11）サービスの質を向上する　―より良いサービスを提供する―

（12）望むワークスタイルを実現する　―多様な働き方を可能にする―

（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える　―社会の一員として交流し、影響しあう―

（14）情報取得・発信手段を確保する　―情報格差をなくす―

せたがやインクルージョンプラン◇ 中項目 ◇

資料８別紙



105

資料８別紙１

障害、高齢、子ども、若者の垣根なく、誰もが安心して集え、互いに支えあうことができる居場所づくり
のサポート（経費・ネットワークづくり等）に必要な事業や制度設計を行い、居場所がどこであれ本人が
安心できる場を増やしていく地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
<障害、高齢、若者、子どもの垣根がない居場所づくり事業の創設>
・既存の居場所に関する情報収集機能、新しく居場所を開発できる地域ネットワークをもち、対象の方々
と居場所をつなぐマッチング・コーディネート機能も持ち合わせている事業を運営するための補助金事業
（3）つながる場をつくる　（4）連携して支援する　（5）安心できる暮らしを確保する　（6）望むライ
フスタイルを実現する（8）出かけやすい街をつくる　（9）いつでも相談できる　（10）家族を支援する
（14）情報取得・発信手段を確保する

<居場所づくり応援団促進事業>
・居場所の必要性を理解してくれる人々（障害当事者・インフォーマルな方々を含む）を増やし、資金、
場所の提供、居場所の運営など携わってくれる人を増やしていくための事業
（1）理解する （3）つながる場をつくる（4）連携して支援する　（8）出かけやすい街をつくる （12）
望むワークスタイルを実現する　（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・居場所を利用するどんな方々にも役割があり、居ることに安心することができる場（食堂、イベント
等）を作りたい方々をサポートする事業（経費・協議会等）
（1）理解する （3）つながる場をつくる（4）連携して支援する　（5）安心できる暮らしを確保する
（6）望むライフスタイルを実現する（8）出かけやすい街をつくる　（9）いつでも相談できる　（10）
家族を支援する（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

担当： 世田谷カテゴリー： 居場所

資料８別紙１
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資料８別紙２

利用される方、それを支える関係者にとって分かりやすく、安心して利用できる金銭管理事業の創設また
は既存制度の拡充、柔軟な利用を推進する。利用者、支援者双方の権利擁護が成立した仕組みの構築のあ
る地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・「金銭管理が苦手な人にとって、収入の中で生活費等の項目ごとに上限金額を決めて、制限してくれる
アプリがあると良い」
（2）守る（7）毎日の暮らしをサポートする（11）サービスの質を向上する

・「様々な理由によりお金を散財してしまう人にとって、お金が定期的に振り込まれるカード（カエル
カード＊）があると良い」
（2）守る（7）毎日の暮らしをサポートする（11）サービスの質を向上する

・金銭管理に関わる支援者が安心して支援できるような保証制度のようなものが必要であり、そのための
仕組みづくりをするための連絡会等が必要である。
（4）連携して支援する（5）安心できる暮らしを確保する（7）毎日の暮らしをサポートする（11）サー
ビスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保する

・課題を集約し、解決に向けた策を協議する場、協議した事項の実践を重ねることが出来る仕組み
（1）理解する（2）守る（3）つながる場をつくる（4）連携して支援する（5）安心できる暮らしを確保
する（6）望むライフスタイルを実現する（7）毎日の暮らしをサポートする（9）いつでも相談できる
（10）家族を支援する（11）サービスの質を向上する（12）望むワークスタイルを実現する（13）みん
なで学ぶ・楽しむ・考える（14）情報取得・発信手段を確保する

・事業費の拡大
（4）連携して支援する（11）サービスの質を向上する

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

担当： 北沢カテゴリー： 金銭管理

資料８別紙２
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資料８別紙3

障害のある方と近隣住民がお互いを理解し合えるよう、関係をつなぐ支援者や場所を多く作り、顔の見え
る地域づくりを目指す

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・お互いを理解し合える交流の場や、トラブルがあった時に間に入る仲介役や相談役としての支援者がい
るとよい
（1）理解する  （2）守る　（3）つながる場をつくる　（4）連携して支援する　（5）安心できる暮らし
を確保する　（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする　（8）出かけやす
い街をつくる　（9）いつでも相談できる（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える　（14）情報取得・発信
手段を確保する

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

カテゴリー： 住まい 担当： 玉川

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

障害者に住宅を提供するオーナーや借りる人にも配慮があって、障害があっても地域の一員として暮らし
続けることができる地域を目指す

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・借りる人も貸す人も安心して暮らせる仕組みがあるとよい（本人と大家との仲介役、家賃補助制度、防
音対策への補助、理解ある大家や不動産会社への優遇制度や連携など）
（1）理解する  （2）守る（4）連携して支援する（5）安心できる暮らしを確保する（6）望むライフスタ
イルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする（9）いつでも相談できる（14）情報取得・発信手段
を確保する

・障害があっても住みやすい住宅の提供を増やし、柔軟な住まいのカタチがあるとよい
（1）理解する  （2）守る　（3）つながる場をつくる　（4）連携して支援する　（5）安心できる暮らし
を確保する　（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする　（8）出かけやす
い街をつくる　（9）いつでも相談できる　（10）家族を支援する（14）情報取得・発信手段を確保する

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

資料８別紙３
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資料８別紙４

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

ピア（当事者）活動が地域にとってどのようなニーズがあるのかを把握して、ピア活動が浸透していくような地
域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・ピア活動がどのようなものか、活動したい側と利用する側双方がピア活動について知ることができるプラット
ホームのような機関があるといい。
（1）理解する （13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・ピア活動やピアスタッフが働けて、賃金が発生する機会の拡充。
（6）望むライフスタイルを実現する （12）望むワークスタイルを実現する (13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・ピア活動を行いたい方に向けた研修などの周知や、ピアを活用したい方とのマッチングが行える情報の場があ
るといい。
（12）望むワークスタイルを実現する （13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える （14）情報取得・発信手段を確保
する

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

担当： 砧カテゴリー： 制度

日常生活で困っている障害者のニーズを「制度の型にはまったもの」だけで判断するのではなく「本人の意志や
希望・状態像」を尊重し、暫定的にでも支援を受けられる地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・表向きから分かりにくい症状や複合的な理由により、希望する生活ができない方にとって、本人の苦しさを含
め、生活を客観的に評価し、支給決定に繋げられるような指標があるといい。
（4）連携して支援する （6）望むライフスタイルを実現する （7）毎日の暮らしをサポートする

・福祉サービスに含まれていないことが一時的にでも出来る部署が区にあるといい。
（4）連携して支援する （6）望むライフスタイルを実現する （7）毎日の暮らしをサポートする

資料８別紙４
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資料８別紙５

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・子ども・障害・高齢の分野問わず、分野横断で当事者等に社会資源等の必要な情報を繋げることができる仕組
みや、コーディネーターがいるとよい。
（4）連携して支援する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする（9）いつでも
相談できる（10）家族を支援する（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保する
・支援を必要とする当事者や家族が、制度の枠にとらわれず、気軽に相談したり必要な情報を得たりできるイン
フォーマルな場がより多くあるとよい。
（4）連携して支援する（9）いつでも相談できる（14）情報取得・発信手段を確保する
・ピアサポート(自助活動グループ・ピアサポーター)の活動や内容等、情報提供の場が開かれ、より普及する仕
組みがあるとよい。
（1）理解する （9）いつでも相談できる（14）情報取得・発信手段を確保する

当事者、家族、関係機関など、すべての人がそれぞれに必要な情報に”つながる”（気づける、アクセスできる、
理解できる、活用できる）ことができる地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・自分の困りごとに対して使える資源や制度、相談先、専門家などを教えて（推奨して）くれるAIやアプリなど
があるとよい。
（4）連携して支援する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする（8）出かけや
すい街をつくる（9）いつでも相談できる（14）情報取得・発信手段を確保する
・当事者や家族が気づきやすい場所（公共交通機関やスーパー、病院、薬局、図書館など生活の中で目に入りや
すい場所）と連携し、情報共有できる仕組みがあるとよい。
（4）連携して支援する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする　（8）出かけ
やすい街をつくる　（9）いつでも相談できる（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保
する
・困りごとに対して分野にとらわれず社会資源を案内できるワンストップ機能と、困りごとに応じた支援先を提
案できる仕組みがあるとよい。
（4）連携して支援する（5）安心できる暮らしを確保する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮
らしをサポートする（9）いつでも相談できる（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保
する
・困りごとに対して制度や分野を越えても支援が途切れないよう、情報共有をスムーズに行うことのできる地域
のネットワークシステムがあるとよい。
（4）連携して支援する（5）安心できる暮らしを確保する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮
らしをサポートする（9）いつでも相談できる（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保
する

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

制度の枠にとらわれず寄り添える支援者（地域住民・ピア・民間団体など）が協働できるネットワークをつく
り、情報共有することで困っている人と確実につながる地域を目指す。

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

担当： 烏山

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

カテゴリー： 情報

資料８別紙５

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・子ども・障害・高齢の分野問わず、分野横断で当事者等に社会資源等の必要な情報を繋げることができる仕組
みや、コーディネーターがいるとよい。
（4）連携して支援する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする（9）いつでも
相談できる（10）家族を支援する（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保する
・支援を必要とする当事者や家族が、制度の枠にとらわれず、気軽に相談したり必要な情報を得たりできるイン
フォーマルな場がより多くあるとよい。
（4）連携して支援する（9）いつでも相談できる（14）情報取得・発信手段を確保する
・ピアサポート(自助活動グループ・ピアサポーター)の活動や内容等、情報提供の場が開かれ、より普及する仕
組みがあるとよい。
（1）理解する （9）いつでも相談できる（14）情報取得・発信手段を確保する

当事者、家族、関係機関など、すべての人がそれぞれに必要な情報に”つながる”（気づける、アクセスできる、
理解できる、活用できる）ことができる地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・自分の困りごとに対して使える資源や制度、相談先、専門家などを教えて（推奨して）くれるAIやアプリなど
があるとよい。
（4）連携して支援する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする（8）出かけや
すい街をつくる（9）いつでも相談できる（14）情報取得・発信手段を確保する
・当事者や家族が気づきやすい場所（公共交通機関やスーパー、病院、薬局、図書館など生活の中で目に入りや
すい場所）と連携し、情報共有できる仕組みがあるとよい。
（4）連携して支援する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮らしをサポートする　（8）出かけ
やすい街をつくる　（9）いつでも相談できる（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保
する
・困りごとに対して分野にとらわれず社会資源を案内できるワンストップ機能と、困りごとに応じた支援先を提
案できる仕組みがあるとよい。
（4）連携して支援する（5）安心できる暮らしを確保する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮
らしをサポートする（9）いつでも相談できる（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保
する
・困りごとに対して制度や分野を越えても支援が途切れないよう、情報共有をスムーズに行うことのできる地域
のネットワークシステムがあるとよい。
（4）連携して支援する（5）安心できる暮らしを確保する（6）望むライフスタイルを実現する　(7）毎日の暮
らしをサポートする（9）いつでも相談できる（11）サービスの質を向上する（14）情報取得・発信手段を確保
する

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

制度の枠にとらわれず寄り添える支援者（地域住民・ピア・民間団体など）が協働できるネットワークをつく
り、情報共有することで困っている人と確実につながる地域を目指す。

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

担当： 烏山

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

カテゴリー： 情報

資料８別紙５
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資料８別紙６

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・地域住民や支援関係者等が障害のある方との関りで困ったことがあった時に、障害理解によって、解決
できるような取り組みがあるとよい。　（1）理解する　（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・児童期から障害のある方と関わる機会を増やし、基本的な配慮を学べ、自然な形で支え合えるようにな
る取り組みを推進できるとよい。（1）理解する（2）守る　（3）つながる場をつくる（5）安心できる暮
らしを確保する　（6）望むライフスタイルを実現する　（7）毎日の暮らしをサポートする　（8）出か
けやすい街をつくる　（9）いつでも相談できる（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

障害のある方にとっても重大な不利益が生じない限りは、失敗を経験し、そこから学ぶ機会を保障された
地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・障害のある方の愚行権が認められる地域となるために自己決定の尊重と意思決定支援を推進するための
取り組みがあるとよい。（2）守る　（5）安心できる暮らしを確保する　（6）望むライフスタイルを実
現する

・生命維持に必要な最低限の衣食住が満たされなくなった時に迅速にサポートできるような相談窓口や制
度があるといい。　（5）安心できる暮らしを確保する　（9）いつでも相談できる

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

障害のあるなしに関わらず、互いのことを理解する機会を増やし、互いを認め合い、支え合うことのでき
る地域づくりを目指す。

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

カテゴリー： 権利擁護・差別解消 担当： 基幹

資料８別紙６
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資料８別紙７

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

カテゴリー： 包括的支援 担当： 基幹

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・病院との話し合いの場を作る。地域移行支援サービスにのらないケースに対する思いや、地域生活に対
する不安を共有する場があるとよい。（4）連携して支援する

・共通リストの作成。地域移行する際に受け入れる地域側として確認したい項目をリスト化し、医療と地
域の共通シートを作成できるとよい。（例えば、金銭管理、趣味の傾向、できること、できないことな
ど）（4）連携して支援する
　
・医療職と福祉職が互いの専門性、役割、業務内容、価値観を深く理解するための合同研修や勉強会を定
期的に開催されるといい。（4）連携して支援する

・オンラインカンファレンスツール等を活用し、時間や場所の制約を受けずに多職種が連携できる場があ
るとよい。（4）連携して支援する

・各精神科病院のシステムやルールに関する情報を整理し、連携する側の関係者（地域の医療機関、福祉
サービス、行政など）がアクセスできるようになるといい。（4）連携して支援する

一人一人異なる希望やニーズを理解し、多職種で連携して、支援できる地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・当事者(ピア)との協働の場を作る。医療機関や福祉施設のケースカンファレンスにピアサポーターも参
加し、当事者目線での意見や視点を反映させる機会があったらよい。
（2）守る　（4）連携して支援する　（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・意思決定支援、生活能力のアセスメント、クライシスプランの作成など、再入院を防ぎ、地域に定着す
るための取り組みを丁寧にできるとよい。
（2）守る　（5）安心できる暮らしを確保する　（9）いつでも相談できる

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

福祉や地域のことを理解している医療関係者と医療のことを理解している福祉関係者がいて、お互いの立
場や役割を理解し、連携できる地域を目指す。

資料８別紙７

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

カテゴリー： 包括的支援 担当： 基幹

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・病院との話し合いの場を作る。地域移行支援サービスにのらないケースに対する思いや、地域生活に対
する不安を共有する場があるとよい。（4）連携して支援する

・共通リストの作成。地域移行する際に受け入れる地域側として確認したい項目をリスト化し、医療と地
域の共通シートを作成できるとよい。（例えば、金銭管理、趣味の傾向、できること、できないことな
ど）（4）連携して支援する
　
・医療職と福祉職が互いの専門性、役割、業務内容、価値観を深く理解するための合同研修や勉強会を定
期的に開催されるといい。（4）連携して支援する

・オンラインカンファレンスツール等を活用し、時間や場所の制約を受けずに多職種が連携できる場があ
るとよい。（4）連携して支援する

・各精神科病院のシステムやルールに関する情報を整理し、連携する側の関係者（地域の医療機関、福祉
サービス、行政など）がアクセスできるようになるといい。（4）連携して支援する

一人一人異なる希望やニーズを理解し、多職種で連携して、支援できる地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・当事者(ピア)との協働の場を作る。医療機関や福祉施設のケースカンファレンスにピアサポーターも参
加し、当事者目線での意見や視点を反映させる機会があったらよい。
（2）守る　（4）連携して支援する　（13）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・意思決定支援、生活能力のアセスメント、クライシスプランの作成など、再入院を防ぎ、地域に定着す
るための取り組みを丁寧にできるとよい。
（2）守る　（5）安心できる暮らしを確保する　（9）いつでも相談できる

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

福祉や地域のことを理解している医療関係者と医療のことを理解している福祉関係者がいて、お互いの立
場や役割を理解し、連携できる地域を目指す。

資料８別紙７
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資料８別紙８

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

子ども部会

当事者、家族、医療、教育、福祉、障害者雇用をしている企業等の輪が垣根なく繋がり、誰でも気軽に情報収集
できたり、相談が受けられたりする地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・各関係者で共有できるシステムネットワークを構築し、共通のデータが使用できる仕組みがあったらよい。
（９）いつでも相談できる　（１１）サービスの質を向上する　（１４）情報取得・発信手段を確保する。

・保護者や支援者同士が気軽に繋がりを持てる機会や場所があったらよい。
（９）いつでも相談できる　（１０）家族を支援する　（１４）情報取得・発信手段を確保する。

・発達障害（児）の方や生きづらい方に取って有益な情報を一括で網羅できる冊子、もしくはホームページが
あったらよい。
（１）理解する　（４）連携して支援する　（１１）サービスの質を向上する　（１４）情報取得・発信手段を
確保する。

・各関係機関や事業所間の交流研修や好事例を共有できる機会があったらよい。
（４）連携して支援する　（１１）サービスの質を向上する

カテゴリー： 発達障害　

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする
制度のはざまに置かれる発達障害者（児）や生きづらさを抱えた方が、それぞれの個性を発揮しながら活躍でき
る場の提供と、その活動を全員で支える地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・発達障害を抱える方が個性を活かして就労できる場があったらよい。
（３）つながる場を作る　（５）安心できる暮らしを確保する　（１２）望むワークスタイルを実現する。

・発達障害者の方もピアサポーターとして活躍できる機会があったらよい。
（３）つながる場を作る　（１２）望むワークスタイルを実現する　（１３）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・発達障害についての知識だけではなく、具体的な困りごとや困難なことを、当事者と
　区民が一緒に体感し、理解しあえる機会があったらよい。
（１）理解する　（２）守る　（１３）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・「ながら見守り活動」ような地域住民で当事者や家族を見守る仕組みがあったらよい。
（１）理解する（２）守る（５）安心できる暮らしを確保する（７）毎日の暮らしをサポートする
（８）出かけやすい街をつくる（９）いつでも相談できる

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

担当：

資料８別紙８

次期インクルージョンプランへの一次意見(あったら良い資源）

子ども部会

当事者、家族、医療、教育、福祉、障害者雇用をしている企業等の輪が垣根なく繋がり、誰でも気軽に情報収集
できたり、相談が受けられたりする地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする
・各関係者で共有できるシステムネットワークを構築し、共通のデータが使用できる仕組みがあったらよい。
（９）いつでも相談できる　（１１）サービスの質を向上する　（１４）情報取得・発信手段を確保する。

・保護者や支援者同士が気軽に繋がりを持てる機会や場所があったらよい。
（９）いつでも相談できる　（１０）家族を支援する　（１４）情報取得・発信手段を確保する。

・発達障害（児）の方や生きづらい方に取って有益な情報を一括で網羅できる冊子、もしくはホームページが
あったらよい。
（１）理解する　（４）連携して支援する　（１１）サービスの質を向上する　（１４）情報取得・発信手段を
確保する。

・各関係機関や事業所間の交流研修や好事例を共有できる機会があったらよい。
（４）連携して支援する　（１１）サービスの質を向上する

カテゴリー： 発達障害　

① 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする
制度のはざまに置かれる発達障害者（児）や生きづらさを抱えた方が、それぞれの個性を発揮しながら活躍でき
る場の提供と、その活動を全員で支える地域を目指す。

「あったら良い資源」※あてはまる中項目（1～14）を記入し、あてはまらないものはその他とする

・発達障害を抱える方が個性を活かして就労できる場があったらよい。
（３）つながる場を作る　（５）安心できる暮らしを確保する　（１２）望むワークスタイルを実現する。

・発達障害者の方もピアサポーターとして活躍できる機会があったらよい。
（３）つながる場を作る　（１２）望むワークスタイルを実現する　（１３）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・発達障害についての知識だけではなく、具体的な困りごとや困難なことを、当事者と
　区民が一緒に体感し、理解しあえる機会があったらよい。
（１）理解する　（２）守る　（１３）みんなで学ぶ・楽しむ・考える

・「ながら見守り活動」ような地域住民で当事者や家族を見守る仕組みがあったらよい。
（１）理解する（２）守る（５）安心できる暮らしを確保する（７）毎日の暮らしをサポートする
（８）出かけやすい街をつくる（９）いつでも相談できる

② 助言・提言　　　　※文書の終わりは「～の地域を目指す」とする

担当：

資料８別紙８
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